
  平成２５年度実施状況（事業２１３）

139 ／ 213 63 ／ 213 8 ／ 213 3 ／ 213

男女共同参画プラン２０２２の計画期間は平成２５年度から平成３４年度までの１０年間

平成２５年度～平成２９年度は前期実施計画

(65.3%) (29.6%) (1.4%)

姫路市男女共同参画プラン２０２２推進状況総括表[前期実施計画]

前期実施計画（平成２５年度～平成２９年度）

総合評価

△現状維持

(3.8%)

平成２６年３月末現在

○前進 ×停滞◎顕著

1 十分できた

2 多少できた

3 あまりできなかった

男女共同参画の推進
への配慮状況

◎ 顕著

○ 前進

△ 現状維持

× 停滞

実施状況に関する
総合評価

Ａ 実施し、計画以上に達成できた

Ｂ 実施し、ほぼ計画どおりに達成できた

Ｃ 実施したが、計画には及ばなかった

Ｄ 実施には至らなかったものの、今後実施を予定している

Ｅ 検討したが、今後の実施は未定である

Ｆ 検討も実施もしなかった

平成２５年度実施状況

ア 過年度までに達成し、更に継続・拡充する

イ 過年度までに達成し、次の施策につなげる

ウ 当該年度中の達成に向け継続する

エ 次年度以降早期の達成に向け継続する

オ 当該年度中に実施へ移行する

カ 次年度以降早期に実施へ移行する

キ 早期に検討に着手し、当該年度中に実施へ移行する

ク 早期に検討に着手する

平成２６年度取組方針



項　　目 事業数 ページ番号

　基 本 目 標 Ⅰ　人権尊重をめざす市民意識の育成 ４１事業 　１－１０

　基 本 目 標 Ⅱ　男女共同参画を推進する教育・学習の充実 ２２事業 １１－１６

　基 本 目 標 Ⅲ　政策・方針決定過程への女性の参画促進 ２７事業 １６－２１

　基 本 目 標 Ⅳ　雇用等の分野における男女の均等な機会と待遇の確保 ３４事業 ２１－２８

　基 本 目 標 Ⅴ　生涯を通じた心身の健康づくり ２５事業 ２８－３２

　基 本 目 標 Ⅵ　少子・高齢社会における福祉の充実 ４５事業 ３２－４１

　推進体制の整備 １９事業 ４１－４５

　計 ２１３事業

姫路市男女共同参画プラン２０２２推進状況調書　体系順

（平成２６年３月現在）



担当課

1 3 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
番
号

番
号

番
号

基本施策名
番
号

具体的施策名 具体的施策の概要 当初事業計画（予定） 事業の実績等
実施
状況

男女共同参画の推進
に関して配慮した内容

配慮
状況

所管
評価

総合
評価

事業計画（予定）
取組
方針

課

Ⅰ 1 (1) 「女性の人権尊
重」に向けた市民
理解の推進

① 「女性の人権」に
関する講座・講演
会等の開催

さまざまな角度、視点から各年代層
に沿ったテーマや講師等を選定し、
参加しやすく理解しやすい内容で行
う。

・講演会の開催
　〇男女共同参画週間講演会
　　6月22日（土）
　　テーマ：『パパはお天気キャスター
　　　～子育て、家事　できることから考
えよう～』
　　講師：正木　明（気象予報士・防災士）
　　参加者数：280人(予定）
　○あいめっせフェスティバル講演会
　　11月16日（土）
　　テーマ：未定
　　講師：未定
・男女共同参画基礎講座の開催
・女性学講座の開催

・講演会の開催
　〇男女共同参画週間講演会
　　6月22日（土）
　　テーマ：『パパはお天気キャスター
　　　～子育て、家事　できることから考えよう～』
　　講師：正木　明（気象予報士・防災士）
　　参加者数：243人
　○あいめっせフェスティバル講演会
　　11月16日（土）
　　テーマ：『男女共同参画って、実は女性のためだけ
でなく、男性のためでもあったんです！！』
　　講師：勝間　和代（経済評論家）
　参加者数：238人
・男女共同参画基礎講座の開催
　5・6・7月　全3回　延べ58人受講
・女性学講座の開催（大学連携）
　7月　全1回　96人受講

A

・男女共同参画の視点で誰でも
参加しやすいような講座テーマ・
内容、開催日時の設定や一時保
育を実施。

・男女の固定的な役割分担等に
とらわれない内容となっている。

1 ◎

・講演会の開催
　〇男女共同参画週間講演会
　　6月21日（土）
　　テーマ：『実践！ワーク・ライフバラン
ス
　　～働き方を変えれば、人生が変わる
～』
　　講師：小室　淑恵（㈱ワーク・ライフバ
ランス代表取締役）
　　参加者数：280人(予定）
　○あいめっせフェスティバル講演会
　　11月15日（土）
　　テーマ：未定
　　講師：未定
・あいめっせステップ・アップ塾の開催

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅰ 1 (1) 「女性の人権尊
重」に向けた市民
理解の推進

① 「女性の人権」に
関する講座・講演
会等の開催

さまざまな角度、視点から各年代層
に沿ったテーマや講師等を選定し、
参加しやすく理解しやすい内容で行
う。

「第1回人権のつどい」＊8月に開催　参
加者　予定　1,800人（1,183千円）
「第2回人権のつどい＊12月に開催（12
月）　参加者　予定　　1,200人（1,178千
円）

「第1回人権のつどい」＊8月に開催　参加者　1,800人
（1,063千円）
「第2回人権のつどい＊12月に開催（12月）　参加者
1,100人（1,089千円） B

子育て中の保護者が参加しやす
いように、親子スペースを設置し
た。

1 ◎

「第1回人権のつどい」＊8月に開催
（1,201千円）　参加者（予定）1,600人
「第2回人権のつどい」＊12月に開催
（1,192千円）　参加者（予定）1,200人 ア

人権啓
発課

Ⅰ 1 (1) 「女性の人権尊
重」に向けた市民
理解の推進

① 「女性の人権」に
関する講座・講演
会等の開催

さまざまな角度、視点から各年代層
に沿ったテーマや講師等を選定し、
参加しやすく理解しやすい内容で行
う。

人権学習地域講座の開催
　(市民講座並びにリーダー研修、年8回)

人権学習地域講座の開催
　(市民講座並びにリーダー研修、年8回)
第1回　5月16日(木）  図書館網干分館   217人
講師・・・・源　淳子
第2回　6月  7日(金)　 西市民センター　　125人
講師・・・・長畑　忠史
第3回　6月19日(水)　 文化センター小ホール　202人
講師・・・・西村　寿子
第4回　7月  5日(金)  　花の北市民広場　　296人
講師・・・・神原　文子
第5回　7月23日(火)　 夢前公民館　　　　398人
講師・・・・幸田　英二
第6回　8月24日(金)　 ネスパルやすとみ　426人
講師・・・・神原　文子
第7回　9月  6日(金)　東市民センター　　　193人
講師・・・・長畑　忠史
第8回　11月6日(水) 　 香寺健康福祉C　　152人
講師・・・・渋川　壽彦
全会場で「一時保育」を実施

A

子育てや介護中の方が人権学習
地域講座に参加しやすいように、
１歳～５歳児の保育をする。

1 ◎

人権学習地域講座の開催
　(市民講座並びにリーダー研修、年8回)
第1回　5月15日(木）  図書館網干分館
300人　講師・・・・幸田　英二
第2回　6月 9日(月)　 生涯学習大学講堂
200人　講師・・・・森井　昌克
第3回　6月18日(水) 文化センター小ホー
ル
250人　講師・・・・榎井　縁
第4回　7月  3日(木)　花の北市民広場
300人　講師・・・・太田　篤志
第5回　7月30日(水)　 夢前公民館
550人　講師・・・・源　淳子
第6回　8月22日(金) ネスパルやすとみ
400人　講師・・・・関根　聴
第7回　9月  4日(木)　東市民センター
250人　講師・・・・神原　文子
第8回　11月13日(木)  香寺公民館
200人　講師・・・・長畑　忠史
全会場で「一時保育」を実施

ア
人権啓
発セン
ター

Ⅰ 1 (1) 「女性の人権尊
重」に向けた市民
理解の推進

② 啓発普及資料の
発行と情報提供
の拡充

「女性」や「人権」に関して多様な啓
発普及資料を作成・提供するととも
に、“あいめっせ”の事業報告書を充
実するなど幅広い情報提供を行う。

・男女共同参画情報誌
　「ウエーブレット」の発行
　5,000部×2回
・事業報告書の作成

・男女共同参画情報誌
　「ウエーブレット」の発行
　5,000部×2回
・事業報告書の作成

B

・男女共同参画推進のため、固
定的な役割分担にとらわれない
内容になっている。 1 ◎

・男女共同参画情報誌
　「ウエーブレット」の発行
　5,000部×2回
・事業報告書の作成

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅰ 1 (1) 「女性の人権尊
重」に向けた市民
理解の推進

② 啓発普及資料の
発行と情報提供
の拡充

「女性」や「人権」に関して多様な啓
発普及資料を作成・提供するととも
に、“あいめっせ”の事業報告書を充
実するなど幅広い情報提供を行う。

さまざまな人権課題を取り上げ、人権啓
発誌を発行する。人権啓発誌「ふれあ
い」年1回発行。(225千円)

さまざまな人権課題を取り上げ、人権啓発誌を発行し
た。人権啓発誌「ふれあい」年1回15,000冊発行。(177
千円) B

性別にとらわれない視点からの
内容、表現となるよう配慮した。

1 ◎

「ふれあい」の発行廃止。在庫分を配布
する。
毎年、広報ひめじ８月号に人権に関する
特集記事を掲載。

イ
人権啓
発課

Ⅰ 1 (1) 「女性の人権尊
重」に向けた市民
理解の推進

② 啓発普及資料の
発行と情報提供
の拡充

「女性」や「人権」に関して多様な啓
発普及資料を作成・提供するととも
に、“あいめっせ”の事業報告書を充
実するなど幅広い情報提供を行う。

センター通信「ゆいぱる」発行
年４回　発行部数各5,000部

センター通信「ゆいぱる」発行
年４回　６月　８月　11月　２月　発行部数各5,000部

A

「女性の人権」に関する内容を含
む記事を掲載している。

2 ○

センター通信「ゆいぱる」発行
年４回　発行部数各5,000部

ア
人権啓
発セン
ター

Ⅰ 1 (1) 「女性の人権尊
重」に向けた市民
理解の推進

② 啓発普及資料の
発行と情報提供
の拡充

「女性」や「人権」に関して多様な啓
発普及資料を作成・提供するととも
に、“あいめっせ”の事業報告書を充
実するなど幅広い情報提供を行う。

人権ポスター　作成部数3,100部
人権カレンダー　作成部数3,100部
人権作文集「生きる」　作成部数4,000部

標語付き人権ポスター　作成部数3,100部
特選作品ポスター　　　　作成部数2,000部
人権作文集「生きる」　　作成部数4,000部 B

人権作文集に「PTA活動と男女
共同参画社会」と題した作品を掲
載した。 1 ◎

標語付き人権ポスター　作成部数3,100
部
特選作品ポスター　作成部数2,000部
人権作文集「生きる」　作成部数4,000部

ア
人権教
育課

◎

○

「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画



担当課

1 3 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
番
号

番
号

番
号

基本施策名
番
号

具体的施策名 具体的施策の概要 当初事業計画（予定） 事業の実績等
実施
状況

男女共同参画の推進
に関して配慮した内容

配慮
状況

所管
評価

総合
評価

事業計画（予定）
取組
方針

課

「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅰ 1 (2) 女性が「自らの権
利」をよく知る
（リーガル・リテラ
シー)ための取り
組み

① リーガル・リテラ
シーを確立する
ための講座の開
催

法的・政治的な分野における権利に
ついて、知識習得と活用する能力に
ついての講座を開催する。

・キャリアアップセミナーの開催
・あらゆる暴力防止セミナーの開催
・女性学講座の開催【再掲】
・生涯現役チャレンジ支援講座２の開催

・キャリアアップセミナーの開催
　6月　全4回　延べ44人受講
・あらゆる暴力防止セミナー（兼子育て応援講座）の開
催
　12月　全2回　延べ21人受講
・女性学講座の開催（大学連携）【再掲】
　7月　全1回　96人受講
・生涯現役チャレンジ支援講座の開催（追加講座含
む）
　7・2月　全6回　延べ193人受講

B

・男女共同参画の視点で誰でも
参加しやすいような開催日時の
設定や一時保育を実施。

1 ◎ ◎

・あいめっせステップ・アップ塾の開催【再
掲】
・女性のエンパワメント講座の開催

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅰ 2 (1) 男性・子どもに
とっての男女共
同参画の推進

① 男性向けの啓発
資料の作成

男性を対象とした、男女共同参画に
関するパンフレット等を作成する。

男性に男女共同参画の重要性を認識してもらうため
に、男性に向けてのメッセージをコラムとして盛り込ん
だ男女共同参画啓発パンフレット「みんなの男女共同
参画」を22万部作成し、全戸配布した。

B

・男女共同参画について分かりや
すい内容とした。
・イラストについて男女平等に関
する表現指針に配慮した。

1 ◎

男性を対象とした男女共同参画に関する
パンフレット等の作成を検討する。

イ
男女共
同参画
推進課

Ⅰ 2 (1) 男性・子どもに
とっての男女共
同参画の推進

① 男性向けの啓発
資料の作成

男性を対象とした、男女共同参画に
関するパンフレット等を作成する。

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行
のパンフレット等により啓発

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行のパンフレッ
ト等により啓発
（ウェーブレット第41号特集『男女共同参画ってなんだ
ろう??』、第42号『みんなで行う介護』で啓発）

B

・男女共同参画推進のため、固
定的な役割分担にとらわれない
内容になっている。

1 ◎

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行
のパンフレット等により啓発

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅰ 2 (1) 男性・子どもに
とっての男女共
同参画の推進

② 男性相談体制の
確立にむけた検
討

男性に関する諸問題の相談体制の
確立に向けて調査・研究を行う。

・男性セミナー２（兼ワーク・ライフ・バラン
スセミナー）の開催

・男性セミナー２（兼ワーク・ライフ・バランスセミナー）
の開催
「男のセルフマネジメント講座」
　6・7月　全4回　延べ58人受講（うち男性延べ47人受
講） A

・働き盛り男性の参加しやすい土
曜・日曜・平日夜間に開催した
り、男性の参加しやすい内容・
テーマを設定したりしている。
・男女共同参画推進の固定的な
役割分担にとらわれない内容に
なっている。

1 ◎ ◎

・男性セミナー１の開催

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅰ 2 (1) 男性・子どもに
とっての男女共
同参画の推進

③ 男性対象の啓発
講座の開催

男性が参加しやすいテーマや時間
帯を考慮し、男性にとっての男女共
同参画の意義について理解を促進
する講座を開催する。

・男性セミナー１の開催
・男性セミナー２（兼ワーク・ライフ・バラン
スセミナー）の開催【再掲】
・親子講座の開催

・男性セミナー１の開催
「男性の介護を考えるセミナー＆交流会」
　6月　全2回　延べ22人受講（うち男性延べ18人受
講）
・男性セミナー２（兼ワーク・ライフ・バランスセミナー）
の開催
「男のセルフマネジメント講座」【再掲】
　6・7月　全4回　延べ58人受講（うち男性延べ47人受
講）
・親子講座の開催
「親子で作ろう『宝地図★』」
　8月　全1回　13組受講
・県男女家庭課委託・お父さん応援講座「ダンボール
で『ダイナミックあそび』」
　 3月　全1回　15組受講

A

・働き盛り男性の参加しやすい土
曜・日曜・平日夜間に開催した
り、男性の参加しやすい内容・
テーマを設定したりしている。
・男女共同参画推進の固定的な
役割分担にとらわれない内容に
なっている。

1 ◎ ◎

・子育て応援講座の開催
・子育て応援講座（保護者対象）の開催
・男性セミナー１の開催【再掲】
・男性セミナー２（兼ワーク・ライフ・バラン
スセミナー）の開催
・生涯現役応援講座の開催

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅰ 2 (1) 男性・子どもに
とっての男女共
同参画の推進

④ 男性対象の実践
的講座の開催

日常生活に役立つ家事や育児･介
護等についての実技を交えた実践
的な講座を開催する。

・男性セミナー２（兼ワーク・ライフ・バラン
スセミナー）の開催【再掲】

・男性セミナー２（兼ワーク・ライフ・バランスセミナー）
の開催
「男のセルフマネジメント講座」【再掲】
　6・7月　全4回　延べ58人受講（うち男性延べ47人受
講）
・県男女家庭課委託・お父さん応援講座「ダンボール
で『ダイナミックあそび』」
　 3月　全1回　15組受講

A

・働き盛り男性の参加しやすい土
曜・日曜・平日夜間に開催した
り、男性の参加しやすい内容・
テーマを設定したりしている。
・男女共同参画推進の固定的な
役割分担にとらわれない内容に
なっている。

1 ◎

・子育て応援講座の開催【再掲】
・子育て応援講座（保護者対象）の開催
【再掲】
・男性セミナー２（兼ワーク・ライフ・バラン
スセミナー）の開催【再掲】
・生涯現役応援講座の開催【再掲】

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅰ 2 (1) 男性・子どもに
とっての男女共
同参画の推進

④ 男性対象の実践
的講座の開催

日常生活に役立つ家事や育児･介
護等についての実技を交えた実践
的な講座を開催する。

おじいちゃんの料理教室の開催
　市内4か所で定例実施
　・市民会館 　　　　  12回/年
　・広畑市民センター 12回/年
　・網干市民センター 12回/年
　・英賀保公民館      12回/年
 計48回　延710人（全て男性）

男女の固定的な役割分担等にとらわれない内容、食
事づくりの基本から実践することにより、食事づくりの
楽しみや食生活の改善が健康づくりにつながる事等
を伝達し、家庭内でも実践できるよう支援した。

B

男女の固定的な役割分担等にと
らわれない内容、食事づくりの基
本から学ぶことにより、家庭内等
での食事づくりにつながってお
り、男女共同参画の啓発になって
いる。

1 ◎

おじいちゃんの料理教室の開催
　市内4か所で定例実施
　・市民会館等　　　  12回/年
　・広畑市民センター 12回/年
　・網干市民センター 12回/年
　・英賀保公民館     12回/年
 計48回

ア
保健所
健康課

◎

◎



担当課

1 3 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
番
号

番
号

番
号

基本施策名
番
号

具体的施策名 具体的施策の概要 当初事業計画（予定） 事業の実績等
実施
状況

男女共同参画の推進
に関して配慮した内容

配慮
状況

所管
評価

総合
評価

事業計画（予定）
取組
方針

課

「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅰ 2 (1) 男性・子どもに
とっての男女共
同参画の推進

⑤ 男性のための家
事・育児・介護等
に関する資料の
作成

男性に分かりやすい家事や育児･介
護等の基本的な内容のパンフレット
等を作成する。

男女共同参画推進センターと協力して啓発に努めた。

男女共同参画推進センターが発行する情報誌「ウェー
ブレット」や「あいめっせ通信」で男性の男女共同参画
について新たに特集した。（男性介護者、イクメンクラ
ブ、男性の子育てに関する写真展等）

B

イラストについて男女平等に関す
る表現指針に配慮した。

1 ◎

男性に分かりやすい家事や育児・介護等
の基本的な内容のパンフレット等の作成
を検討する。

エ
男女共
同参画
推進課

Ⅰ 2 (1) 男性・子どもに
とっての男女共
同参画の推進

⑤ 男性のための家
事・育児・介護等
に関する資料の
作成

男性に分かりやすい家事や育児･介
護等の基本的な内容のパンフレット
等を作成する。

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行
のパンフレット等により啓発【再掲】

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行のパンフレッ
ト等により啓発【再掲】
（ウェーブレット第41号特集『男女共同参画ってなんだ
ろう??』、第42号『みんなで行う介護』で啓発）

B

・男女共同参画推進のため、固
定的な役割分担にとらわれない
内容になっている。

1 ◎

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行
のパンフレット等により啓発【再掲】

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅰ 2 (1) 男性・子どもに
とっての男女共
同参画の推進

⑥ 青少年健育運動
事業の推進

地域における異年齢・異世代の子ど
もが、男女の混合したさまざまな集
団活動を行うことにより、幼い頃から
男女平等意識を養い、固定的な性
別役割分担意識の払拭をめざす。

・姫路市青少年健育運動推進事業
対象校区　69校区
委託金額　8,872,000円
・少年団体指導者研修会
年2回開催  参加者100名
講師1回女性
・青少年リーダー研修会
年4回開催　参加者200名
・姫路市青少年健全育成市民大会
参加者600名

・姫路市青少年健育運動推進事業
対象校区　69校区
委託金額　8,872,000円
・少年団体指導者研修会
年2回開催  参加者約60名
講師1回女性
・青少年リーダー研修会
年4回開催　参加者173名
・姫路市青少年健全育成市民大会
参加者607名

A

・男性女性に関わらず事業への
参加を依頼。
・講師に関しても男性女性を問わ
ず依頼。

1 ◎ ◎

・姫路市青少年健育運動推進事業
対象校区　69校区
委託金額　8,801,900円
・少年団体指導者研修会
年2回開催  参加者100名
講師1回女性
・青少年リーダー研修会
年4回開催　参加者200名
・姫路市青少年健全育成市民大会
参加者600名

ウ
生涯学
習課

Ⅰ 2 (1) 男性・子どもに
とっての男女共
同参画の推進

⑦ 食育の充実 生涯にわたって健全な心身を培い、
豊かな人間性を育んでいくために、
食への関心を高め、食に関する適切
な知識と食を選択する力を習得し、
それを実践する力を育む。

姫路市教育委員会食育推進委員会事業
「手作り朝ごはんコンテスト」の実施（食
に関する意識を高め、健康な心と体をつ
くるとともに、生涯にわたって自分の体を
大切にし、健康に関心をもつ心を育てる
ために朝ごはんの作品を募集）予定回数
１回。事業費予算額（１９４千円）

姫路市教育委員会食育推進事業「手作り朝ごはんコ
ンテスト」昨年度の２倍近くの応募(7451)があった。男
子園児児童の応募も多い。入賞作品を掲載した冊子
を作成。ホームページにも掲載。応募作品においても
目的を達成し審査基準を満たしている作品が多数
あった。

A

男女や年齢（応募対象はあるが
園児の場合は保護者と共に参
加）にとらわれない内容となって
いる。

1 ◎ ◎

姫路市教育委員会食育推進委員会事業
「手作り朝ごはんコンテスト」を実施。

ア
健康教
育課

Ⅰ 2 (2) 女性の能力育
成・開発(エンパ
ワーメント）に向
けた啓発の推進

① エンパワーメント
を確立するため
の講座の開催

女性のエンパワーメント確立に必要
な知識・情報についての講座を開催
する。

・キャリアアップセミナー【再掲】
・女性学講座の開催【再掲】
・チャレンジ支援セミナーの開催
・市民力養成講座の開催
・市民企画講座の開催

・キャリアアップセミナーの開催
【再掲】
　6月　全4回　延べ44人受講
・女性学講座の開催（大学連携）【再掲】
　7月　全1回　96人受講
・チャレンジ支援セミナーの開催
　2月　全3回　延べ83人受講
・市民力養成講座①（兼コミュニケーションセミナー）の
開催
　9・10月　全4回　延べ65人受講
・市民力養成講座②の開催
　10・11月　全3回　延べ72人受講
・市民企画講座の開催
　3月　全2回　延べ63人受講

B

・男女共同参画の視点で誰でも
参加しやすいような開催日時の
設定や一時保育を実施。

1 ◎ ◎

・あいめっせステップ・アップ塾の開催【再
掲】
・女性のチャレンジ支援セミナー１の開催
・女性のチャレンジ支援セミナー２の開催
（大学連携）
・女性のエンパワメント講座の開催【再
掲】
・あらゆる暴力防止セミナー（兼コミュニ
ケーションセミナー）の開催
・市民企画講座の開催

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

◎



担当課

1 3 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
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配慮
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課

「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅰ 2 (3) 固定的な性別役
割分担意識の払
拭

① ジェンダー問題
に関する講座の
開催

固定的なジェンダー意識解消プログ
ラムを開発・実施するなど、ジェン
ダー問題に関する講座をさらに充実
させる。

・男女共同参画基礎講座の開催【再掲】
・男性セミナー２（兼ワーク・ライフ・バラン
スセミナー）の開催
・女性学講座の開催【再掲】
・市政出前講座の実施

・男女共同参画基礎講座の開催【再掲】
　5・6・7月　全3回　延べ58人受講
・男性セミナー２（兼ワーク・ライフ・バランスセミナー）
の開催
「男のセルフマネジメント講座」【再掲】
　6・7月　全4回　延べ58人受講（うち男性延べ47人受
講）
・女性学講座の開催（大学連携）【再掲】
　7月　全1回　96人受講
・市政出前講座、公民館教養講座等の実施
「みんなの男女共同参画」「ストップ！ＤＶ」等　11回

A

・男女共同参画推進のため、固
定的な役割分担にとらわれない
内容になっている。

1 ◎

・あいめっせステップ・アップ塾の開催【再
掲】
・男性セミナー１の開催【再掲】
・生涯現役応援講座の開催【再掲】
・女性のチャレンジ支援セミナー２の開催
（大学連携）【再掲】
・多様なライフスタイル講座の開催
・市政出前講座の実施

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅰ 2 (3) 固定的な性別役
割分担意識の払
拭

① ジェンダー問題
に関する講座の
開催

固定的なジェンダー意識解消プログ
ラムを開発・実施するなど、ジェン
ダー問題に関する講座をさらに充実
させる。

地域交流事業（人権研修事業）(682千
円)
総合センター・集会所毎の推進委員会の
企画による魅力ある人権研修・学習を通
じ、近隣住民との交流を図る事業におい
て、女性問題も取り上げる。

地域交流事業（人権研修事業）(180千円)
総合センター・集会所毎の推進委員会の企画による
魅力ある人権研修・学習を通じ、近隣住民との交流を
図る事業において、女性問題も取り上げる。 B

女性が参加しやすいよう、開催日
時に配慮した。

1 ◎

地域交流事業（人権研修事業）(610千
円)
総合センター・集会所毎の推進委員会の
企画による魅力ある人権研修・学習を通
じ、近隣住民との交流を図る事業におい
て、女性問題も取り上げる。

ア
人権啓
発課

Ⅰ 2 (3) 固定的な性別役
割分担意識の払
拭

① ジェンダー問題
に関する講座の
開催

固定的なジェンダー意識解消プログ
ラムを開発・実施するなど、ジェン
ダー問題に関する講座をさらに充実
させる。

人権学習地域講座の開催
　(市民講座並びにリーダー研修、年8回)

人権学習地域講座の開催
　(市民講座並びにリーダー研修、年8回)
第1回　5月16日(木）  図書館網干分館   217人
講師・・・・源　淳子
第2回　6月  7日(金)　 西市民センター　　125人
講師・・・・長畑　忠史
第3回　6月19日(水) 　文化センター小ホール　202人
講師・・・・西村　寿子
第4回　7月  5日(金)   花の北市民広場　　296人
講師・・・・神原　文子
第5回　7月23日(火)　 夢前公民館　　　　398人
講師・・・・幸田　英二
第6回　8月24日(金)　ネスパルやすとみ　426人
講師・・・・神原　文子
第7回　9月  6日(金)　東市民センター　　　193人
講師・・・・長畑　忠史
第8回　11月6日(水)  香寺健康福祉C　　152人
講師・・・・渋川　壽彦
全会場で「一時保育」を実施

A

子育てや介護中の方が人権学習
地域講座に参加しやすいように、
１歳～５歳児の保育をする。

1 ◎

人権学習地域講座の開催
　(市民講座並びにリーダー研修、年8回)
第1回　5月15日(木）  図書館網干分館
300人　講師・・・・幸田　英二
第2回　6月 9日(月)　  生涯学習大学講
堂
200人　講師・・・・森井　昌克
第3回　6月18日(水) 文化センター小ホー
ル
250人  講師・・・・榎井　縁
第4回　7月  3日(木)   花の北市民広場
300人  講師・・・・太田　篤志
第5回　7月30日(水)   夢前公民館
550人  講師・・・・源　淳子
第6回　8月22日(金)  ネスパルやすとみ
400人  講師・・・・関根　聴
第7回　9月  4日(木)  東市民センター
250人  講師・・・・神原　文子
第8回　11月13日(木)   香寺公民館
200人  講師・・・・長畑　忠史
全会場で「一時保育」を実施

ア
人権啓
発セン
ター

Ⅰ 2 (3) 固定的な性別役
割分担意識の払
拭

② 市民向けの啓発
資料の発行

誰もに分かりやすい男女共同参画
に関するパンフレット等を作成すると
ともに、啓発グッズなどを作成し、配
布する。また、外国語版パンフレット
の作成についても検討する。

・男女共同参画に関するチラシを作成
し、自治会単位で回覧し啓発に努める。
・各世代向けのパンフレット等を作成す
る。
・「姫路市男女共同参画プラン2022」のお
知らせと男女共同参画についての分かり
やすい内容のパンフレットを作成し、回覧
及び配布する。

・「姫路市男女共同参画プラン2022」のお知らせと男女
共同参画についての分かりやすい内容のパンフレット
「みんなの男女共同参画」を22万部作成し、全戸配布
した。
・文化交流課国際室発行の外国語生活ガイドブックに
「女性のための相談室」に関する内容を掲載すること
について文化交流課と協議した。

B

・男女共同参画について分かりや
すい内容とした。
・イラストについて男女平等に関
する表現指針に配慮した。
・男女の固定的な性別役割分担
意識等にとらわれない内容とし
た。

1 ◎

・男女共同参画に関するチラシを作成
し、自治会単位で回覧し、啓発に努め
る。
・文化交流課との協議結果を踏まえ、文
化交流課国際室発行の外国語生活ガイ
ドブックへ「女性のための相談室」に関す
る内容を新たに掲載する。

ア
男女共
同参画
推進課

Ⅰ 2 (3) 固定的な性別役
割分担意識の払
拭

② 市民向けの啓発
資料の発行

誰もに分かりやすい男女共同参画
に関するパンフレット等を作成すると
ともに、啓発グッズなどを作成し、配
布する。また、外国語版パンフレット
の作成についても検討する。

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行
のパンフレット等により啓発【再掲】

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行のパンフレッ
ト等により啓発【再掲】
（ウェーブレット第41号特集『男女共同参画ってなんだ
ろう??』、第42号『みんなで行う介護』で啓発） B

・男女共同参画推進のため、固
定的な役割分担にとらわれない
内容になっている。

1 ◎

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行
のパンフレット等により啓発【再掲】

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅰ 2 (3) 固定的な性別役
割分担意識の払
拭

② 市民向けの啓発
資料の発行

誰もに分かりやすい男女共同参画
に関するパンフレット等を作成すると
ともに、啓発グッズなどを作成し、配
布する。また、外国語版パンフレット
の作成についても検討する。

外国語生活ガイドブックへの掲載に向け
検討

外国語生活ガイドブックへの掲載に向け検討を行い、
各種相談窓口のページに「女性のための相談室」を掲
載することを男女共同参画推進課と協議

D

外国語生活ガイドブック作成時に
男女平等に関する表現指針を参
考にした

1 △

平成26年度作成の外国語生活ガイドブッ
ク（ベトナム語版）へ「女性のための相談
室」を掲載する

オ
文化交
流課

◎

○



担当課

1 3 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
番
号

番
号

番
号

基本施策名
番
号

具体的施策名 具体的施策の概要 当初事業計画（予定） 事業の実績等
実施
状況

男女共同参画の推進
に関して配慮した内容

配慮
状況

所管
評価

総合
評価

事業計画（予定）
取組
方針

課

「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅰ 2 (3) 固定的な性別役
割分担意識の払
拭

③ 男女共同参画に
関する講座・講演
会等の開催

男女共同参画社会の実現をめざし
て、固定的なジェンダーや性別役割
分担意識を変えていくため、講座・講
演会等を開催する。

・講演会の開催【再掲】
　〇男女共同参画週間講演会
　　6月22日（土）
　　テーマ：『パパはお天気キャスター
　　　～子育て、家事　できることから考
えよう～』
　　講師：正木　明（気象予報士）
　　参加者数：280人(予定）
　○あいめっせフェスティバル講演会
　　11月16日（土）
　　テーマ：未定
　　講師：未定

･講座の開催
　○主催事業
　男女共同参画基礎講座など15講座37
回開催予定
　○共催事業
　未定

・講演会の開催【再掲】
　〇男女共同参画週間講演会
　　6月22日（土）
　　テーマ：『パパはお天気キャスター
　　　～子育て、家事　できることから考えよう～』
　　講師：正木　明（気象予報士・防災士）
　　参加者数：243人
　○あいめっせフェスティバル講演会
　　11月16日（土）
　　テーマ：『男女共同参画って、実は女性のためだけ
でなく、男性のためでもあったんです！！』
　　講師：勝間　和代（経済評論家）
　参加者数：238人
・地域啓発講演会（2回）
　　7月31日（水）
　　テーマ：『愛妻家・官兵衛さん』講師：埴岡　真弓（播
磨学研究所研究員）
　　2月4日（火）　テーマ：『児童虐待の現状と防止対策
について』　　講師：寅屋　壽廣（大阪青山短期大学教
授）
･講座の開催
　○主催事業　男女共同参画基礎講座など15講座40
回開催
　○共催事業　親子で学ぶ防災・減災体験セミナーな
ど5講座11回開催

B

・男女共同参画の視点で誰でも
参加しやすいような講座テーマ・
内容、開催日時の設定や一時保
育を実施。

・男女の固定的な役割分担等に
とらわれない内容となっている。

1 ◎ ◎

・講演会の開催【再掲】
　〇男女共同参画週間講演会
　　6月21日（土）
　　テーマ：『実践！ワーク・ライフバラン
ス
　　　～働き方を変えれば、人生が変わ
る～』
　　講師：小室　淑恵（㈱ワーク・ライフバ
ランス代表取締役）
　　参加者数：280人(予定）
　○あいめっせフェスティバル講演会
　　11月15日（土）
　　テーマ：未定
　　講師：未定
･講座の開催
　○主催事業
　あいめっせステップ・アップ塾など13講
座33回開催予定
　○共催事業
　未定

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅰ 3 (1) 「人権文化」創造
への参画促進

① 広報紙等による
啓発活動の推進

人権に関連するさまざまな情報を収
集し、広報紙等による積極的な広報
活動を行う。

・広報ひめじ８月号で人権特集を掲載
（年１回）

・人権意識を高め、人権問題を身近に考えるため、他
課主催の様々な啓発・交流。学習活動を掲載した。

B

広報紙を通して、人権に関する市
のさまざまな取り組みなどの記事
を積極的に発信することで、人権
の啓発につながった。

1 ◎ ◎

・広報ひめじ８月号で人権特集を掲載
（年１回）

ア 広報課

Ⅰ 3 (1) 「人権文化」創造
への参画促進

② 多様なメディアの
活用

地域メディアやホームページ等を活
用し、広域的かつ効果的な広報・啓
発活動及び意見収集等を行う。ま
た、産学官民の連携、ネットワークを
活用した広報・啓発活動を検討す
る。

FMゲンキ、姫路ケーブルテレビ等を活用
した広報・啓発活動を検討する。

・新たに策定した「姫路市男女共同参画プラン2022」
等の内容をホームページに掲載したほか、ウェーブ
レットや婦人ひめじ（姫路市連合婦人会の発行する機
関誌）等に掲載するなど、広域的な広報活動を行っ
た。
・女性人材リストの更新に当たり、包括連携協定大学
や商工会議所等のネットワークを活用し、多様な人材
の登録を呼びかけた。

B

ホームページに掲載する内容
は、男女共同参画について分か
りやすいものとした。

1 ◎

FMゲンキ、姫路ケーブルテレビ等を活用
した広報・啓発活動を検討する。

ア
男女共
同参画
推進課

Ⅰ 3 (1) 「人権文化」創造
への参画促進

② 多様なメディアの
活用

地域メディアやホームページ等を活
用し、広域的かつ効果的な広報・啓
発活動及び意見収集等を行う。ま
た、産学官民の連携、ネットワークを
活用した広報・啓発活動を検討す
る。

・広報ひめじ、ミニコミ紙、姫路ケーブル
テレビ、ＦＭＧenkiなどの地域メディアや
情報誌、ホームページ、SNS等を活用
し、情報提供や広報・啓発活動を行う。
・労働関係団体や大学等の教育機関に
対し、チラシやパンフレット等の配布を依
頼する。

・広報ひめじ、ミニコミ紙、姫路ケーブルテレビ、ＦＭＧ
enkiなどの地域メディアや情報誌、婦人ひめじ、ホー
ムページ、SNS等を活用し、情報提供や広報・啓発活
動を行った。
・労働関係団体や大学等の教育機関に対し、チラシ等
の配布を依頼した。

B

・男女共同参画推進のため、固
定的な役割分担にとらわれない
内容になっている。

1 ◎

・広報ひめじ、ミニコミ紙、姫路ケーブル
テレビ、ＦＭＧenkiなどの地域メディアや
情報誌、ホームページ、SNS等を活用
し、情報提供や広報・啓発活動を行う。
・労働関係団体や大学等の教育機関に
対し、チラシやパンフレット等の配布を依
頼する。

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅰ 3 (1) 「人権文化」創造
への参画促進

② 多様なメディアの
活用

地域メディアやホームページ等を活
用し、広域的かつ効果的な広報・啓
発活動及び意見収集等を行う。ま
た、産学官民の連携、ネットワークを
活用した広報・啓発活動を検討す
る。

・主管課と協力し、日刊紙・民放等への
資料提供や記者発表等を実施
・広報紙への掲載と連動したケーブルテ
レビ、ラジオを通じて広報活動を実施
・ホームページを活用した情報提供

・人権意識を高め、人権問題を身近に考えるため、他
課主催の様々な啓発・交流・学習活動を放送した。

B

日刊紙、民放等への記者発表や
資料提供、テレビ、ラジオ、ホー
ムページを通して、取り組みを積
極的に発信することで、啓発につ
ながった。

1 ◎

・主管課と協力し、日刊紙・民放等への
資料提供や記者発表等を実施
・広報紙への掲載と連動したケーブルテ
レビ、ラジオを通じて広報活動を実施
・ホームページを活用した情報提供

ア 広報課

Ⅰ 3 (1) 「人権文化」創造
への参画促進

② 多様なメディアの
活用

地域メディアやホームページ等を活
用し、広域的かつ効果的な広報・啓
発活動及び意見収集等を行う。ま
た、産学官民の連携、ネットワークを
活用した広報・啓発活動を検討す
る。

ホームページにおいて、講演会の開催情
報、広報資料を広く紹介する。

講演会の開催を告知し、内容を紹介した。
広報誌「ゆいぱる」の全文を掲載した。

B

子育てや介護中の方が人権学習
地域講座に参加しやすいように、
１歳～５歳児の保育をする。

2 ○

ホームページにおいて、講演会の開催情
報、広報資料を広く紹介する。

ア
人権啓
発セン
ター

○
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「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅰ 3 (1) 「人権文化」創造
への参画促進

③ 男女共同参画に
関するイベントの
開催

男女の人権尊重と男女共同参画社
会の実現に向け、市民を対象に意
識啓発を推進するため、さまざまな
分野で活躍している団体やグループ
の参画によるイベントを開催する。

・あいめっせフェスティバル2013の開催
センター登録団体の交流促進と各団体
の活動を広く市民に紹介
開催日　11月16日、17日（予定）

・あいめっせフェスティバル2013の開催
センター登録団体の交流促進と各団体の活動を広く
市民に紹介し、男女共同参画について啓発。
開催日　11月16日、17日
参加数　30団体
入場者　3,000人

B

・男女共同参画の視点で誰でも
参加しやすいような開催日時の
設定や一時保育を実施.

1 ◎ ◎

・あいめっせフェスティバル2014の開催
センター登録団体の交流促進と各団体
の活動を広く市民に紹介
開催日　11月15日、16日（予定）

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅰ 3 (1) 「人権文化」創造
への参画促進

④ 啓発普及資料の
発行と情報提供
の拡充(再掲）

「女性」や「人権」に関して多様な啓
発普及資料を作成・提供するととも
に、“あいめっせ”の事業報告書を充
実するなど幅広い情報提供を行う。

・男女共同参画情報誌
　「ウエーブレット」の発行【再掲】
　5,000部×2回
・事業報告書の作成【再掲】

・男女共同参画情報誌
　「ウエーブレット」の発行【再掲】
　5,000部×2回
・事業報告書の作成【再掲】

B

・男女共同参画推進のため、固
定的な役割分担にとらわれない
内容になっている。

1 ◎

・男女共同参画情報誌
　「ウエーブレット」の発行【再掲】
　5,000部×2回
・事業報告書の作成【再掲】

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅰ 3 (1) 「人権文化」創造
への参画促進

④ 啓発普及資料の
発行と情報提供
の拡充(再掲）

「女性」や「人権」に関して多様な啓
発普及資料を作成・提供するととも
に、“あいめっせ”の事業報告書を充
実するなど幅広い情報提供を行う。

さまざまな人権課題を取り上げ、人権啓
発誌を発行する。人権啓発誌「ふれあ
い」年1回発行。(225千円)

さまざまな人権課題を取り上げ、人権啓発誌を発行し
た。人権啓発誌「ふれあい」年1回15,000冊発行。(177
千円) B

性別にとらわれない視点からの
内容、表現となるよう配慮した。

1 ◎

「ふれあい」の発行廃止。在庫分を配布
する。
毎年、広報ひめじ８月号に人権に関する
特集記事を掲載。

イ
人権啓
発課

Ⅰ 3 (1) 「人権文化」創造
への参画促進

④ 啓発普及資料の
発行と情報提供
の拡充(再掲）

「女性」や「人権」に関して多様な啓
発普及資料を作成・提供するととも
に、“あいめっせ”の事業報告書を充
実するなど幅広い情報提供を行う。

センター通信「ゆいぱる」発行
年４回　発行部数各5,000部

センター通信「ゆいぱる」発行
年４回　６月　８月　11月　２月　発行部数各5,000部

B

人権課題を取り上げた記事を作
成し配布している。

2 ○

センター通信「ゆいぱる」発行
年４回　発行部数各5,000部

ア
人権啓
発セン
ター

Ⅰ 3 (1) 「人権文化」創造
への参画促進

④ 啓発普及資料の
発行と情報提供
の拡充(再掲）

「女性」や「人権」に関して多様な啓
発普及資料を作成・提供するととも
に、“あいめっせ”の事業報告書を充
実するなど幅広い情報提供を行う。

人権ポスター
　作成部数3,100部
人権カレンダー
　作成部数3,100部
人権作文集「生きる」
　作成部数4,000部

標語付き人権ポスター
　作成部数3,100部
特選作品ポスター
　作成部数2,000部
人権作文集「生きる」
　作成部数4,000部

B

人権作文集に「PTA活動と男女
共同参画社会」と題した作品を掲
載した。

1 ◎

標語付き人権ポスター
　作成部数3,100部
特選作品ポスター
　作成部数2,000部
人権作文集「生きる」
　作成部数4,001部

ア
人権教
育課

Ⅰ 3 (1) 「人権文化」創造
への参画促進

⑤ 地域人権研修等
の充実

「人権文化」の定着に向けて、市民
自らが開かれた交流活動を積極的
に進めるため、研修会や交流事業
等を開催する。

地域交流事業(20,274千円）
地域交流及び福祉の拠点としての隣保
館において、近隣住民の協賛参加等に
より研修事業や人権啓発パネル展など
住民交流事業を行う。

地域交流事業(11,737千円）
地域交流及び福祉の拠点としての隣保館において、
近隣住民の協賛参加等により研修事業や人権啓発パ
ネル展など住民交流事業を行う。 B

女性が参加しやすいよう、開催日
時に配慮した。

1 ◎ ◎

地域交流事業(20,359千円）
地域交流及び福祉の拠点としての隣保
館において、近隣住民の協賛参加等に
より研修事業や人権啓発パネル展など
住民交流事業を行う。

ア
人権啓
発課

Ⅰ 3 (1) 「人権文化」創造
への参画促進

⑥ 「男女共同参画
週間」等における
意識啓発の充実

｢男女共同参画週間」にあわせ｢人権
文化」の定着に向けた市民への意
識啓発と女性の参画を促進する。

・講演会の開催【再掲】
　〇男女共同参画週間講演会
　　6月22日（土）
　　テーマ：『パパはお天気キャスター
　　　～子育て、家事　できることから考
えよう～』
　　講師：正木　明（気象予報士・防災士）
　　参加者数：280人(予定）
・あいめっせ写真展
　6月18日（火）～7月1日（月）
　子どもとふれあい、子育てを楽しんでい
る男性（父親や祖父など）の写真を募集
し、応募作品を展示

・講演会の開催【再掲】
　〇男女共同参画週間講演会
　　6月22日（土）
　　テーマ：『パパはお天気キャスター
　　　～子育て、家事　できることから考えよう～』
　　講師：正木　明（気象予報士・防災士）
　　参加者数：243人
・あいめっせ写真展
　6月18日（火）～7月1日（月）
　子どもとふれあい、子育てを楽しんでいる男性（父親
や祖父など）の写真を募集し、応募作品を展示

A

・男女共同参画の視点で誰でも
参加しやすいような開催日の設
定や一時保育を実施。

1 ◎ ◎

・講演会の開催
　〇男女共同参画週間講演会
　　6月21日（土）
　　テーマ：『実践！ワーク・ライフバラン
ス
　　　～働き方を変えれば、人生が変わ
る～』
　　講師：小室　淑恵（㈱ワーク・ライフバ
ランス代表取締役）
　　参加者数：280人(予定）
・あいめっせ写真展
　6月20日（金）～7月1日（火）
　イクメン、カジメンの写真を募集し、応
募作品を展示

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅰ 3 (2) 人権を尊重した
表現の定着

① ジェンダーに敏
感な視点に立っ
た市の刊行物等
の発行

市民向け刊行物等の表現につい
て、「男女平等に関する表現指針」
の活用を庁内でさらに周知するとと
もに、刊行物等の作成時における
チェック体制の強化や継続的な働き
かけを行う。

・「男女平等に関する表現指針」の職員
への周知を徹底する。
・市民や企業に「男女平等に関する表現
指針」の分かりやすい啓発活動を行い周
知する。
・ここみてネットに掲載した「刊行物作成
の手引き　男女平等に関する表現指針」
を周知し、市民向け刊行物等の表現に
ついて各課で事前にチェックするよう啓
発を行う。

・男女平等に関する表現指針をホームページに掲載
し、刊行物等の表現について啓発を行った。
・ここみてネットに掲載した男女平等に関する表現指
針を周知徹底するとともに、市民向け刊行物等の表現
について各課で事前にチェックするようチェックリストを
掲載し、啓発を行った。
・市民向け刊行物等を作成する課からの依頼に基づ
き、表現について助言した。

B

男女の固定的な性別役割分担意
識等にとらわれない内容となって
いる。

1 ◎ ◎

・ここみてネットに掲載した男女平等に関
する表現指針を周知徹底し、市民向け刊
行物等の表現について各課で事前に
チェックするよう啓発を行う。

ア
男女共
同参画
推進課

○



担当課

1 3 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
番
号

番
号

番
号

基本施策名
番
号

具体的施策名 具体的施策の概要 当初事業計画（予定） 事業の実績等
実施
状況

男女共同参画の推進
に関して配慮した内容

配慮
状況

所管
評価

総合
評価

事業計画（予定）
取組
方針

課

「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅰ 3 (3) 男女共同参画に
関する調査・研究

① 男女共同参画に
関する市民意識
調査の実施

プランの見直しと後期実施計画の作
成における基礎資料とするため市民
意識調査を実施する。

「姫路市男女共同参画プラン2022」の計
画を見直す際、男女共同参画に関する
市民意識調査を実施し、基礎資料とす
る。

次回の意識調査に向け、調査方法、調査時期等につ
いて検討を進めた。

C

男女共同参画に関する意識又は
実態を把握できる調査となるよう
内容を工夫することとした。 1 ○ ○

意識調査に向け、調査方法、調査項目
等について他都市の状況を調査しながら
検討を進める。（平成28年度実施予定） カ

男女共
同参画
推進課

Ⅰ 3 (3) 男女共同参画に
関する調査・研究

② 男女共同参画に
関する資料の収
集、提供

男女共同参画に関する資料や情報
を広く収集・加工し、市民に提供す
る。

・図書情報コーナーの運営
予算額　2,625千円
（図書購入費等）
図書686冊　ＤＶＤ10本など

・図書情報コーナーの運営
蔵書等　　図書、行政資料、雑誌、など17,971冊　ＡＶ
（ﾋﾞﾃﾞｵ・ＤＶＤ）303本
延貸出数　8,778冊
利用登録者数　6,447人

B

・男女共同参画推進のため、固
定的な役割分担にとらわれない
内容になっている。

1 ◎ ◎

・図書情報コーナーの運営
予算額　2,515千円
（図書購入費等）
図書686冊　ＤＶＤ10本など ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅰ 3 (4) 多様な文化をも
つ人々と共生す
る社会づくり

① 異文化理解の推
進

多文化共生、国際理解教育の推進
をめざした講座を開催する。

・国際理解講演会（国際室）開催予定
　年1回 約280名
・国際理解出前講座（財団）年24回実施
予定
・国際交流ふれあい教室（財団）年3回実
施予定

・国際理解講演会（国際室、396千円）
　12月8日(日）
　テーマ：　「地球を旅する」
　講師：石川直樹、参加者数：238人
・国際理解出前講座　（財団、88千円）
　 8公民館 3小学校 3中学校、984名
・国際交流ふれあい教室（財団、38千円）年2回実施
　第1回　11月23日（土祝）
　第2回　3月21日（金祝）

B

事業の企画・立案、実施段階で、
男女が等しく参加し、事業を享受
できるよう、曜日設定や実施時間
に配慮している。

1 ◎ ◎

・国際理解講演会（国際室）開催予定
　年1回 約280名
・国際理解出前講座（財団）年24回実施
予定
・国際交流ふれあい教室（財団）年3回実
施予定 ア

文化交
流課

Ⅰ 3 (4) 多様な文化をも
つ人々と共生す
る社会づくり

② 国際交流・協力
活動の推進

多彩な国際交流・協力事業を実施
し、ボランティアの参画を推進すると
ともに、各団体が実施する事業を支
援する。

・国際交流フェスティバル（国際室）開催
予定　年1回　約900名のボランティア参
加
・国際交流スプリングフェスティバル（国
際室）　開催予定　年1回
・地域交流事業（財団）2地域実施予定

・ひめじ国際交流フェスティバル
　（国際室、2,554千円）10月27日（日）
　約1,000人のボランティア参加
・国際交流スプリングフェスティバル
　（国際室、343千円）3月2日（日）
・地域交流事業
　（財団、7千円）1地域実施
　第1回　3月23日（日）

B

事業の企画・立案、実施段階で、
男女が等しく参加し、事業を享受
できるよう、曜日設定や実施時間
に配慮している。

1 ◎ ◎

・国際交流フェスティバル（国際室）開催
予定　年1回　約900名のボランティア参
加
・国際交流スプリングフェスティバル（国
際室）　開催予定　年1回
・地域交流事業（財団）2地域実施予定

ア
文化交
流課

Ⅰ 3 (4) 多様な文化をも
つ人々と共生す
る社会づくり

③ 在住外国人の生
活基盤の整備

医療、救急・災害時の支援体制の整
備や生活情報の提供、相談窓口の
充実を図るとともに、日本語講座を
開催する。

・在住外国人のための日本語講座（財
団）
　初級6クラス×年3期×10回/1期（各ク
ラス20名）
　中級1クラス×年3期×10回/1期（各ク
ラス20名）
・日本語ボランティア養成講座（国際室）
実施予定
　年1回（全3回）　約50名
･日本語ひろば（財団）
･外国語による生活相談（財団）
　市役所市民相談センター（週1回）
　国際交流センター（月2回）
・外国語放送による情報発信（財団）
　週1回　ベトナム語　FM　Genki

・在住外国人のための日本語講座（財団、884千円）
　初級6クラス×年3期×10回/1期
　中級1クラス×年3期×10回/1期
・日本語ボランティア養成講座
　（国際室、96千円）年1回
　8月17（土），18（日），24（土）
　参加者：51名
･日本語ひろば（財団、114千円）
･外国語による生活相談（財団、496千円）
　市役所市民相談センター（週1回）
　国際交流センター（月2回）
・外国語放送による情報発信
　（財団、558千円）ベトナム語

B

事業の企画・立案、実施段階で、
男女が等しく参加し、事業を享受
できるよう、曜日設定や実施時間
に配慮している。

1 ◎ ◎

・在住外国人のための日本語講座（財
団）
　初級6クラス×年3期×10回/1期（各ク
ラス20名）
　中級1クラス×年3期×10回/1期（各ク
ラス20名）
・日本語ボランティア養成講座（国際室）
実施予定
　年1回（全3回）　約50名
･日本語ひろば（財団）
･外国語による生活相談（財団）
　市役所市民相談センター（週1回）
　国際交流センター（月2回）
・外国語放送による情報発信（財団）
　週1回　ベトナム語　FM　Genki

ア
文化交
流課
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「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅰ 3 (4) 多様な文化をも
つ人々と共生す
る社会づくり

④ 個人の多様な生
き方の尊重と理
解の促進

性的指向を理由として困難な状況に
置かれている人、性同一性障害など
のある人々についての理解・啓発を
進める。

地域交流事業(20,274千円）
地域交流及び福祉の拠点としての隣保
館において、近隣住民の協賛参加等に
より研修事業や人権啓発パネル展など
住民交流事業を行うなかで、個人の多様
な生き方の尊重と理解の促進を図る。

地域交流事業(11,737千円）
地域交流及び福祉の拠点としての隣保館において、
近隣住民の協賛参加等により研修事業や人権啓発パ
ネル展など住民交流事業を行うなかで、個人の多様
な生き方の尊重と理解の促進を図る。

B

女性が参加しやすいよう、開催日
時に配慮した。

1 ◎

地域交流事業(20,359千円）
地域交流及び福祉の拠点としての隣保
館において、近隣住民の協賛参加等に
より研修事業や人権啓発パネル展など
住民交流事業を行うなかで、個人の多様
な生き方の尊重と理解の促進を図る。

ア
人権啓
発課

Ⅰ 3 (4) 多様な文化をも
つ人々と共生す
る社会づくり

④ 個人の多様な生
き方の尊重と理
解の促進

性的指向を理由として困難な状況に
置かれている人、性同一性障害など
のある人々についての理解・啓発を
進める。

人権学習地域講座の開催
　(市民講座並びにリーダー研修、年8回)

人権学習地域講座の開催
　(市民講座並びにリーダー研修、年8回)
第1回　5月16日(木）  図書館網干分館  217人
講師・・・・源　淳子
第2回　6月  7日(金)   西市民センター　125人
講師・・・・長畑　忠史
第3回　6月19日(水)　文化センター小ホール　202人
講師・・・・西村　寿子
第4回　7月  5日(金)  花の北市民広場　296人
講師・・・・神原　文子
第5回　7月23日(火)　夢前公民館　398人
講師・・・・幸田　英二
第6回　8月24日(金)　ネスパルやすとみ　426人
講師・・・・神原　文子
第7回　9月  6日(金)　東市民センター　193人
講師・・・・長畑　忠史
第8回　11月6日(水) 　香寺健康福祉C　152人
講師・・・・渋川　壽彦
全会場で「一時保育」を実施

A

子育てや介護中の方が人権学習
地域講座に参加しやすいように、
１歳～５歳児の保育をする。

1 ◎

人権学習地域講座の開催(市民講座並
びにリーダー研修、年8回)
第1回　5月15日(木） 図書館網干分館
300人　講師・・・・幸田　英二
第2回　6月 9日(月)　生涯学習大学講堂
200人　講師・・・・森井　昌克
第3回　6月18日(水)文化センター小ホー
ル
250人　講師・・・・榎井　縁
第4回　7月  3日(木)  花の北市民広場
300人　講師・・・・太田　篤志
第5回　7月30日(水)　夢前公民館
550人　講師・・・・源　淳子
第6回　8月22日(金)　ネスパルやすとみ
400人　講師・・・・関根　聴
第7回　9月  4日(木)　東市民センター
250人　講師・・・・神原　文子
第8回　11月13日(木)　香寺公民館
200人　講師・・・・長畑　忠史
全会場で「一時保育」を実施

ア
人権啓
発セン
ター

Ⅰ 4 (1) 女性に対する暴
力を根絶するた
めの基盤づくり

① 関係機関の支援
内容の把握と連
携

女性に対する暴力を排除するため
に活動している関係機関の支援内
容を把握し、連携を図る。

・相談業務に関連し、福祉事務所、県、
民間相談機関等と連携を図る。
・庁内関係課による連携会議を各課持ち
回りで開催

・相談業務に関連し、福祉事務所、県、民間相談機関
等と連携を図る。
・播磨地域女性問題相談員等会議兼姫路市ＤＶ防止
庁内ネットワーク会議の開催
　8月29日（木）
・フェミニストカウンセリング神戸との共同主催
「気づきと回復の講座」
　10～3月　全7回　延べ23人受講

B

・被害者がほとんど女性であるこ
とに特に配慮して相談業務や講
座を行った。

1 ◎

・相談業務に関連し、福祉事務所、県、
民間相談機関等と連携を図る。
・庁内関係課による連携会議を各課持ち
回りで開催

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅰ 4 (1) 女性に対する暴
力を根絶するた
めの基盤づくり

① 関係機関の支援
内容の把握と連
携

女性に対する暴力を排除するため
に活動している関係機関の支援内
容を把握し、連携を図る。

姫路市ＤＶ防止ネットワーク会議を設置
し、被害者の相談や支援等を行う警察や
裁判所などの関係機関との連携を図る。

・県女性家庭センター、裁判所等が主催する会議出席
・庁内ＤＶネットワーク会議開催

D

関係機関との連携を図ることに配
慮した。

2 △

県女性家庭センターや裁判所等が主催
する会議に出席するとともに庁内ＤＶネッ
トワーク会議を開催する。 ウ

地域福
祉課

Ⅰ 4 (1) 女性に対する暴
力を根絶するた
めの基盤づくり

② 暴力に抗するた
めの講座・講演
会の開催

女性があらゆる暴力から身を守るた
めの講座･講演会を開催する。

・男女共同参画基礎講座の開催【再掲】
・あらゆる暴力防止セミナーの開催【再
掲】

・男女共同参画基礎講座の開催【再掲】
　5・6・7月　全3回　延べ58人受講
・あらゆる暴力防止セミナーの開催（兼子育て応援講
座）【再掲】
　12月　全2回　延べ21人受講

B

・女性があらゆる暴力を根絶させ
るための内容になっている。

1 ◎ ◎

・あらゆる暴力防止セミナー（兼コミュニ
ケーションセミナー）の開催【再掲】

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅰ 4 (1) 女性に対する暴
力を根絶するた
めの基盤づくり

③ 男女間における
暴力に関する調
査の実施

女性に対する暴力に関する市民の
意識や被害の実態等を把握し、被
害者が必要とする援助のあり方を検
討する。

DV対策基本計画に基づき、支援体制の
充実を図る。

市民意識調査にDVに関する内容を盛り込むこととし、
次回の意識調査に向け、調査時期等について検討を
進めた。 C

女性の人権に関する意識又は実
態を把握できる調査項目を設定
することとした。 1 ○ ○

DV対策基本計画に基づき、支援体制の
充実を図る。

カ
男女共
同参画
推進課

◎

○
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「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅰ 4 (1) 女性に対する暴
力を根絶するた
めの基盤づくり

④ 女性に対する暴
力防止のための
関係機関と連携
した啓発

女性に対するあらゆる暴力を防止す
るため、関係機関と連携した啓発活
動を実施する。特にこれらの問題へ
の理解が遅れがちな男性への啓発
を行う。

・女性へのあらゆる暴力防止に関するパ
ンフレット等（相談案内カード）を作成し、
関係機関において配付

・関係機関からのポスター・リーフレット
等の館内掲示

・中播磨地域配偶者からの暴力に係る相談ネットワー
ク会議への参加　2月21日（金）
・女性へのあらゆる暴力防止に関するパンフレット等
（相談案内カード）を作成し、関係機関において配付
・あらゆる暴力防止セミナー（兼子育て応援講座）の開
催【再掲】
　12月　全2回　延べ21人受講
・フェミニストカウンセリング神戸との共同主催【再掲】
「気づきと回復の講座」
　10～3月　全7回　延べ23人受講
・関係機関からのポスター・リーフレット等の館内掲示

B

・女性があらゆる暴力を根絶させ
るための内容になっている。

1 ◎ ◎

・女性へのあらゆる暴力防止に関するパ
ンフレット等（相談案内カード）を作成し、
関係機関において配付

・関係機関からのポスター・リーフレット
等の館内掲示

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅰ 4 (2) ドメスティック・バ
イオレンス（DV）
対策の推進

① 相談体制の充実 配偶者暴力相談支援センター(DV相
談支援センター）において、婦人相
談員等による相談、カウンセリング、
被害者の状況に応じた適切な情報
提供や関係機関への同行支援な
ど、被害者の立場に立ったきめ細か
な切れ目のない支援を行う。

配偶者暴力相談支援センターにおいて、
婦人相談員等による相談や関係機関へ
の同行、ＤＶ相談証明の発行など、ＤＶ被
害者を支援する業務を行う。

・ＤＶ相談件数　478件
・ＤＶ証明発行　 　7件

B

被害者が安心して相談できるよう
配慮した。

2 ○ ○

配偶者暴力相談支援センターにおいて、
婦人相談員による相談や関係機関への
同行、ＤＶ相談証明の発行など、ＤＶ被害
者を支援する業務を行う。 ウ

地域福
祉課

Ⅰ 4 (2) ドメスティック・バ
イオレンス（DV）
対策の推進

② 被害者の安全確
保

保護命令制度の活用、一時保護所
への入所措置などにより、DV被害
者や同伴家族の安全確保を図る。

保護命令申立て時に、裁判所への提出
書類の作成についての助言を行うととも
に、状況に応じて同行支援を行う。また、
ＤＶが緊迫している場合には、県が運営
する一時保護所への入所措置を行う。

・保護命令申立支援
　2件
・一時保護件数　11件

B

被害者の安全が確保できるよう
配慮した。

2 ○ ○

保護命令申立て時に、裁判所への提出
書類の作成についての助言を行うととも
に、状況に応じて同行支援を行う。また、
ＤＶが緊迫している場合には、県が運営
する一時保護所への入所措置を行う。

ウ
地域福
祉課

Ⅰ 4 (2) ドメスティック・バ
イオレンス（DV）
対策の推進

③ 自立支援体制の
充実

関係機関との連携により、心身の回
復を図りながら、就労支援、住宅の
確保、経済的支援、必要に応じて子
どもへの支援を行う。また継続的な
支援のための講座等の開催や情報
提供を行う。

・あらゆる暴力防止セミナーの開催【再
掲】

・女性へのあらゆる暴力防止に関するパ
ンフレット等（相談案内カード）を作成し、
関係機関において配付【再掲】

・関係機関からのポスター・リーフレット
等の館内掲示【再掲】

・あらゆる暴力防止セミナー（兼子育て応援講座）の開
催【再掲】
　12月　全2回　延べ21人受講
・フェミニストカウンセリング神戸との共同主催【再掲】
「気づきと回復の講座」
　10～3月　全7回　延べ23人受講
・女性へのあらゆる暴力防止に関するパンフレット等
（相談案内カード）を作成し、関係機関において配付
【再掲】
・関係機関からのポスター・リーフレット等の館内掲示
【再掲】

B

・女性があらゆる暴力を根絶させ
るための内容になっている。

1 ◎

・女性のエンパワメント講座の開催【再
掲】
・あらゆる暴力防止セミナー（兼コミュニ
ケーションセミナー）の開催【再掲】
・女性へのあらゆる暴力防止に関するパ
ンフレット等（相談案内カード）を作成し、
関係機関において配付【再掲】
・関係機関からのポスター・リーフレット
等の館内掲示【再掲】

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅰ 4 (2) ドメスティック・バ
イオレンス（DV）
対策の推進

③ 自立支援体制の
充実

関係機関との連携により、心身の回
復を図りながら、就労支援、住宅の
確保、経済的支援、必要に応じて子
どもへの支援を行う。また継続的な
支援のための講座等の開催や情報
提供を行う。

配偶者暴力相談支援センターにおいて、
ＤＶ被害者が自立するための住宅確保
に向けた支援、就労に向けた支援、心身
の回復に向けた支援等を関係機関と連
携して行う。

・関係部署と連携し被害者の経済的支援や就労支援
等を行った。

B

被害者が必要とする支援を行うよ
う配慮した。

2 ○

配偶者暴力相談支援センターにおいて、
ＤＶ被害者が自立するための住宅確保、
就労、心身の回復等に向けた支援を関
係機関と連携して行う。 ウ

地域福
祉課

Ⅰ 4 (2) ドメスティック・バ
イオレンス（DV）
対策の推進

③ 自立支援体制の
充実

関係機関との連携により、心身の回
復を図りながら、就労支援、住宅の
確保、経済的支援、必要に応じて子
どもへの支援を行う。また継続的な
支援のための講座等の開催や情報
提供を行う。

・母子自立支援員及び母子就労相談員
による支援
・離婚前のDV被害者（保護命令）への児
童扶養手当給付

・母子自立支援員による相談　 67件
・母子就労相談員による相談　  7件
・保護命令要件での児童扶養手当受給者数　4人
　（平成26年3月31日現在） B

・自立や問題解決へ向けての支
援を実施した。
・平成24年8月から児童扶養手当
の要件に保護命令が追加され、
離婚前のDV被害者への経済的
支援として実施。

1 ◎

・母子自立支援員及び母子就労相談員
による支援
・離婚前のDV被害者（保護命令）への児
童扶養手当給付 ア

こども支
援課

Ⅰ 4 (2) ドメスティック・バ
イオレンス（DV）
対策の推進

③ 自立支援体制の
充実

関係機関との連携により、心身の回
復を図りながら、就労支援、住宅の
確保、経済的支援、必要に応じて子
どもへの支援を行う。また継続的な
支援のための講座等の開催や情報
提供を行う。

必要に応じて、警察・DVセンター等と連
携し、随時相談を実施。

随時相談などに対応した。

B

男女の固定的な役割分担等にと
らわれないよう配慮した。

2 ○

必要に応じて、警察・DVセンター等と連
携し、随時相談を実施。

ウ
保健所
健康課

Ⅰ 4 (2) ドメスティック・バ
イオレンス（DV）
対策の推進

③ 自立支援体制の
充実

関係機関との連携により、心身の回
復を図りながら、就労支援、住宅の
確保、経済的支援、必要に応じて子
どもへの支援を行う。また継続的な
支援のための講座等の開催や情報
提供を行う。

DV被害者に対し、市営住宅への単身入
居資格を与え、一般申込者に比べて入
居当選確率を２倍にすることとする。

DV被害者に対し、市営住宅への単身入居資格を与
え、一般申込者に比べて入居当選確率を２倍にするこ
ととしたが、該当者はなかった。

C

DV被害者に対し、市営住宅への
単身入居資格を与え、一般申込
者に比べて入居当選確率を２倍
にすることとする。 2 △

DV被害者に対し、市営住宅への単身入
居資格を与え、一般申込者に比べて入
居当選確率を２倍にすることとする。

イ 住宅課

○



担当課
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評価

事業計画（予定）
取組
方針

課

「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅰ 4 (2) ドメスティック・バ
イオレンス（DV）
対策の推進

④ 民間支援団体と
の連携・協働

DV被害者への支援活動を行ってい
る団体に対する支援について調査・
研究を行う。

・他都市の取り組み等を参考に検討す
る。

・DV被害者支援活動を行っている団体に対しての支
援について、実績はない。

E

市内にDV被害者支援活動を行っ
ている団体がないため。

3 ×

・他都市の取り組み等を参考に検討す
る。

エ

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅰ 4 (2) ドメスティック・バ
イオレンス（DV）
対策の推進

④ 民間支援団体と
の連携・協働

DV被害者への支援活動を行ってい
る団体に対する支援について調査・
研究を行う。

他都市の取り組み等を参考に検討する。 姫路市ＤＶ対策基本計画にも重点方策として掲げてい
るが実績はない。

E

市内に支援活動団体がないため
配慮していない。

3 ×

他都市の取り組み等を参考に検討する。

エ
地域福
祉課

Ⅰ 4 (3) セクシュアル・ハ
ラスメント等防止
対策の推進

① セクシュアル・ハ
ラスメント防止の
ための啓発

男女雇用機会均等法及び同法に基
づく指針について周知する。

ホームページや広報誌、国・県等の関係
機関が作成したパンフレットやポスター
等の広報媒体等を活用した制度趣旨等
の普及啓発の実施

・男女雇用機会均等月間（６月）の実施（厚労省）啓発
ポスターの掲示
・均等法関係パンフレット等（厚労省）の窓口配付
・均等法等改正のポイントチラシの窓口配付
・関係各課の発行する機関誌への記事掲載
・ホームページによる情報発信

B

関係する法令や指針、制度等の
周知

2 ○ ○

ホームページや広報誌、国・県等の関係
機関が作成したパンフレットやポスター
等の広報媒体等を活用した制度趣旨等
の普及啓発の実施 ア

労働政
策課

Ⅰ 4 (3) セクシュアル・ハ
ラスメント等防止
対策の推進

② パワーハラスメン
ト等防止のため
の啓発

研修や講座の開催により、パワーハ
ラスメントなどのハラスメント問題に
ついての啓発を行う。

・あらゆる暴力防止セミナーの開催【再
掲】
・女性へのあらゆる暴力防止に関するパ
ンフレット等（相談案内カード）を作成し、
関係機関において配付【再掲】
・関係機関からのポスター・リーフレット
等の館内掲示【再掲】

・あらゆる暴力防止セミナー（兼子育て応援講座）の開
催【再掲】
　12月　全2回　延べ21人受講
・女性へのあらゆる暴力防止に関するパンフレット等
（相談案内カード）を作成し、関係機関において配付
【再掲】
・関係機関からのポスター・リーフレット等の館内掲示
【再掲】

B

・あらゆる暴力を根絶させるため
の内容になっている。

1 ◎ ◎

・あらゆる暴力防止セミナー（兼コミュニ
ケーションセミナー）の開催【再掲】
・女性へのあらゆる暴力防止に関するパ
ンフレット等（相談案内カード）を作成し、
関係機関において配付【再掲】
・関係機関からのポスター・リーフレット
等の館内掲示【再掲】

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅰ 4 (4) 児童虐待の防止
と対策の強化

① 専門的・総合的
な相談支援機能
の充実と質の向
上

相談支援技術の研修機会を充実さ
せるとともに、関係機関との連携を
進め、子育て家庭に対する専門的・
総合的な相談支援機能を充実させ
る。

・家庭児童相談員の研修実施
・要保護児童対策地域協議会の運営

・家庭児童相談員の研修実施  20回
・要保護児童対策地域協議会の運営
代表者会議　1回
　連絡会議　12回
　ケース検討会議　116回

B

相談支援機能の向上と関係機関
との連携の充実を図った。

1 ◎ ◎

・家庭児童相談員の研修実施
・要保護児童対策地域協議会の運営

ア
こども支
援課

Ⅰ 4 (4) 児童虐待の防止
と対策の強化

② 児童虐待の早期
発見、適切な支
援体制の確立

意識啓発等、児童虐待防止のため
の取り組みを推進するとともに、市
民等から情報提供を受け、支援の必
要な子どもや家庭を早期に発見して
適切な支援が迅速に行われるよう、
関係機関との連携体制を充実させ
る。

・要保護児童対策地域協議会の運営 ・児童福祉法に定めのある要保護児童対策地域協議
会を設置し、代表者会議、ケース検討会議を実施し
た。
　代表者会議　1回
　連絡会議　12回
　ケース検討会議　116回

B

・男女の固定的な役割分担にとら
われることのない委員構成となっ
ている。

1 ◎ ◎

・要保護児童対策地域協議会の運営

ア
こども支
援課

Ⅰ 4 (5) 高齢者への虐待
防止

① 高齢者への虐待
についての情報
提供・相談体制
の充実

高齢者虐待の疑いがある場合は、
必要に応じ、高齢者保護のための
適切な措置を講ずる。また、養護者
に対する支援も行う。

地域包括支援センター等において、高齢
者本人等や関係者からの虐待に関する
相談を受け付け、随時、関係機関と処遇
検討会議を開催するなど、高齢者虐待
の解決に向けた対応を行う。また、高齢
者虐待等権利擁護に関する研修会を開
催する。（年1回開催予定）

【権利擁護に関する研修会】
1回

A

男女の区別なく、生命尊重、
権利を守る目的で対応し、養
護者に関しても支援を行って
いる。

2 ○ ○

地域包括支援センター等において、高齢
者本人等や関係者からの虐待に関する
相談を受け付け、随時、関係機関と処遇
検討会議を開催するなど、高齢者虐待
の解決に向けた対応を行う。また、高齢
者虐待等権利擁護に関する研修会は委
託により実施する。

イ
保健福
祉推進
室

Ⅰ 4 (6) 障害者への虐待
防止

① 障害者への虐待
の防止

障害のある人への虐待防止のた
め、関係機関の連携体制を構築す
るとともに、虐待対応の窓口となる
市障害者虐待防止センターを中心
に、円滑な支援を行う。

障害者虐待防止センターの運営 障害者虐待防止センターの運営

B

男女の固定的な役割分担等にと
らわれない内容になっている。

1 ◎ ◎

障害者虐待防止センターの運営

ア
障害福
祉課

×
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「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅱ 1 (1) 家庭における男
女共同参画の推
進

① 男女共同参画に
関する講座・講演
会等の開催(再
掲）

男女共同参画社会の実現をめざし
て、固定的なジェンダーや性別役割
分担意識を変えていくため、講座・講
演会等を開催する。

・講演会の開催【再掲】
　〇男女共同参画週間講演会
　　6月22日（土）
　　テーマ：『パパはお天気キャスター
　　　～子育て、家事　できることから考
えよう～』
　　講師：正木　明（気象予報士）
　　参加者数：280人(予定）
　○あいめっせフェスティバル講演会
　　11月16日（土）
　　テーマ：未定
　　講師：未定
･講座の開催【再掲】
　○主催事業
　男女共同参画基礎講座など15講座37
回開催予定
　○共催事業
　未定

・講演会の開催【再掲】
　〇男女共同参画週間講演会
　　6月22日（土）
　　テーマ：『パパはお天気キャスター
　　　～子育て、家事　できることから考えよう～』
　　講師：正木　明（気象予報士・防災士）
　　参加者数：243人
　○あいめっせフェスティバル講演会
　　11月16日（土）
　　テーマ：『男女共同参画って、実は女性のためだけ
でなく、男性のためでもあったんです！！』
　　講師：勝間　和代（経済評論家）
　参加者数：238人
・地域啓発講演会（2回）【再掲】
　　7月31日（水）
　　テーマ：『愛妻家・官兵衛さん』講師：埴岡　真弓（播
磨学研究所研究員）
　　2月4日（火）　テーマ：『児童虐待の現状と防止対策
について』　　講師：寅屋　壽廣（大阪青山短期大学教
授）
･講座の開催【再掲】
　○主催事業　男女共同参画基礎講座など15講座40
回開催
　○共催事業　親子で学ぶ防災・減災体験セミナーな
ど5講座11回開催

B

・男女共同参画の視点で誰でも
参加しやすいような講座テーマ・
内容、開催日時の設定や一時保
育を実施。

・男女の固定的な役割分担等に
とらわれない内容となっている。

1 ◎ ◎

・講演会の開催【再掲】
　〇男女共同参画週間講演会
　　6月21日（土）
　　テーマ：『実践！ワーク・ライフバラン
ス
　　　～働き方を変えれば、人生が変わ
る～』
　　講師：小室　淑恵（㈱ワーク・ライフバ
ランス代表取締役）
　　参加者数：280人(予定）
　○あいめっせフェスティバル講演会
　　11月15日（土）
　　テーマ：未定
　　講師：未定
･講座の開催【再掲】
　○主催事業
　あいめっせステップ・アップ塾など13講
座33回開催予定
　○共催事業
　未定

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅱ 1 (1) 家庭における男
女共同参画の推
進

② マタニティサポー
ト教室(ママパパ
教室）の開催

両親ともに学習機会を設けることで
母性機能の尊重や保護、父親として
妊娠期からの子育て参加を積極的
に推進する。

母子保健啓発事業
　年１回程度実施

マタニティサポート教室
両親学級（ママパパ教室）
　年26回実施

『子育て手帳』の交付

母子保健啓発事業
　子育てセミナー1回

マタニティサポート教室
両親学級（ママパパ教室）
　年26回実施　延456組

『子育て手帳』の交付実施
　計　5,252人

B

男女の固定的な役割分担等にと
らわれない内容、また、父親の育
児参加について啓発を行った。

1 ◎ ◎

母子保健啓発事業
　年１回程度実施

マタニティサポート教室
両親学級（ママパパ教室）
　年26回実施

『子育て手帳』の交付

イ
保健所
健康課

Ⅱ 1 (1) 家庭における男
女共同参画の推
進

③ 乳幼児健康診査
及び健康相談事
業での子育て支
援

乳幼児健康診査や健康相談で育児
についての男女協働の意義を啓発
し、子育てを支援する。

乳幼児健康相談・乳幼児健康診査時の
相談事業
　・健康診査時の相談事業　176回/年
乳幼児精密相談
　・発達ｸﾘﾆｯｸ　　12回/年
　・心理相談　　36回/年
　・発達障害児支援事業（めだか相談）
12回/年
　・育児教室　　48回/年
７か月児の健康相談　　96回/年
妊産婦乳幼児保健指導
　・乳児家庭全戸訪問事業
子育て支援事業
►出生前小児保健指導
►食育推進事業
　・食育セミナー　1/年
　・食育講座
　・幼児健康診査時の食育講話と絵本の
読み聞かせ　90回/年

乳幼児健康相談・乳幼児健康診査時の相談事業
　・健康診査時の相談事業　172回/年　計9,593人
乳幼児精密相談
　・発達ｸﾘﾆｯｸ　12回 延46人
　・心理相談　36回 延213人
　・発達障害児支援事業（めだか相談）　　12回  延55
人
　・育児教室 47回 延336人
７か月児の健康相談　　96回 計4402人（受診率88.3%）
妊産婦乳幼児保健指導
  ・乳児家庭全戸訪問事業
　　　訪問4,693件訪問率95.4％
（9,878千円）
子育て支援事業
►出生前小児保健指導
　　産科73件、小児科68件
►食育推進事業
　・食育セミナー　1/年38人
　・食育講座　67回2,688人
　・幼児健康診査時の食育講話と絵本の読み聞かせ
90回/年

B

子育てや介護中の人、また、父
親にも参加しやすい教室等の運
営を心がけた。

1 ◎ ◎

乳幼児健康相談・乳幼児健康診査時の
相談事業
　・健康診査時の相談事業　172回/年
乳幼児精密相談
　・発達ｸﾘﾆｯｸ　　12回/年
　・心理相談　　36回/年
　・発達障害児支援事業（めだか相談）
12回/年
　・育児教室　　48回/年
７か月児の健康相談　　96回/年
妊産婦乳幼児保健指導
　・乳児家庭全戸訪問事業
子育て支援事業
►出生前小児保健指導
►食育推進事業
　・食育講座 2回／年
　・幼児健康診査時の食育講話と絵本の
読み聞かせ　90回/年

ア
保健所
健康課
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「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅱ 1 (1) 家庭における男
女共同参画の推
進

④ 子育て教室等の
開催

男女共同参画社会の意識を踏まえ
て、さまざまな子育て教室を開催す
る。

宿泊型児童館「星の子館」における乳幼
児とその保護者を対象とした「乳幼児ク
ラブ」の実施
年間活動予定回数：320回
参加予定人数：延20,000人

宿泊型児童館「星の子館」における乳幼児とその保護
者を対象とした「乳幼児クラブ」の実施
年間活動回数：316回
参加人数：延22,569人 A

男女の固定的な役割分担が意識
定着しないようイベントを企画実
施した。

1 ◎

宿泊型児童館「星の子館」における乳幼
児とその保護者を対象とした「乳幼児ク
ラブ」の実施
年間活動予定回数：310回
参加予定人数：延23,000人

ア
星の子
ステー
ション

Ⅱ 1 (1) 家庭における男
女共同参画の推
進

④ 子育て教室等の
開催

男女共同参画社会の意識を踏まえ
て、さまざまな子育て教室を開催す
る。

・各種講演会の実施 ・子育て講演会の開催　10回
・子育て家庭支援講座の実施　4回

B

一時保育の実施

1 ◎

・子育て講演会の開催　10回
・子育て家庭支援講座の実施　5回

ア
こども支
援課

Ⅱ 1 (1) 家庭における男
女共同参画の推
進

④ 子育て教室等の
開催

男女共同参画社会の意識を踏まえ
て、さまざまな子育て教室を開催す
る。

・あすなろ教室　108教室開催予定
・杉の子教室　　 46教室開催予定
・ふた葉教室　 　22教室開催予定
・父親教室　　　  46教室開催予定
・お茶の間教室  15教室開催予定
・リーダー育成
　ふた葉教室運営委員交流会
　杉の子教室・あすなろ教室新旧運営委
員交流会

・あすなろ教室　108教室開催(8,275千円）
・杉の子教室　46教室開催（3,657千円）
・ふた葉教室　19教室開催（1,343千円）
・父親教室　37教室開催（1,810千円）
・お茶の間教室　5教室開催（75千円）
・リーダー育成（88千円）
　ふた葉教室運営委員交流会
　杉の子教室・あすなろ教室新旧運営委員交流会

B

・父親の子育て参加を目指した父
親教室を開催した。
・子育て中の女性が参加しやす
いように、開設説明会や交流会で
一時保育を実施した。
・女性が教室の企画や運営に参
加しやすいように配慮した。

1 ◎

・あすなろ教室　108教室開催予定
・杉の子教室　　　46教室開催予定
・ふた葉教室　　　22教室開催予定
・父親教室　　　　46教室開催予定
・お茶の間教室　15教室開催予定
・リーダー育成
　ふた葉教室運営委員交流会
　杉の子教室・あすなろ教室新旧運営委
員交流会

エ
生涯学
習課

Ⅱ 1 (2) ジェンダーにとら
われない保育・
教育の推進

① 男女平等教育の
推進

保育所、幼稚園、こども園において、
ジェンダーにとらわれない保育・教育
を推進する。

生活発表会においては、性的役割分担
を行わずに児童が希望する役割を演じさ
せる。なお、それぞれの市立保育所で
は、以下のとおり生活発表会を実施予
定。
　・回数　年に1回から数回の範囲内
　・参加者　入所児童、保育士、保護者
　・実績　保育所費・運営費の一部で支
出
　　男女の性別に関係なく、豊かな感性
を表現するために身体、言葉、造形等の
方法で保育を実施します。

生活発表会においては、性的役割分担を行わずに児
童が希望する役割を演じさせた。なお、それぞれの市
立保育所では、以下のとおり生活発表会を実施した。
　・回数　年に1回から数回の範囲内
　・参加者　入所児童、保育士、保護者
　・実績　保育所費・運営費の一部で支出
　　男女の性別に関係なく、豊かな感性を表現するた
めに身体、言葉、造形等の方法で保育を実施した。

B

・特に、男女の固定的な役割分担
にとらわれない内容となってい
る。

1 ◎

生活発表会においては、性的役割分担
を行わずに児童が希望する役割を演じさ
せる。なお、それぞれの市立保育所で
は、以下のとおり生活発表会を実施予
定。
　・回数　年に1回から数回の範囲内
　・参加者　入所児童、保育士、保護者
　・実績　保育所費・運営費の一部で支
出
　　男女の性別に関係なく、豊かな感性
を表現するために身体、言葉、造形等の
方法で保育を実施します。

ア 保育課

Ⅱ 1 (2) ジェンダーにとら
われない保育・
教育の推進

① 男女平等教育の
推進

保育所、幼稚園、こども園において、
ジェンダーにとらわれない保育・教育
を推進する。

幼稚園訪問時において、46園に男女平
等教育の推進の指導する。

46園で男女平等教育を実践した。

B

男女の平等や相互理解、協力に
ついて適切に指導するなど、一人
一人の個性や能力を活かす教育
を推進した。

1 ◎

幼稚園訪問時において、46園に男女平
等教育の推進の指導する。

ア
学校指
導課

Ⅱ 1 (2) ジェンダーにとら
われない保育・
教育の推進

① 男女平等教育の
推進

保育所、幼稚園、こども園において、
ジェンダーにとらわれない保育・教育
を推進する。

市立幼稚園15園へ指導主事が訪問し、
保育参観の後、園長を含む全職員に、
ジェンダーにとらわれない保育活動を推
進するよう指導する。

市立幼稚園16園へ指導主事が訪問し、保育参観の
後、園長を含む全職員に、ジェンダーにとらわれない
保育活動を推進するよう指導した。

B

男女にとらわれず、自分らしさを
大切にした保育活動が展開され
た。

1 ◎

市立幼稚園16園へ指導主事が訪問し、
保育参観の後、園長を含む全職員に、
ジェンダーにとらわれない保育活動を推
進するよう指導する。 ア

人権教
育課

Ⅱ 2 (1) 人権尊重と男女
平等を定着させ
る教育の充実

① 男女平等教育副
読本等の活用

男女平等教育副読本や「デートDV」
の冊子等を活用し、道徳の時間をは
じめ学校教育のあらゆる場面で男女
平等教育を推進する。また、中学・
高校生向けの資料作成について検
討する。

小学生用男女平等教育副読本「ゆめ
いっぱい」等を使用し、人権尊重の精神
とともに学校における男女平等教育を推
進するよう指導する。
小学校24校、中学校12校へ指導主事が
訪問し、授業方法等について指導を行
う。

小学生用男女平等教育副読本「ゆめいっぱい」等を使
用し、人権尊重の精神とともに学校における男女平等
教育を推進するよう指導した。
小学校24校、中学校13校へ指導主事が訪問し、授業
方法等について指導を行った。

B

学校における男女平等教育を推
進することができた。

1 ◎ ◎

小学生用男女平等教育副読本「ゆめ
いっぱい」等を使用し、人権尊重の精神
とともに学校における男女平等教育を推
進するよう指導する。
小学校22校、中学校12校へ指導主事が
訪問し、授業方法等について指導を行
う。

ア
人権教
育課

Ⅱ 2 (1) 人権尊重と男女
平等を定着させ
る教育の充実

② 男女平等教育の
推進状況調査の
実施と啓発

男女平等教育副読本等の使用状況
と男女平等教育の推進状況調査を
実施する。

小学生用男女平等教育副読本「ゆめ
いっぱい」の使用状況調査及び市立小
中学校における男女平等教育の推進状
況の調査を行い、その結果を公表する。

小学生用男女平等教育副読本「ゆめいっぱい」の使
用状況調査及び市立小中学校における男女平等教
育の推進状況の調査を行い、その結果を公表した。

B

各小中学校に調査結果を公表
し、次年度への基礎資料とした。

1 ◎ ◎

小学生用男女平等教育副読本「ゆめ
いっぱい」の使用状況調査及び市立小
中学校における男女平等教育の推進状
況の調査を行い、その結果を公表する。

ア
人権教
育課

Ⅱ 2 (1) 人権尊重と男女
平等を定着させ
る教育の充実

③ 隠れたカリキュラ
ムの見直し

男女平等の意識づくりを進めていく
ため、男女混合名簿の導入・活用に
努めるとともに、さまざまな学習機会
等の均等化を図る。

学校で使用する名簿を男女混合にする
意義について指導するとともに、提出文
書を男女混合に指定する。

学校で使用する名簿を男女混合にするよう指導した。

B

男女平等の意識を高めるために
配慮した。

1 ◎ ◎

学校で使用する名簿を男女混合にする
意義について指導するとともに、提出文
書を男女混合に指定する。

ア
人権教
育課

◎

◎
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評価

事業計画（予定）
取組
方針

課

「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅱ 2 (2) 教職員への男女
共同参画を深め
定着させる研修
の推進

① 教職員研修の充
実

管理職をはじめ教職員の意識改革
を促すとともに、男女平等教育のさ
らなる充実を図るために、男女平等
に関する内容についての研修を行
う。

・パワーアップ研修講座
月日：平成25年8月16日
内容：人権教育と道徳教育

・パワーアップ研修講座
開催日：平成25年8月16日
内容：人権教育と道徳教育
参加者：76名
講義を通して、理解と意識の向上を心がけた。

B

人権教育と道徳教育の講義にお
いて、男女共同参画の視点を盛
り込んだ内容で企画した。

2 ○ ○

・パワーアップ研修講座
月日：平成26年7月22日
内容：子どもたちの育ちや学びをつなぐ
人権教育の展開 オ

教育研
修課

Ⅱ 2 (3) 子どもが「互いの
考え・立場を伝
え、理解しあう能
力」を身につける
学習の促進

① コミュニケーショ
ン能力の充実と
向上

学校の教育活動全体を通じて、互い
の考えや気持ちを伝え合い、理解し
合うための能力を培う。

「道徳の時間」をはじめ、全教育活動の
中で、役割演技・ロールプレイ等の参加
型の手法も活用し、互いの考えや立場を
伝え理解しあう能力を高める。

言語活動の充実を図るよう指導した。

B

様々な教育活動において、子ども
たちが互いの考え等を伝え、理
解し合う場面を設定するよう配慮
した。 1 ◎ ◎

「道徳の時間」をはじめ、全教育活動の
中で、役割演技・ロールプレイ等の参加
型の手法も活用し、互いの考えや立場を
伝え理解しあう能力を高める。 ア

人権教
育課

Ⅱ 2 (3) 子どもが「互いの
考え・立場を伝
え、理解しあう能
力」を身につける
学習の促進

② いじめの根絶 いじめを未然に防止するために、他
者の考えや気持ちなどを共感的に
理解する力、物事の善悪を正しく判
断する力、他者との人間関係を調節
する能力等を育成する。

健全な自尊心の育成をめざし、判断力・
問題回避力・人間関係力等を育てる「ラ
イフスキル教育プログラム」を研究・実践
する。
　　研究・実践校　市内6中学校区

６中学校１０小学校でライフスキル教育を実践した。

B

学習形態や内容を工夫し、男女
が互いに意見を聞きあったり活動
しあったりできるようすすめた。

1 ◎

健全な自尊心の育成をめざし、判断力・
問題回避力・人間関係力等を育てる「ラ
イフスキル教育プログラム」を研究・実践
する。
　　研究・実践校　市内6中学校区

ア
学校指
導課

Ⅱ 2 (3) 子どもが「互いの
考え・立場を伝
え、理解しあう能
力」を身につける
学習の促進

② いじめの根絶 いじめを未然に防止するために、他
者の考えや気持ちなどを共感的に
理解する力、物事の善悪を正しく判
断する力、他者との人間関係を調節
する能力等を育成する。

①いじめ防止人権学習
　対象：市立３５中学校（原則１年生）
　学習形態：ワークショップ及び講演会
②いじめ防止リーフレット
　配付対象：小学５・６年生及び全中学生

①いじめ防止人権学習
　対象：市立３５中学校（原則１年生）
　学習形態：ワークショップ及び講演会
②いじめ防止リーフレット
　配付対象：全小中学生

A

いじめの未然防止のために、いじ
めについての認識を深めるととも
に自尊感情や人間関係力を高め
ることができるプログラムを設定
した。

1 ◎

①いじめ防止人権学習
　対象：市立３５中学校（原則１年生）
　学習形態：ワークショップ及び講演会
②いじめ防止リーフレット
　配付対象：全小中学生

ア
人権教
育課

Ⅱ 2 (4) 多様な選択を可
能にする教育・学
習の充実

① 個性・能力・資質
を尊重した生徒
指導、進路指導
の充実

性別による固定的な職業・進学にこ
だわらず、個々の個性・能力・資質を
基にした進路指導や、教職員の共
通理解のもと、個性を尊重した生徒
指導を推進する。

　学校訪問や各研修会等において、児
童・生徒の発達段階に応じて、性別によ
る固定的な職業・進学に基づく指導に陥
ることのないような進路指導及び個性を
尊重した生徒指導を推進するように指導
する。（年間150回）

154学校園の訪問時等で男女共同参画社会の実現を
目指す教育の推進やキャリアプランニング能力の育
成に努めるよう指導した。

B

中学校においては、自己の将来
を描き、学ぶことや働くことの意
義・役割を理解できることを指導
するための進路学習ノート「ゆめ」
等を活用した。

1 ◎ ◎

　学校訪問や各研修会等において、児
童・生徒の発達段階に応じて、性別によ
る固定的な職業・進学に基づく指導に陥
ることのないような進路指導及び個性を
尊重した生徒指導を推進するように指導
する。（年間150回）

ア
学校指
導課

Ⅱ 2 (4) 多様な選択を可
能にする教育・学
習の充実

② キャリア教育の
充実

子どもが主体的に進路を選択する
能力や態度を育てるため、全教育活
動を通じて男女共同参画の視点に
立ち、計画的・組織的にキャリア教
育を展開する。

中学校2年生を対象に、1週間、地域にお
いて生徒の主体性を尊重した、職場での
体験等、様々な体験活動を行うトライや
る・ウイークを実施する。

トライやる・ウイーク等の体験活動を通して、人間的な
ふれあいを深め、豊かな感性を育むとともに、社会的・
職業的自立に必要な能力や態度を育んだ。

B

トライやる・ウイーク等を通して、
発達の段階に応じて自己の「生き
方」を見つめる機会を設けた。

1 ◎ ◎

中学校2年生を対象に、1週間、地域にお
いて生徒の主体性を尊重した、職場での
体験等、様々な体験活動を行うトライや
る・ウイークを実施する。

ア
学校指
導課

Ⅱ 2 (4) 多様な選択を可
能にする教育・学
習の充実

③ 女子学生・生徒
の理工系分野進
学促進

男女共同参画の視点に立ち、子ども
が自己の在り方や生き方を考え、主
体的に進路を選択できるよう進路指
導を充実させる。

　学校訪問や各研修会等において、児
童・生徒の発達段階に応じて、男女共同
参画の視点に基づいた進路指導を推進
するように指導する。（年間150回）

154学校園の訪問時等で男女共同参画社会の実現を
目指す教育の推進やキャリアプランニング能力の育
成に努めるよう指導した。

B

中学校においては、自己の将来
を描き、学ぶことや働くことの意
義・役割を理解できることを指導
するための進路学習ノート「ゆめ」
等を活用した。

1 ◎ ◎

　学校訪問や各研修会等において、児
童・生徒の発達段階に応じて、男女共同
参画の視点に基づいた進路指導を推進
するように指導する。（年間150回） ア

学校指
導課

Ⅱ 3 (1) 地域でのジェン
ダーにとらわれな
い意識を育てる
学習の充実

① ジェンダー問題
に関する市民講
師の育成

ジェンダーに敏感な視点を持った講
師等を養成する講座の開催や、講
座修了生の自主グループに対する
活動支援により市民講師を育成する
とともに、県の市民講師紹介事業と
連携し、その活用を図る。

・男女共同参画基礎講座の開催【再掲】
・市民力養成講座の開催【再掲】
・市民企画講座の開催【再掲】
・講座修了生の自主活動グループを支
援し、市民講師の育成を図る。
・県と連携して市民講師を登録し、あすな
ろ教室などの講座に派遣する。
・子育て教室などへ男女共同参画講座を
PRする。

・男女共同参画基礎講座の開催【再掲】
　5・6・7月　全3回　延べ58人受講
・市民力養成講座①（兼コミュニケーションセミナー）の
開催【再掲】
　9・10月　全4回　延べ65人受講
・市民力養成講座②の開催【再掲】
　10・11月　全3回　延べ72人受講
・市民企画講座の開催【再掲】
　3月　全2回　延べ63人受講
・講座修了生に自主活動グループの支援について案
内した。
・子育て教室などへ男女共同参画講座をPRした。

B

・男女共同参画推進のため、固
定的な役割分担にとらわれない
内容になっている。

1 ◎ ◎

・あいめっせステップ・アップ塾の開催【再
掲】
・市民企画講座の開催【再掲】
・講座修了生の自主活動グループを支
援し、市民講師の育成を図る。
・子育て教室などへ男女共同参画講座を
PRする。 ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

◎
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「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅱ 3 (1) 地域でのジェン
ダーにとらわれな
い意識を育てる
学習の充実

② 地域における学
習機会の提供

地域活動団体等に対し、市民講師
等を派遣し、男女共同参画に関する
出前講座を行う。また、公民館での
さまざまな講座において、ジェンダー
にとらわれない講座を開催する。

・市政出前講座の実施
・公民館主催の教養講座、地域講座に
講師を派遣して実施する。

・市政出前講座、公民館教養講座等の実施【再掲】
「みんなの男女共同参画」「ストップ！ＤＶ」等　11回

B

・男女共同参画推進のため、固
定的な役割分担にとらわれない
内容になっている。

1 ◎

・市政出前講座の実施
・公民館主催の教養講座、地域講座に
講師を派遣して実施する。

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅱ 3 (1) 地域でのジェン
ダーにとらわれな
い意識を育てる
学習の充実

② 地域における学
習機会の提供

地域活動団体等に対し、市民講師
等を派遣し、男女共同参画に関する
出前講座を行う。また、公民館での
さまざまな講座において、ジェンダー
にとらわれない講座を開催する。

教養講座の中で男女平等としたテーマに
限らず、幅広く人権に関する講座を各公
民館で年に２回開催する。
また、男性を対象とした料理教室や育児
教室、介護教室等を開催する
男性料理教室　33公民館で開催予定
実施回数　 241回　　参加者数　4,091名

教養講座の中で男女平等としたテーマに限らず、幅広
く人権に関する講座を各公民館で年に２回開催した。
また、男性を対象とした料理教室や育児教室、介護教
室等を開催した。
男性料理教室　33公民館で開催
実施回数　 241回　　参加者数　4,091名

B

男女別に開催するのではなく、男
女を特定せずに受講者が参加し
やすいよう人権講座として開催し
ている。

1 ◎

教養講座の中で男女平等としたテーマに
限らず、幅広く人権に関する講座を各公
民館で年に２回開催する。
また、男性を対象とした料理教室や育児
教室、介護教室等を開催する
男性料理教室　33公民館で開催予定
実施回数　 241回　　参加者数　4,091名

ア
生涯学
習課

Ⅱ 3 (2) 生涯を通じての
学習機会の拡充
と条件整備

① 一時保育付き講
座・講演会の拡
充

一時保育付き講座・講演会の継続
開催及びその拡充を進める。

・主催事業（講演会・講座・フェスティバル
等）や共催事業において一時保育を実施
する。

・主催事業（講演会・講座等）や共催事業において一
時保育を実施した。
（講座21件、講演会2件）
一時保育利用者延べ 96人(有料：講座58人、講演会5
人、映画上映会12人、無料：講座8人、あいめっせフェ
スティバル11人、チャレンジ相談1人、法律相談1人）

B

・子育て世代、孫育て世代が事業
に参加しやすいよう配慮してい
る。

1 ◎

・主催事業（講演会・講座・フェスティバル
等）や共催事業において一時保育を実施
する。

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅱ 3 (2) 生涯を通じての
学習機会の拡充
と条件整備

① 一時保育付き講
座・講演会の拡
充

一時保育付き講座・講演会の継続
開催及びその拡充を進める。

・講演会等実施時に一時保育の導入を
検討

一時保育付き子育て講演会の開催　55回

B

日曜日に開催、一時保育の実施

1 ◎

一時保育付き子育て講演会の開催　60
回

エ
こども支
援課

Ⅱ 3 (2) 生涯を通じての
学習機会の拡充
と条件整備

② ホームページに
よる学習情報等
の提供

ホームページ等を活用し、さまざま
な生涯学習等の情報を提供する。

・ホームページ、Facebookに年間講座予
定や講座案内を掲載する。
・ホームページに蔵書案内やセンター発
行啓発誌のバックナンバーを掲載する。

・ホームページ、Facebookに年間講座予定や講座案
内を掲載した。
・ホームページに蔵書案内やセンター発行啓発誌の
バックナンバーを掲載した。 B

・男女共同参画推進のため、固
定的な役割分担にとらわれない
内容になっている。

1 ◎

・ホームページ、Facebookに年間講座予
定や講座案内を掲載する。
・ホームページに蔵書案内やセンター発
行啓発誌のバックナンバーを掲載する。 ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅱ 3 (2) 生涯を通じての
学習機会の拡充
と条件整備

② ホームページに
よる学習情報等
の提供

ホームページ等を活用し、さまざま
な生涯学習等の情報を提供する。

・全公民館６５館でホームページを作成し
ており、「公民館だより」を掲載し、公民館
の事業や地域の行事等を情報発信して
いく。
・インターネットを活用した、生涯学習等
の情報提供に努める。

・全公民館６５館でホームページを作成しており、「公
民館だより」を掲載し、公民館の事業や地域の行事等
を情報発信した。
・インターネットを活用した、生涯学習等の情報提供に
努めた。

B

・男女共同参画の固定的な役割
分担にとらわれない内容で、また
身近な食材で献立を考える等、
参加しやすいよう配慮した。 1 ◎

・全公民館６５館でホームページを作成し
ており、「公民館だより」を掲載し、公民館
の事業や地域の行事等を情報発信して
いく。
・インターネットを活用した、生涯学習等
の情報提供に努める。

ア
生涯学
習課

Ⅱ 3 (3) ジェンダーや性
に関するメディア
からの情報を読
み解く能力(ﾒﾃﾞｨ
ｱ・ﾘﾃﾗｼｰ)の育成

① メディア・リテラ
シーを確立する
ための講座の開
催

メディア・リテラシーを確立するため
の講座を開催する。

・男女共同参画基礎講座の開催【再掲】
・キャリアアップセミナーの開催【再掲】

・男女共同参画基礎講座の開催【再掲】
　5・6・7月　全3回　延べ58人受講
・キャリアアップセミナーの開催【再掲】
　6月　全4回　延べ44人受講 B

・男女共同参画推進のため、固
定的な役割分担にとらわれない
内容になっている。

1 ◎ ◎

・あいめっせステップ・アップ塾の開催【再
掲】

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

◎

◎

◎
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号

基本施策名
番
号

具体的施策名 具体的施策の概要 当初事業計画（予定） 事業の実績等
実施
状況

男女共同参画の推進
に関して配慮した内容

配慮
状況

所管
評価

総合
評価

事業計画（予定）
取組
方針

課

「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅱ 3 (3) ジェンダーや性
に関するメディア
からの情報を読
み解く能力(ﾒﾃﾞｨ
ｱ・ﾘﾃﾗｼｰ)の育成

② 違法・有害な情
報に関するメディ
アにおける対策
の推進

新たなメディアを使った違法・有害情
報への対策の充実を図る。

地域交流事業(20,274千円）
地域交流及び福祉の拠点としての隣保
館において、近隣住民の協賛参加等に
より研修事業や人権啓発パネル展など
住民交流事業を行うなかで、違法・有害
な情報に関するメディアに対する啓発を
行う。

地域交流事業(11,737千円）
地域交流及び福祉の拠点としての隣保館において、
近隣住民の協賛参加等により研修事業や人権啓発パ
ネル展など住民交流事業を行うなかで、違法・有害な
情報に関するメディアに対する啓発を行う。

B

女性が参加しやすいよう、開催日
時に配慮した。

1 ◎

地域交流事業(20,359千円）
地域交流及び福祉の拠点としての隣保
館において、近隣住民の協賛参加等に
より研修事業や人権啓発パネル展など
住民交流事業を行うなかで、違法・有害
な情報に関するメディアに対する啓発を
行う。

ア
人権啓
発課

Ⅱ 3 (3) ジェンダーや性
に関するメディア
からの情報を読
み解く能力(ﾒﾃﾞｨ
ｱ・ﾘﾃﾗｼｰ)の育成

② 違法・有害な情
報に関するメディ
アにおける対策
の推進

新たなメディアを使った違法・有害情
報への対策の充実を図る。

人権学習地域講座の開催
　(市民講座並びにリーダー研修、年8回)

人権学習地域講座の開催
　(市民講座並びにリーダー研修、年8回)
第1回　5月16日(木）  図書館網干分館  217人
講師・・・・源　淳子
第2回　6月  7日(金)   西市民センター　125人
講師・・・・長畑　忠史
第3回　6月19日(水)　文化センター小ホール　202人
講師・・・・西村　寿子
第4回　7月  5日(金)  花の北市民広場　296人
講師・・・・神原　文子
第5回　7月23日(火)　夢前公民館　398人
講師・・・・幸田　英二
第6回　8月24日(金)　ネスパルやすとみ　426人
講師・・・・神原　文子
第7回　9月  6日(金)　東市民センター　193人
講師・・・・長畑　忠史
第8回　11月6日(水) 　香寺健康福祉C　152人
講師・・・・渋川　壽彦
全会場で「一時保育」を実施

A

子育てや介護中の方が人権学習
地域講座に参加しやすいように、
１歳～５歳児の保育をする。

1 ◎

人権学習地域講座の開催(市民講座並
びにリーダー研修、年8回)
第1回　5月15日(木） 図書館網干分館
300人　講師・・・・幸田　英二
第2回　6月 9日(月)　生涯学習大学講堂
200人　講師・・・・森井　昌克
第3回　6月18日(水)文化センター小ホー
ル
250人　講師・・・・榎井　縁
第4回　7月  3日(木)  花の北市民広場
300人　講師・・・・太田　篤志
第5回　7月30日(水)　夢前公民館
550人　講師・・・・源　淳子
第6回　8月22日(金)　ネスパルやすとみ
400人　講師・・・・関根　聴
第7回　9月  4日(木)　東市民センター
250人　講師・・・・神原　文子
第8回　11月13日(木)　香寺公民館
200人　講師・・・・長畑　忠史
全会場で「一時保育」を実施

ア
人権啓
発セン
ター

Ⅱ 3 (4) 若い世代向けの
「性と人権」、恋
愛･結婚における
対等な関係づくり
についての意識
啓発

① 若い世代を中心
にした講座・講演
会等の開催

男女共同参画の視点に立った、若
い世代(高校生以上）の関心を引くよ
うな講座・講演会等を開催する。

・講演会の開催【再掲】
　〇男女共同参画週間講演会
　　6月22日（土）
　　テーマ：『パパはお天気キャスター
　　　～子育て、家事　できることから考
えよう～』
　　講師：正木　明（気象予報士）
　　参加者数：280人(予定）
　○あいめっせフェスティバル講演会
　　11月16日（土）
　　テーマ：未定
　　講師：未定
・キャリアアップセミナーの開催【再掲】
・女性学講座の開催【再掲】
・高校生を対象とした出前講座の実施

・講演会の開催【再掲】
　〇男女共同参画週間講演会
　　6月22日（土）
　　テーマ：『パパはお天気キャスター
　　　～子育て、家事　できることから考えよう～』
　　講師：正木　明（気象予報士・防災士）
　　参加者数：243人
　○あいめっせフェスティバル講演会
　　11月16日（土）
　　テーマ：『男女共同参画って、実は女性のためだけ
でなく、男性のためでもあったんです！！』
　　講師：勝間　和代（経済評論家）
　参加者数：238人
・キャリアアップセミナーの開催
【再掲】
　6月　全4回　延べ44人受講
・女性学講座の開催（大学連携）【再掲】
　7月　全1回　96人受講
・高校生、大学生を対象とした「デートＤＶ」出前講座
　2回　約372人

A

・男女共同参画の視点で誰でも
参加しやすいような講座テーマ・
内容、開催日時の設定や一時保
育を実施。

・男女の固定的な役割分担等に
とらわれない内容となっている。

1 ◎

・講演会の開催【再掲】
　〇男女共同参画週間講演会
　　6月21日（土）
　　テーマ：『実践！ワーク・ライフバラン
ス
　　　～働き方を変えれば、人生が変わ
る～』
　　講師：小室　淑恵（㈱ワーク・ライフバ
ランス代表取締役）
　　参加者数：280人(予定）
　○あいめっせフェスティバル講演会
　　11月15日（土）
　　テーマ：未定
　　講師：未定
・女性のチャレンジ支援セミナー２の開催
（大学連携）【再掲】
・高校生を対象とした出前講座の実施

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅱ 3 (4) 若い世代向けの
「性と人権」、恋
愛･結婚における
対等な関係づくり
についての意識
啓発

① 若い世代を中心
にした講座・講演
会等の開催

男女共同参画の視点に立った、若
い世代(高校生以上）の関心を引くよ
うな講座・講演会等を開催する。

・PASEり（青少年運営委員会）の活動に
対し支援を行う。また、メンバーについて
も男女問わず、募集を行う。
PASEりメンバー　10名中5名女性目標
・青少年センターイベントにおいて男性女
性に関わらず、参加（出演を含む）・企画
を呼びかける。

・PASEり（青少年運営委員会）の活動に対し支援を
行った。また、メンバーについても男女問わず、募集を
行った。
PASEりメンバー　10名中7名女性
・青少年センターイベントにおいて男性女性に関わら
ず、参加（出演を含む）・企画を呼びかけた。

A

・男性女性に関わらずメンバーを
募集。また、活動においても性別
を問わず男女の参画により実
施。

1 ◎

・PASEり（青少年運営委員会）の活動に
対し支援を行う。また、メンバーについて
も男女問わず、募集を行う。
PASEりメンバー　10名中5名女性目標
・青少年センターイベントにおいて男性女
性に関わらず、参加（出演を含む）・企画
を呼びかける。

ウ
生涯学
習課

◎

◎
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「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅱ 3 (4) 若い世代向けの
「性と人権」、恋
愛･結婚における
対等な関係づくり
についての意識
啓発

② 若者向けの啓発
資料の作成

若者を対象とした男女共同参画に関
するパンフレット等を作成する。

男女共同参画に関するパンフレットによ
り、啓発に努める。

平成25年3月発行の若者向け男女共同参画啓発資料
「Welcome!みんないきいき男女共同参画社会」を、平
成25年7月に市立中学校1年生へ配布し、周知した。
5,606部
（2・3年生には過年度に配布済）

B

・男女共同参画について中学生
等でも分かりやすい内容とした。
・イラストについて男女平等に関
する表現指針に配慮した。 1 ◎

平成25年3月発行の若者向け男女共同
参画啓発資料「Welcome！みんないきい
き男女共同参画社会」を、市立中学校1
年生へ配布し、周知する。（2・3年生には
過年度に配布済）

ア
男女共
同参画
推進課

Ⅱ 3 (4) 若い世代向けの
「性と人権」、恋
愛･結婚における
対等な関係づくり
についての意識
啓発

② 若者向けの啓発
資料の作成

若者を対象とした男女共同参画に関
するパンフレット等を作成する。

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行
のパンフレット等により啓発【再掲】

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行のパンフレッ
ト等により啓発【再掲】
（ウェーブレット第41号特集『男女共同参画ってなんだ
ろう??』、第42号『みんなで行う介護』で啓発） B

・男女共同参画推進のため、固
定的な役割分担にとらわれない
内容になっている。

1 ◎

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行
のパンフレット等により啓発【再掲】

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅲ 1 (1) 企業・民間団体
等への女性差別
の積極的改善措
置（ポジティブ・ア
クション）の啓発

① ポジティブ・アク
ションの認識の
徹底

企業や民間団体等、さまざまな組織
の意思形成や方針決定に女性が積
極的に参画できるようパンフレット等
による意識啓発を行う。

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行
のパンフレット等により啓発【再掲】
・関係機関からのポスターの館内掲示、
資料収集などを行う。

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行のパンフレッ
ト等により啓発【再掲】
（ウェーブレット第41号特集『男女共同参画ってなんだ
ろう??』、第42号『みんなで行う介護』で啓発）
・関係機関のポスター館内掲示を行うとともに、資料を
収集し、図書情報コーナーに配置した。

B

・男女共同参画推進のため、固
定的な役割分担にとらわれない
内容になっている。

1 ◎ ◎

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行
のパンフレット等により啓発【再掲】
・関係機関からのポスターの館内掲示、
資料収集などを行う。

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅲ 1 (1) 企業・民間団体
等への女性差別
の積極的改善措
置（ポジティブ・ア
クション）の啓発

② あらゆる領域で
の女性登用の積
極的拡大と推進

さまざまな機会を利用しポジティブ・
アクションの導入を啓発し、女性の
登用と参画を推進する。

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行
のパンフレット等により啓発【再掲】
・関係機関からのポスターの館内掲示、
資料収集などを行う。【再掲】

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行のパンフレッ
ト等により啓発【再掲】
（ウェーブレット第41号特集『男女共同参画ってなんだ
ろう??』、第42号『みんなで行う介護』で啓発）
・関係機関のポスター館内掲示を行うとともに、資料を
収集し、図書情報コーナーに配置した。【再掲】

B

・男女共同参画推進のため、固
定的な役割分担にとらわれない
内容になっている。

1 ◎ ◎

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行
のパンフレット等により啓発【再掲】
・関係機関からのポスターの館内掲示、
資料収集などを行う。【再掲】 ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅲ 1 (1) 企業・民間団体
等への女性差別
の積極的改善措
置（ポジティブ・ア
クション）の啓発

③ 政策決定等に関
する学習・研修機
会の充実

働く女性も参加しやすい曜日等を考
慮し、政策決定能力やリーダーシッ
プなどに関する講座を開催する。

・キャリアアップセミナーの開催【再掲】
・市民力養成講座の開催【再掲】

・キャリアアップセミナーの開催【再掲】
　6月　全4回　延べ44人受講
・市民力養成講座①（兼コミュニケーションセミナー）の
開催【再掲】
　9・10月　全4回　延べ65人受講
・市民力養成講座②の開催【再掲】
　10・11月　全3回　延べ72人受講

B

・働いている人が参加しやすい曜
日に開催した。
・一時保育を実施した。

1 ◎ ◎

・あいめっせステップ・アップ塾の開催【再
掲】
・あらゆる暴力防止セミナー（兼コミュニ
ケーションセミナー）の開催【再掲】
・女性のチャレンジ支援セミナー２の開催
（大学連携）【再掲】

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅲ 1 (1) 企業・民間団体
等への女性差別
の積極的改善措
置（ポジティブ・ア
クション）の啓発

④ 企業・民間団体
を対象にした出
前講座の実施

企業･民間団体からの要請に対し、
市民講師等を派遣する。

・市政出前講座の実施【再掲】 ・市政出前講座、公民館教養講座等の実施【再掲】
「みんなの男女共同参画」「ストップ！ＤＶ」等　11回

B

・男女共同参画推進のため、固
定的な役割分担にとらわれない
内容になっている。

1 ◎ ◎

・市政出前講座の実施【再掲】

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅲ 1 (2) 学校教育の分野
における政策・方
針決定過程への
女性の参画拡大

① 学校教育分野に
おける女性の参
画拡大

総合教育センターでの研修による資
質の向上を図る。

・校長研修会
月日：平成25年9月17日
内容：姫路の人権教育について
・初任者研修会
月日：平成25年8月20日
内容：人権教育について

・校長研修会
月日：平成26年9月17日
内容：姫路の人権教育について
参加者：100名
・初任者研修会
月日：平成25年8月20日
内容：人権教育について
参加者：84名
研修を通して、管理職等の女性の参画への積極的な
取り組みと意識改革を図った。

B

市立小・中・特別支援学校で、
様々な場面において積極的な女
性参画に向けた取り組みが推進
されるような内容も取り入れた。

2 ○ ○

・校長研修会
月日：平成26年10月6日
内容：人権教育
・初任者研修会
月日：平成26年8月26日
内容：人権教育 オ

教育研
修課

Ⅲ 1 (3) 科学技術・学術
分野における男
女共同参画の推
進

① 女性研究者の参
画拡大に向けた
環境づくり

女性研究者が活躍できる環境を整
備するために、科学技術・学術分野
における男女共同参画への意識啓
発を行う。

市内大学における男女共同参画社会の
実現に向けた取り組み状況を調査する。

女性の科学技術・学術分野への進学を促進することを
市内大学へ協力を依頼した。

C

市内大学へ男女共同参画の推進
について説明した上で、協力を依
頼した。

1 ○ ○

市内の大学と連携して、理系に進学する
女子生徒等を応援する事業を実施し、科
学技術・学術分野における男女共同参
画への意識啓発を行う。 オ

男女共
同参画
推進課

◎
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方針

課

「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅲ 1 (4) 審議会等におけ
る女性の積極的
登用

① 女性委員比率の
目標達成に向け
た管理

審議会等における女性委員比率
35％の目標値の着実な達成に向け
て働きかけを強化する。

・審議会等への女性の登用について、積
極的な施策を検討する。
・審議会等への女性の登用状況を調査
する。
・「姫路市審議会等委員への女性の登用
促進に関する指針」に基づき、関係各課
に対し女性の登用について協力を要請
する。

・審議会等への女性の登用状況を調査した。
　平成26年3月31日現在  24.7%
・「姫路市審議会等委員への女性の登用促進に関す
る指針」に基づき、関係各課に対し女性の登用につい
て協力を要請した。その際、庁内LAN(ここみてネット/
かしネット)を活用した。
・本部長名で審議会等への女性の登用促進に向け、
庁内に通知した。（H25.5.2、H26.3.22）

B

積極的な女性の登用、参画を促
した。

1 ◎ ◎

・審議会等への女性の登用状況を調査
する。
・庁内LAN(ここみてネット/かしネット)を
活用して、「姫路市審議会等委員への女
性の登用促進に関する指針」に基づき、
関係各課に対し女性の登用について協
力を要請する。
・審議会等への女性の登用について、積
極的な施策を検討する。

ウ
男女共
同参画
推進課

Ⅲ 1 (4) 審議会等におけ
る女性の積極的
登用

② 各種審議会等に
おける女性の積
極的登用の促進

各種審議会等委員への女性の登用
促進の方策を検討し、女性委員比
率を高めるとともに、女性のいない
審議会の解消に努める。また女性の
割合が低率にとどまっている要因を
検討し、その要因の改善について働
きかける。

・男女共同参画プラン推進本部長通知に
よる事前協議制について周知・徹底す
る。
・事前協議書の提出があった担当課へヒ
アリングを行い、女性の登用について協
力を依頼する。
・審議会等への女性の登用について、積
極的な施策を検討する。
・委員改選の4ヶ月前に担当課へ女性委
員の比率向上を依頼する。
・更新した女性人材リストの活用をすす
める。
・事前協議制からより強制力のある制度
を検討する。

・女性委員が0の審議会数 6
・庁内LAN(ここみてネット/かしネット)を活用して男女
共同参画プラン推進本部長決定による事前協議制に
ついて周知した。
・委員改選の4ヶ月前に担当課へ女性委員の比率向
上を依頼した。（41審議会等）
・事前協議書の提出があった担当課へヒアリングし、
女性の登用について協力を依頼した。
・更新した女性人材リストをここみてネットに掲載し、活
用をすすめた。

B

積極的な女性の登用、参画を促
した。

1 ◎ ◎

・男女共同参画プラン推進本部長決定に
よる事前協議制について周知・徹底す
る。
・事前協議書の提出があった担当課へヒ
アリングを行い、女性の登用について協
力を依頼する。
・審議会等への女性の登用について、積
極的な施策を検討する。
・委員改選の4ヶ月前に担当課へ女性委
員の比率向上を依頼する。
・女性人材リストを随時更新し、活用をす
すめる。
・事前協議制からより強制力のある制度
を検討する。

ウ
男女共
同参画
推進課

Ⅲ 1 (4) 審議会等におけ
る女性の積極的
登用

③ 女性人材情報の
充実とロールモ
デルの発掘

女性人材リストのデータ更新等を行
うとともに、ロールモデルの紹介など
情報提供を行う。

・女性人材リスト情報の充実とロールモ
デルの発掘に努める。
・男女共同参画・女性人材リストを更新
し、内容を充実させる。
・男女共同参画・女性人材情報を担当課
に提供する。
・女性人材リストの積極的活用方法を検
討する。

・女性人材リストを更新した。
・登録者は221人、1団体（平成26年3月10日現在）
・新たに大学教員や弁護士、公認会計士等に登録を
依頼し、人材の多様化と内容の充実を図った。
・女性人材リストは男女共同参画推進課と市民活動推
進課に設置していたが、多くの審議会担当課に活用し
てもらえるよう、ここみてネットに掲載した。

A

積極的な女性の登用に活用でき
るよう、人材リストの掲載内容に
配慮した。

1 ◎ ◎

・女性人材リスト情報の充実とロールモ
デルの発掘に努める。
・男女共同参画・女性人材情報を担当課
に提供する。
・女性人材リストの積極的活用方法を検
討する。

ウ
男女共
同参画
推進課

Ⅲ 1 (5) 行政機関への女
性職員の登用促
進

① 女性職員の管理
職への登用促進

ジェンダーにとらわれることなく、能
力主義による職員採用及び管理職
への登用を図る。

引き続きジェンダーにとらわれることな
く、能力主義による職員採用及び管理職
への登用を図る。

・平成26年4月1日付人事異動による女性職員の登用
　参事級 1人/補佐級 8人/係長級 20人
・管理職に占める女性職員の割合（平成26年4月１日
現在）
［教育職・消防職を除く］
　係長以上 14.3% （115/806）
［保育士職を除く］
　係長以上 10.6% （82/773）

B

・ジェンダーによる差異でなく、一
定の基準で昇任昇格を行った。

1 ◎ ◎

引き続きジェンダーにとらわれることな
く、能力主義による職員採用及び管理職
への登用を図る。

エ 人事課

Ⅲ 1 (5) 行政機関への女
性職員の登用促
進

② 消防吏員の職域
全般への女性職
員の配属

消火・救急等の分野へ、能力・適性
に応じて女性職員を配置する。

男女採用枠を撤廃した消防吏員採用試
験を実施

H25年度消防吏員採用試験では女性の採用はなかっ
た。
H26.4.1　女性消防吏員　11人 A

採用試験種目の体力テストでは
男女の体力差を考慮し、男女別
判定基準を設けている。 1 ◎ ◎

H26年度実施消防吏員採用試験におい
ても男女採用枠を設けず、能力・意欲の
ある人材を採用する予定。 ア

消防局
総務課



担当課
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「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅲ 2 (1) 地域における男
女共同参画の基
盤づくりの推進

① 地域活動団体に
関わる男性の意
識変革と女性の
エンパワーメント
の促進

地域活動の中で常に男女平等意識
が徹底するよう継続的に啓発を行
う。

・男女共同参画に関するチラシを作成
し、自治会単位で回覧し啓発に努める。
・出前講座の中で地域における男女共同
参画に向けた啓発を行う。

・男女共同参画に関するパンフレット「みんなの男女共
同参画」を作成し、自治会を通じ全戸配布することで
啓発した。
・出前講座等の中で地域における男女共同参画の推
進に向けた啓発を行った。（出前講座11回）

B

・男女共同参画について分かりや
すい内容とした。
・イラストについて男女平等に関
する表現指針に配慮した。 1 ◎

・男女共同参画啓発パンフレット「みんな
の男女共同参画」を出前講座等の資料
として活用し、さらなる啓発に努める。
・出前講座等の中で地域における男女共
同参画の推進に向けた啓発を行う。

ウ
男女共
同参画
推進課

Ⅲ 2 (1) 地域における男
女共同参画の基
盤づくりの推進

① 地域活動団体に
関わる男性の意
識変革と女性の
エンパワーメント
の促進

地域活動の中で常に男女平等意識
が徹底するよう継続的に啓発を行
う。

男女共同参画について市民に広く周知
するため、各単位自治会での隣保回覧
を実施する。
936単位自治会、
約18,500隣保で実施予定。

男女共同参画を周知するためのチラシについて全戸
配布を行った。

B

男女共同参画の推進に向け、男
女共同参画推進課との協力・連
携による実施とした。

1 ◎

男女共同参画について市民に広く周知
するため、各単位自治会での隣保回覧
を実施する。
936単位自治会、
約18,500隣保で実施予定。

ア
市民活
動推進
課

Ⅲ 2 (1) 地域における男
女共同参画の基
盤づくりの推進

① 地域活動団体に
関わる男性の意
識変革と女性の
エンパワーメント
の促進

地域活動の中で常に男女平等意識
が徹底するよう継続的に啓発を行
う。

高齢者教養講座の開催
年１回
参加予定：700名

高齢者教養講座の開催
4月25日　参加者800名
テーマ 「笑いと健康～笑ってストレス解消！生活習慣
病予防！～」
決算額：108（千円）

A

男女共に関心が高い健康や生活
習慣病問題をテーマとした。

1 ◎

高齢者教養講座の開催
年１回
参加予定：700名
予算額：119（千円） ア

生きが
い推進
課

Ⅲ 2 (1) 地域における男
女共同参画の基
盤づくりの推進

① 地域活動団体に
関わる男性の意
識変革と女性の
エンパワーメント
の促進

地域活動の中で常に男女平等意識
が徹底するよう継続的に啓発を行
う。

・子ども会連合会にプランを周知し、啓発
に努める。
・連合PTA協議会にプランを周知し、啓
発に努める。
・幼稚園連合PTA協議会にプランを周知
し、啓発に努める。
・高等学校連合PTA協議会にプランを周
知し、啓発に努める。

子ども会連合会、各PTA協議会にプランの内容を周知
し、啓発につとめた。

B

男女を問わず、地域活動に参加
していただくよう依頼。

1 ◎

・子ども会連合会にプランを周知し、啓発
に努める。
・連合PTA協議会にプランを周知し、啓
発に努める。
・幼稚園連合PTA協議会にプランを周知
し、啓発に努める。
・高等学校連合PTA協議会にプランを周
知し、啓発に努める。・連合PTA協議会
にプランを周知し、啓発に努める。
・幼稚園連合PTA協議会にプランを周知
し、啓発に努める。
・高等学校連合PTA協議会にプランを周
知し、啓発に努める。

ア
生涯学
習課

Ⅲ 2 (1) 地域における男
女共同参画の基
盤づくりの推進

② 地域における学
習機会の提供(再
掲）

地域活動団体等に対し、市民講師
等を派遣し、男女共同参画に関する
出前講座を行う。また、公民館での
さまざまな講座において、ジェンダー
にとらわれない講座を開催する。

・市政出前講座の実施【再掲】
・公民館主催の教養講座、地域講座に
講師を派遣して実施する。【再掲】

・市政出前講座、公民館教養講座等の実施【再掲】
「みんなの男女共同参画」「ストップ！ＤＶ」等　11回

B

・男女共同参画推進のため、固
定的な役割分担にとらわれない
内容になっている。

1 ◎

・市政出前講座の実施【再掲】
・公民館主催の教養講座、地域講座に
講師を派遣して実施する。【再掲】

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅲ 2 (1) 地域における男
女共同参画の基
盤づくりの推進

② 地域における学
習機会の提供(再
掲）

地域活動団体等に対し、市民講師
等を派遣し、男女共同参画に関する
出前講座を行う。また、公民館での
さまざまな講座において、ジェンダー
にとらわれない講座を開催する。

教養講座の中で男女平等としたテーマに
限らず、幅広く人権に関する講座を各公
民館で年に２回開催する。
また、男性を対象とした料理教室や育児
教室、介護教室等を開催する
男性料理教室　33公民館で開催予定
実施回数　 241回　　参加者数　4,091名

教養講座の中で男女平等としたテーマに限らず、幅広
く人権に関する講座を各公民館で年に２回開催した。
また、男性を対象とした料理教室や育児教室、介護教
室等を開催した。
男性料理教室　33公民館で開催
実施回数　 241回　　参加者数　4,091名

B

男女別に開催するのではなく、男
女を特定せずに受講者が参加し
やすいよう人権講座として開催し
ている。

1 ◎

教養講座の中で男女平等としたテーマに
限らず、幅広く人権に関する講座を各公
民館で年に２回開催する。
また、男性を対象とした料理教室や育児
教室、介護教室等を開催する
男性料理教室　33公民館で開催予定
実施回数　 241回　　参加者数　4,091名

ア
生涯学
習課

Ⅲ 2 (1) 地域における男
女共同参画の基
盤づくりの推進

③ 地域における方
針決定過程への
女性の参画拡大

各種地域団体において、女性が団
体の意思決定に参画できるように、
役員への女性の登用などの促進に
向けて働きかける。

・男女共同参画に関するチラシを作成
し、自治会単位で回覧し啓発に努める。
・出前講座の中で地域における男女共同
参画に向けた啓発を行う。

・男女共同参画に関するパンフレット「みんなの男女共
同参画」を作成し、自治会を通じ全戸配布することで
啓発した。
・出前講座等の中で地域における男女共同参画の推
進に向けた啓発を行った。（出前講座11回）

B

・男女共同参画について分かりや
すい内容とした。
・イラストについて男女平等に関
する表現指針に配慮した。 1 ◎ ◎

・男女共同参画啓発パンフレット「みんな
の男女共同参画」を出前講座等の資料
として活用し、さらなる啓発に努める。
・出前講座等の中で地域における男女共
同参画の推進に向けた啓発を行う。

ウ
男女共
同参画
推進課

◎

◎



担当課

1 3 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
番
号

番
号

番
号

基本施策名
番
号

具体的施策名 具体的施策の概要 当初事業計画（予定） 事業の実績等
実施
状況

男女共同参画の推進
に関して配慮した内容

配慮
状況

所管
評価

総合
評価

事業計画（予定）
取組
方針

課

「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅲ 2 (1) 地域における男
女共同参画の基
盤づくりの推進

④ 地域活動団体の
活動状況の調査
と情報提供

自治会組織などの役員や活動への
女性の参画状況を調査するととも
に、モデルとなる取り組みを紹介す
るなど情報提供を行う。

・情報誌等で紹介する。 姫路市連合婦人会機関誌「婦人ひめじ」へ地域におけ
る男女共同参画の基盤づくりの推進について掲載し、
周知した。

B

・男女共同参画推進のため、固
定的な役割分担にとらわれない
内容になっている。

1 ◎

・情報誌等で紹介する。

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅲ 2 (1) 地域における男
女共同参画の基
盤づくりの推進

④ 地域活動団体の
活動状況の調査
と情報提供

自治会組織などの役員や活動への
女性の参画状況を調査するととも
に、モデルとなる取り組みを紹介す
るなど情報提供を行う。

・女性自治会長の就任状況を調査する。
毎年度当初に市連合自治会が住所・氏
名等の調査を行っており、その際に把握
する。
・自治会組織への女性の参画状況につ
いては、5年ごとを目処に調査を実施す
る予定。

・女性自治会長の就任状況を調査。毎年度当初に市
連合自治会が住所・氏名等の調査を行っており、その
際に把握した。
・自治会組織への女性の参画状況については、5年ご
とを目処に調査を実施する（次回実施は平成29年予
定）

B

地域における男女共同参画の基
盤づくりのための情報を収集する
内容とした。

2 ○

・女性自治会長の就任状況を調査する。
毎年度当初に市連合自治会が住所・氏
名等の調査を行っており、その際に把握
する。
・自治会組織への女性の参画状況につ
いては、5年ごとを目処に調査を実施す
る（次回実施は平成29年予定）

ア
市民活
動推進
課

Ⅲ 2 (1) 地域における男
女共同参画の基
盤づくりの推進

④ 地域活動団体の
活動状況の調査
と情報提供

自治会組織などの役員や活動への
女性の参画状況を調査するととも
に、モデルとなる取り組みを紹介す
るなど情報提供を行う。

老人クラブ会員名簿等で調査する。
女性の参画状況の調査を行うとともに、
モデルとなる取り組みについての情報提
供を行う。

老人クラブ役員の女性の参画状況

女性副会長１名（全５名）
女性常任理事１４名（全２８名）
女性校区会長０名（全７２名）
女性単位クラブ会長３３名（全６２６名）

B

老人クラブ役員の女性の参画状
況を把握した。

2 ○

老人クラブ会員名簿等で調査するととも
に、今後も女性の参画を推進できるよう
情報提供を行う。

ア
生きが
い推進
課

Ⅲ 2 (1) 地域における男
女共同参画の基
盤づくりの推進

④ 地域活動団体の
活動状況の調査
と情報提供

自治会組織などの役員や活動への
女性の参画状況を調査するととも
に、モデルとなる取り組みを紹介す
るなど情報提供を行う。

・子ども会連合会校区代表等への女性
の参画状況調査及び情報提供を行う。
　校区代表68名
・連合PTA協議会校区代表等への女性
の参画状況調査及び情報提供を行う。
　校区代表105名
・幼稚園連合PTA協議会校区代表等へ
の女性の参画状況調査及び情報提供を
行う。
　校区代表46名
・高等学校連合PTA協議会等への女性
の参画状況調査及び情報提供を行う。
　校区代表3名
・姫路市青少年健育運動推進事業にお
いて、健育委員約1,000名中、女性500名
を目標

・連合PTA協議会校区代表等への女性の参画状況調
査を実施
　PTA会長105名のうち9名が女性
・幼稚園連合PTA協議会校区代表等への女性の参画
状況調査を実施
　PTA会長46名のうち41名が女性
・高等学校連合PTA協議会等への女性の参画状況調
査を実施
　PTA会長3名のうち1名が女性
・姫路市青少年健育運動推進事業において、健育委
員約852名中、女性397名

B

・男女を問わず、委員の選出を依
頼。

1 ◎

・連合PTA協議会校区代表等への女性
の参画状況調査及び情報提供を行う。
　PTA会長105名
・幼稚園連合PTA協議会校区代表等へ
の女性の参画状況調査及び情報提供を
行う。
　PTA会長46名
・高等学校連合PTA協議会等への女性
の参画状況調査及び情報提供を行う。
　PTA会長3名
・姫路市青少年健育運動推進事業にお
いて、健育委員約1,000名中、女性500名
を目標

ウ
生涯学
習課

Ⅲ 2 (1) 地域における男
女共同参画の基
盤づくりの推進

⑤ 地域活動におけ
る男女共同参画
リーダーの育成

男女共同参画リーダー育成のため、
市･県・国・その他主催による研修や
講座等への参加の機会を提供す
る。

・女性リーダー養成を目的に国等が主催
する研修会に派遣するとともに成果の発
表を行う。

・女性リーダー養成を目的に国等が主催する研修会
に派遣し、その成果を発表。
  2会議  3人
・市民力養成講座①（兼コミュニケーションセミナー）の
開催【再掲】
　9・10月　全4回　延べ65人受講
・市民力養成講座②の開催【再掲】
　10・11月　全3回　延べ72人受講
・市民企画講座の開催【再掲】
　3月　全2回　延べ63人受講

B

・男女共同参画社会を推進する
女性リーダーを育成するため研
修の機会を提供した。

・男女共同参画推進のため、固
定的な役割分担にとらわれない
内容になっている。

1 ◎ ◎

・女性リーダー養成を目的に国等が主催
する研修会に派遣するとともに成果の発
表を行う。

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅲ 2 (2) 防災・防犯活動
における男女共
同参画の推進

① 防災分野等にお
ける女性の参画
促進

防災分野等に女性の視点やニーズ
を生かすため、女性の参画を促進
し、地域の安全の基盤づくりに努め
る。

防災関係会議等への女性の参画の促進
１回～２回　防災会議委員 ６０名

防災会議を１回開催し、委員58名中女性3名

C

防災関係機関へ防災会議委員へ
の女性の就任を要請した

2 △ △

防災関係会議等への女性の参画の促進
１回～２回　防災会議委員定員 ６０名

エ
危機管
理室

Ⅲ 2 (2) 防災・防犯活動
における男女共
同参画の推進

② 防災体制確立の
ための防災分野
における女性の
参加拡大

男女共同参画の視点に立った防災
体制を確立するために、各種防災訓
練や防災研修等を通じ、日頃からの
防災分野における女性の参加者を
拡大する。

・総合防災訓練や自主防災組織への女
性の参画を促進する。
・総合防災訓練、每年９月１日前後に実
施し、自主防災組織での訓練参加300名
予定
・市民防災大学を9月～11月の間、受講
者は、一般市民や自主防災組織のリー
ダー100名を予定、３回（１回～３回通じ
て同じ）

・総合防災訓練における自主防災訓練への女性参加
率１６％（参加者３００名のうち女性４８名）
・市民防災大学への女性申し込み率１４％（受講者８６
名の内１２名参加）

C

説明会において、積極的な女性
参加の呼びかけや、参加しやす
いような曜日設定をした。

2 △ △

・総合防災訓練へ参加する自主防災組
織への女性の参画を促進する。
・市民防災大学を9月～11月の間に開催
する

ウ
危機管
理室

○
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所管
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「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅲ 2 (2) 防災・防犯活動
における男女共
同参画の推進

③ 防災の計画段階
における男女共
同参画の推進

災害対応マニュアルの作成など防
災の計画段階における女性の参加
促進に努める。

防災関係会議等への女性の参画の促進
１回～２回　防災会議幹事会　６０名

防災会議幹事会を１回開催し、幹事55名中女性3名

C

防災関係機関へ防災会議幹事へ
の女性の就任を要請した

2 △ △

防災関係会議等への女性の参画の促進
１回～２回　防災会議幹事会　定員６０
名 エ

危機管
理室

Ⅲ 2 (2) 防災・防犯活動
における男女共
同参画の推進

④ 女性消防団員の
育成指導

消防団年間行事計画に基づいた各
種訓練等へ参加するなど、女性消
防団員の育成指導を行う。

・男性団員とともに応急手当指導員養成
講習（８時間×３回）を受講し、応急手当
指導員の資格を取得する
・年間計画に基づき各種訓練・研修等に
参加する

・女性団員１４人のうち、１３人が応急手当指導員の資
格を取得、資格を活かし普通救命講習を実施
・年間計画に基づき、新入団員教育訓練・水防訓練・
女性団員研修会・校区避難所運営訓練・着衣泳訓練・
女性団員意見交換会・FMゲンキ出演・年末火災特別
警戒・出初式・地区自主防災訓練指導等に参加

B

男女の固定的な役割分担にとら
われないように配慮

1 ◎ ◎

・応急手当指導員の資格未取得者に資
格を取らせる。
・応急手当指導員の資格を活かし、男性
団員とともに救命講習会を実施する。
・引き続き、年間計画に基づき男性団員
とともに各種訓練・研修等に参加する。

イ
消防局
総務課

Ⅲ 2 (3) 男女共同参画の
視点に立った環
境問題への取り
組みの推進

① 環境問題につい
ての啓発及び学
習機会の拡大

自然環境や生活環境の保全、循環
型社会の形成等の環境問題につい
ての認識を深めるための啓発及び
学習の機会の拡大を図る。

老若男女問わず多くの人に、網干環境
楽習センター（めぐりルート）を訪問しても
らい、ごみ処理を見学しながら環境問題
についての認識を深めてもらう。

当施設を訪問している男女比は4：6で女性の訪問数
は多い。

B

・布工房、ガラス工房等の実習教
室を開催
・訪問客に対し、ベビーカーの貸
出

1 ◎

老若男女問わず多くの人に、網干環境
楽習センター（めぐりルート）を訪問しても
らい、ごみ処理を見学しながら環境問題
についての認識を深めてもらう。

イ
エコパー
クあぼし

Ⅲ 2 (3) 男女共同参画の
視点に立った環
境問題への取り
組みの推進

① 環境問題につい
ての啓発及び学
習機会の拡大

自然環境や生活環境の保全、循環
型社会の形成等の環境問題につい
ての認識を深めるための啓発及び
学習の機会の拡大を図る。

環境学習イベントの開催３６回 環境学習イベントの開催３５回

B

男女共に参加しやすいように曜
日日時設定等に配慮した

1 ◎

環境学習イベントの開催３６回

ウ
環境政
策室

Ⅲ 2 (3) 男女共同参画の
視点に立った環
境問題への取り
組みの推進

② 男女による環境
問題への取り組
みの促進

地域における環境保全に向けた取り
組みへの男女の参加を促進する。

●姫路ｼﾃｨFM21による美化啓発CM及び
姫路ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞによる美化啓発ビデオ放
映（1,175千円）
●みどりの美化ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ（4/29)
（場所）大手前公園～大手前通他
（参加）自治会・婦人会・老人ｸﾗﾌﾞ他　約
1,000人
（内容）清掃ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ及び美化啓発
●美化啓発基金事業（3,297千円）
①環境と美化のつどい（9月下旬）
（場所）ｲｰｸﾞﾚひめじ
（内容）ﾘｻｲｸﾙ運動功労者表彰、まち美
化運動功労者表彰、日本ｴｺ川柳大賞表
彰、小中学生環境ﾎﾟｽﾀｰ表彰、講演会
②ひめじ環境ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ
（9月下旬）
（場所）大手前公園
（内容）市企業・各種団体による環境に
関するﾌﾞｰｽ展・ｽﾃｰｼﾞｲﾍﾞﾝﾄ他

●姫路ｼﾃｨFM21による美化啓発CM及び姫路ｹｰﾌﾞﾙﾃ
ﾚﾋﾞによる美化啓発ビデオ放映（1,196千円）
●みどりの美化ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ（4/29)
（場所）大手前公園～大手前通他
（参加）自治会・婦人会・老人ｸﾗﾌﾞ他　1,014人
（内容）清掃ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ及び美化啓発
●美化啓発基金事業（3,889千円）
①環境と美化のつどい（9/29）
（場所）ｲｰｸﾞﾚひめじ
（内容）ﾘｻｲｸﾙ運動功労者表彰、まち美化運動功労者
表彰、日本ｴｺ川柳大賞表彰、小中学生環境ﾎﾟｽﾀｰ表
彰、講演会
②ひめじ環境ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ
（9/28,29）
（場所）大手前公園
（内容）市企業・各種団体による環境に関するﾌﾞｰｽ展・
ｽﾃｰｼﾞｲﾍﾞﾝﾄ他

B

男女共同参画推進の観点から誰
でも参加しやすい開催日の設
定、また、女性が事業の企画運
営に参加しやすいよう配慮した。

2 ○ ○

●姫路ｼﾃｨFM21による美化啓発CM及び
姫路ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞによる美化啓発ビデオ放
映（1,218千円）
●みどりの美化ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ（4/29)
（場所）大手前公園～大手前通他
（参加）自治会・婦人会・老人ｸﾗﾌﾞ他　約
1,000人
（内容）清掃ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ及び美化啓発
●美化啓発基金事業（3,389千円）
①環境と美化のつどい（9月下旬）
（場所）ｲｰｸﾞﾚひめじ
（内容）ﾘｻｲｸﾙ運動功労者表彰、まち美
化運動功労者表彰、日本ｴｺ川柳大賞表
彰、小中学生環境ﾎﾟｽﾀｰ表彰、講演会
②ひめじ環境ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ
（9月下旬）
（場所）大手前公園
（内容）市企業・各種団体による環境に
関するﾌﾞｰｽ展・ｽﾃｰｼﾞｲﾍﾞﾝﾄ他

ア
美化業
務課

Ⅲ 2 (4) 地域における女
性団体の活性化
支援と参画促進

① 地域における女
性団体への支援

地域の女性団体を支援し、地域に根
ざした女性のまちづくり活動の活性
化を図る。

地域の女性団体を支援するため、女性
団体の実施する事業活動を助成する。

女性コミュニティ活動推進事業に対する補助金として
4,149,351円を交付
17校区　6,605人参加

B

補助対象となるイベント事業につ
いて、地域活動における男女共
同参画・参加の促進と地域社会
の活性化を図るためのものとなっ
ているか審査した。

1 ◎ ◎

地域の女性団体が地域の女性の連絡と
女性によるコミュニティ活動を推進するた
めに実施するイベント事業に対して助成
する。
250千円/件

ア
男女共
同参画
推進課

Ⅲ 3 (1) 男女共同参画の
視点に立った地
域おこし・まちづく
り・観光等を通じ
た地域の活性化
等の推進

① まちづくりに関す
る活動をしている
女性団体との連
携

まちづくりに関する活動を行う団体と
の連携により、女性のまちづくりへ
の参画を推進する。

・「地域の道・魅力を考える」検討会の開
催
・ホームページまたは機関紙などの発行
により、相互の情報交流を図る。

実績なし

F 3 × ×

国により播磨臨海地域道路網の事業化
に向けた手続きが進められている。地域
へのアンケート調査等が実施される予定
であるため、女性からの意見を得ていく
よう努める。

オ
交通計
画室

Ⅲ 3 (1) 男女共同参画の
視点に立った地
域おこし・まちづく
り・観光等を通じ
た地域の活性化
等の推進

② 観光分野におけ
る女性の参画促
進

若い世代及び男女共同参画の視点
から、観光推進に関する施策の検
討・研究を行う。

平成24年度までの「姫路市女性職員によ
る観光推進研究会」提案書内容につい
ての実施検討を引き続き行う。

「姫路市女性職員による観光交流研究会」による提案
により、和船運行や夜間ライトアップなど一定の成果
を納めることができた。

B

採用後概ね15年以内の女性職員
5名からなる「姫路市女性職員に
よる観光推進研究会」の提案書
に基づき、女性の視点を重視した
施策検討に努めた。

1 ◎ ◎

平成24年度までの「姫路市女性職員によ
る観光推進研究会」提案書内容につい
ての実施検討を引き続き行う。

イ
観光交
流推進
室

◎
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「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅲ 3 (1) 男女共同参画の
視点に立った地
域おこし・まちづく
り・観光等を通じ
た地域の活性化
等の推進

③ 男女共同参画の
視点に立った
NPO、ボランティ
ア団体等への支
援

市民活動に関する情報の収集・発信
を行うとともに人材育成・団体運営
等に関する講座・研修の実施、団体
の設立や運営、活動に関する相談
を行う。また団体の連携交流及び協
働の推進を図る。

1.情報の収集・発信
　センター通信の発行（12回）
　市民活動ネットひめじの運営など
2.講座・研修の実施
　個人対象2回、団体対象2回
3.相談業務の実施
4.連携交流及び協働の推進
　分野別連携交流会（2回）
　ひめじおんまつり（1回）

1.情報の収集・発信
　センター通信の発行（12回）
　市民活動ネットひめじの運営など
2.講座・研修の実施
　個人対象2回、団体対象2回
3.相談業務の実施
4.連携交流及び協働の推進
　分野別連携交流会（2回）
　ひめじおんまつり（1回）

B

男女共同参画推進のため、固定
的な役割分担にとらわれない事
業内容になるよう努めている。

2 ○ ○

1.情報の収集・発信
　センター通信の発行（毎月）
　市民活動ネットひめじの運営など
2.講座・研修の実施
3.相談業務の実施
4.連携交流及び協働の推進
　分野別連携交流会
　ひめじおんまつり

ア
市民活
動推進
課

Ⅲ 3 (1) 男女共同参画の
視点に立った地
域おこし・まちづく
り・観光等を通じ
た地域の活性化
等の推進

④ コミュニティビジ
ネスにおける女
性の参画支援等
による地域活性
化

NPO、ボランティア団体等によるコ
ミュニティビジネスの周知・啓発等を
行う。

NPO、ボランティア団体等によるコミュニ
ティビジネスに関する情報を収集すると
ともに、適宜センター通信や市民活動
ネットひめじ（ホームページ）等を活用し
て周知・啓発を行う。

NPO、ボランティア団体等によるコミュニティビジネス
に関する情報を収集し、随時センター通信や市民活動
ネットひめじ（ホームページ）等を活用して周知・啓発を
行った。 B

男女共同参画推進のため、固定
的な役割分担にとらわれない内
容になるよう努めている。

2 ○ ○

NPO、ボランティア団体等によるコミュニ
ティビジネスに関する情報を収集すると
ともに、適宜センター通信や市民活動
ネットひめじ（ホームページ）等を活用し
て周知・啓発を行う。

ア
市民活
動推進
課

Ⅳ 1 (1) 男女の均等な雇
用機会と待遇確
保の促進

① 男女雇用機会均
等法の啓発

男女雇用機会均等法の周知や固定
観念の是正に向けた啓発を関係機
関と連携して行う。

ホームページや広報誌、国・県等の関係
機関が作成したパンフレットやポスター
等の広報媒体等を活用した制度趣旨等
の普及啓発の実施

・男女雇用機会均等月間（６月）の実施（厚労省）啓発
ポスターの掲示
・均等法関係パンフレット等（厚労省）の窓口配付
・均等法等改正のポイントチラシの窓口配付
・関係各課の発行する機関誌への記事掲載
・ホームページによる情報発信

B

関係する法令や指針、制度等の
周知

2 ○ ○

ホームページや広報誌、国・県等の関係
機関が作成したパンフレットやポスター
等の広報媒体等を活用した制度趣旨等
の普及啓発の実施 ア

労働政
策課

Ⅳ 1 (1) 男女の均等な雇
用機会と待遇確
保の促進

② 国際人権基準
（ILO156号条約
等）の啓発

国際人権基準(ILO156号条約等)に
ついて内容の普及・浸透を図る。

・図書情報コーナーにてコーナー展示
・HPに掲載し周知する。

・図書情報コーナーにてコーナー展示
・HPに掲載し周知する。

B

・男女共同参画推進のため、固
定的な役割分担にとらわれない
内容になっている。 1 ◎ ◎

・図書情報コーナーにてコーナー展示
・HPに掲載し周知する。

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅳ 1 (1) 男女の均等な雇
用機会と待遇確
保の促進

③ 同一価値労働、
同一価値賃金に
向けた均等・均
衡待遇の取り組
みの推進

労働基準法等の関連法令の周知や
取り組みに対する啓発を関係機関と
連携して行う。

ホームページや広報誌、国・県等の関係
機関が作成したパンフレットやポスター
等の広報媒体等を活用した制度趣旨等
の普及啓発の実施

・関係パンフレット等（厚労省）の窓口配付
・ホームページによる情報発信

B

関係する法令や指針、制度等の
周知

2 ○ ○

ホームページや広報誌、国・県等の関係
機関が作成したパンフレットやポスター
等の広報媒体等を活用した制度趣旨等
の普及啓発の実施

ア
労働政
策課

Ⅳ 1 (2) セクシュアル・ハ
ラスメント等防止
の啓発

① セクシュアル・ハ
ラスメント防止の
ための啓発(再
掲）

男女雇用機会均等法及び同法に基
づく指針について周知を図る。

ホームページや広報誌、国・県等の関係
機関が作成したパンフレットやポスター
等の広報媒体等を活用した制度趣旨等
の普及啓発の実施

・男女雇用機会均等月間（６月）の実施（厚労省）啓発
ポスターの掲示
・均等法関係パンフレット等（厚労省）の窓口配付
・均等法等改正のポイントチラシの窓口配付
・関係各課の発行する機関誌への記事掲載
・ホームページによる情報発信

B

関係する法令や指針、制度等の
周知

2 ○ ○

ホームページや広報誌、国・県等の関係
機関が作成したパンフレットやポスター
等の広報媒体等を活用した制度趣旨等
の普及啓発の実施 ア

労働政
策課

Ⅳ 1 (2) セクシュアル・ハ
ラスメント等防止
の啓発

② パワーハラスメン
ト等防止のため
の啓発(再掲)

研修や講座の開催により、パワーハ
ラスメントなどのハラスメント問題に
ついての啓発を行う。

・あらゆる暴力防止セミナーの開催【再
掲】
・女性へのあらゆる暴力防止に関するパ
ンフレット等（相談案内カード）を作成し、
関係機関において配付【再掲】
・関係機関からのポスター・リーフレット
等の館内掲示【再掲】

・あらゆる暴力防止セミナー（兼子育て応援講座）の開
催【再掲】
　12月　全2回　延べ21人受講
・女性へのあらゆる暴力防止に関するパンフレット等
（相談案内カード）を作成し、関係機関において配付
【再掲】
・関係機関からのポスター・リーフレット等の館内掲示
【再掲】

B

・あらゆる暴力を根絶させるため
の内容になっている。

1 ◎ ◎

・あらゆる暴力防止セミナー（兼コミュニ
ケーションセミナー）の開催【再掲】
・女性へのあらゆる暴力防止に関するパ
ンフレット等（相談案内カード）を作成し、
関係機関において配付【再掲】
・関係機関からのポスター・リーフレット
等の館内掲示【再掲】

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅳ 1 (3) 女性の活躍によ
る経済社会の活
性化

① 起業についての
情報提供

国・県・市・商工会議所等からの起
業関連情報を提供する。

国・県・市・商工会議所等からの起業、経
営、融資等に関連する資料やパンフレッ
トを産業振興課「資料提供コーナー」に設
置する。また、産業振興課のホームペー
ジに情報を掲載していく。

国・県・市・商工会議所等からの起業、経営、融資等
に関連する資料やパンフレットを産業振興課「資料提
供コーナー」に設置し、産業振興課のホームページで
も情報を掲載した。 B

市作成のパンフレット等におい
て、男女の役割等の誤解を与え
ないものとした。

1 ◎ ◎

国・県・市・商工会議所等からの起業、経
営、融資等に関連する資料やパンフレッ
トを産業振興課「資料提供コーナー」に設
置する。また、産業振興課のホームペー
ジに情報を掲載していく。

ア
産業振
興課
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「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅳ 1 (3) 女性の活躍によ
る経済社会の活
性化

② 女性起業家ネット
ワークの構築の
推進

女性起業家が悩みや情報を共有で
きる場を設けることでネットワークを
構築する。

・キャリアアップセミナーの開催【再掲】
・チャレンジ支援セミナーの開催【再掲】
・市民力養成講座の開催【再掲】
・ひめじ女性チャレンジひろばでの情報
提供【再掲】
・チャレンジ相談の実施　月1回

・キャリアアップセミナーの開催【再掲】
　6月　全4回　延べ44人受講
・チャレンジ支援セミナーの開催【再掲】
　2月　全3回　延べ83人受講
・市民力養成講座①（兼コミュニケーションセミナー）の
開催【再掲】
　9・10月　全4回　延べ65人受講
・市民力養成講座②の開催【再掲】
　10・11月　全3回　延べ72人受講
・ひめじ女性チャレンジひろばでの情報提供【再掲】
・チャレンジ相談の実施　月1回　延べ31件

B

・働いている人が参加しやすい曜
日に開催した。
・一時保育を実施した。

1 ◎ ◎

・女性のチャレンジ支援セミナー１の開催
【再掲】

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅳ 1 (3) 女性の活躍によ
る経済社会の活
性化

③ 職業能力の開
発・向上に向けた
支援

女性自らが職業能力の開発･向上に
積極的に取り組むため、各種講座を
開催する。

・キャリアアップセミナーの開催【再掲】
・チャレンジ支援セミナーの開催【再掲】
・市民力養成講座の開催【再掲】
・市民企画講座の開催【再掲】
・ひめじ女性チャレンジひろばでの情報
提供【再掲】
･チャレンジ相談の実施【再掲】　月1回

・キャリアアップセミナーの開催【再掲】
　6月　全4回　延べ44人受講
・チャレンジ支援セミナーの開催【再掲】
　2月　全3回　延べ83人受講
・市民力養成講座①（兼コミュニケーションセミナー）の
開催【再掲】
　9・10月　全4回　延べ65人受講
・市民力養成講座②の開催【再掲】
　10・11月　全3回　延べ72人受講
・ひめじ女性チャレンジひろばでの情報提供【再掲】
・チャレンジ相談の実施【再掲】　月1回　延べ31件

B

・女性の職業能力の開発・向上に
向けた情報収集や提供を行っ
た。
・一時保育を実施した。

1 ◎

・あいめっせステップ・アップ塾の開催【再
掲】
・女性のチャレンジ支援セミナー１の開催
【再掲】
・女性のチャレンジ支援セミナー２の開催
（大学連携）【再掲】

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅳ 1 (3) 女性の活躍によ
る経済社会の活
性化

③ 職業能力の開
発・向上に向けた
支援

女性自らが職業能力の開発･向上に
積極的に取り組むため、各種講座を
開催する。

・職業訓練講座及び就職支援セミナーの
実施
【H25事業費】　13,029千円

・職業訓練講座及び就職支援セミナーの実施
・就業支援関係及び助成金関係リーフレットの窓口配
付 B

医療事務・介護職員初任者研修
等、女性ニーズが高い職業訓練
講座の開催 2 ○

・職業訓練講座及び就職支援セミナーの
実施
【H26事業費】12,953千円 ア

労働政
策課

Ⅳ 1 (3) 女性の活躍によ
る経済社会の活
性化

④ 女子学生の就業
支援

インターンシップ(就業体験)や講座
などを通じて、女子学生が主体的に
職業意識を形成できるよう支援す
る。また、企業に対し性別に関わら
ず公正な募集・採用を行うよう働き
かける。

・職業訓練講座及び就職支援セミナーの
実施
【H25事業費】　13,029千円
・インターンシップや就職面接会への支
援

・職業訓練講座及び就職支援セミナーの実施
・就業支援関係及び助成金関係リーフレットの窓口配
付
・わかものジョブセンターの運営
・合同就職面接会の開催
・インターンシップの支援

B

医療事務・介護職員初任者研修
等、女性ニーズが高い職業訓練
講座の開催

2 ○ ○

・職業訓練講座及び就職支援セミナーの
実施
【H26事業費】12,953千円
・インターンシップや就職面接会への支
援

ア
労働政
策課

Ⅳ 1 (3) 女性の活躍によ
る経済社会の活
性化

⑤ 活躍事例の発信
など女性の能力
発揮促進のため
の支援

経済情報誌「ファイル」で女性が活
躍している市内企業等を紹介し、啓
発に努める。

経済情報誌ファイルで、女性が活躍する
市内企業等に関する記事を掲載し、啓発
に努める。（経済情報誌は4000部制作
し、市内の多数の事業所に配布してい
る。）
25年度　1回掲載

経済情報誌ファイル冬号で、子育て支援取り組み企
業取材と題し、ワークライフバランスを実現する市内
企業に関する記事を掲載し、具体的な取り組みについ
て紹介した。（経済情報誌は4000部制作し、市内の多
数の事業所に配布している。） B

男女の固定的な役割分担等にと
らわれない内容となっている。

1 ◎ ◎

経済情報誌ファイルで、女性が活躍する
市内企業等に関する記事を掲載し、啓発
に努める。（経済情報誌は4000部制作
し、市内の多数の事業所に配布してい
る。）
25年度　1回掲載

ア
産業振
興課

○
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「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
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基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅳ 1 (3) 女性の活躍によ
る経済社会の活
性化

⑥ 女性の再チャレ
ンジ支援

再チャレンジする女性の職業能力の
開発・向上に向けて、関係機関と連
携し、各種講座の開催や情報提供
を行う。

・キャリアアップセミナーの開催【再掲】
・チャレンジ支援セミナーの開催【再掲】
・市民力養成講座の開催【再掲】
・市民企画講座の開催【再掲】
・ひめじ女性チャレンジひろばでの情報
提供【再掲】
･チャレンジ相談の実施【再掲】　月1回

・キャリアアップセミナーの開催【再掲】
　6月　全4回　延べ44人受講
・チャレンジ支援セミナーの開催【再掲】
　2月　全3回　延べ83人受講
・市民力養成講座①（兼コミュニケーションセミナー）の
開催【再掲】
　9・10月　全4回　延べ65人受講
・市民力養成講座②の開催【再掲】
　10・11月　全3回　延べ72人受講
・市民企画講座の開催【再掲】
　3月　全2回　延べ63人受講
・ひめじ女性チャレンジひろばでの情報提供【再掲】
・チャレンジ相談の実施【再掲】　月1回　延べ31件
・県立男女共同参画センターとの共同主催「出張！女
性のための働き方相談会」
　 3月　全1回　8人受講
・ハローワーク姫路との共同主催
「働きたいママの再就職準備セミナー」
　3月　全1回　11人受講

A

・子育て世代の女性が参加しや
すい日時に開催した。
・女性の職業能力の開発・向上に
向けた情報収集や提供を行っ
た。
・一時保育を実施した。

1 ◎

・あいめっせステップ・アップ塾の開催【再
掲】
・女性のチャレンジ支援セミナー１の開催
【再掲】
・市民企画講座の開催【再掲】

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅳ 1 (3) 女性の活躍によ
る経済社会の活
性化

⑥ 女性の再チャレ
ンジ支援

再チャレンジする女性の職業能力の
開発・向上に向けて、関係機関と連
携し、各種講座の開催や情報提供
を行う。

・職業訓練講座及び就職支援セミナーの
実施
【H25事業費】　13,029千円
・県立ものづくり大学校の利用促進に向
けた支援

・職業訓練講座及び就職支援セミナーの実施
・就業支援関係及び助成金関係リーフレットの窓口配
付
・県立ものづくり大学校の運営及び広報支援
・未就職学卒者等就職支援事業の実施

B

医療事務・介護職員初任者研修
等、女性ニーズが高い職業訓練
講座の開催

2 ○

・職業訓練講座及び就職支援セミナーの
実施
【H26事業費】12,953千円
・県立ものづくり大学校の利用促進に向
けた支援

ア
労働政
策課

Ⅳ 1 (3) 女性の活躍によ
る経済社会の活
性化

⑦ 在職中の女性に
対する職業訓練
など能力開発の
支援

職業訓練講座の開催や人材養成講
座等の受講に対する補助制度など
の支援を行う。

・職業訓練講座及び就職支援セミナーの
実施
【H25事業費】　13,029千円
・中小企業人材養成補助金の利用促進
【H25事業費】2,000千円

・職業訓練講座及び就職支援セミナーの実施
・人材養成講座等の受講に対する補助制度を実施
・就業支援関係及び助成金関係リーフレットの窓口配
付
・マザーズハローワーク姫路（労働局）への支援

B

医療事務・介護職員初任者研修
等、女性ニーズが高い職業訓練
講座の開催

2 ○ ○

・職業訓練講座及び就職支援セミナーの
実施
【H26事業費】12,953千円
・中小企業人材養成補助金の利用促進
【H26事業費】1,500千円

ア
労働政
策課

Ⅳ 1 (3) 女性の活躍によ
る経済社会の活
性化

⑧ 「Ｍ字カーブ問
題」の解消に向
けた取り組みの
推進

労働基準法等の関連法令の周知や
取り組みに対する啓発を関係機関と
連携して行う。また、職業訓練講座
等の事業を通じ、就業率の向上に資
する。

ホームページや広報誌、国・県等の関係
機関が作成したパンフレットやポスター
等の広報媒体等を活用した制度趣旨等
の普及啓発の実施
・職業訓練講座及び就職支援セミナーの
実施
【H25事業費】　13,029千円

・関係パンフレット等（厚労省）の窓口配付
・ホームページによる情報発信
・職業訓練講座及び就職支援セミナーの実施
・就業支援関係及び助成金関係リーフレットの窓口配
付 B

・関係する法令や指針、制度等の
周知
・医療事務・介護職員初任者研修
等、女性ニーズが高い職業訓練
講座の開催 2 ○ ○

ホームページや広報誌、国・県等の関係
機関が作成したパンフレットやポスター
等の広報媒体等を活用した制度趣旨等
の普及啓発の実施
・職業訓練講座及び就職支援セミナーの
実施
【H26事業費】　千円

ア
労働政
策課

Ⅳ 2 (1) 男女が共に育児
のための休暇・
育児休業、介護
休業をとりやすい
環境の整備

① 次世代育成支援
対策推進法の周
知

労働者や事業主に対する情報提供
を行い、法令の普及定着に努める。

ホームページや広報誌、国・県等の関係
機関が作成したパンフレットやポスター
等の広報媒体等を活用した制度趣旨等
の普及啓発の実施

･次世代育成支援対策推進法及びその支援事業等の
案内リーフレット等の窓口配付

B

関係する法令や指針、制度等の
周知

2 ○ ○

ホームページや広報誌、国・県等の関係
機関が作成したパンフレットやポスター
等の広報媒体等を活用した制度趣旨等
の普及啓発の実施 ア

労働政
策課

Ⅳ 2 (1) 男女が共に育児
のための休暇・
育児休業、介護
休業をとりやすい
環境の整備

② 育児休業制度の
情報提供

事業主や労働者に育児休業制度に
ついての情報提供を行い、制度の普
及定着に努める。

ホームページや広報誌、国・県等の関係
機関が作成したパンフレットやポスター
等の広報媒体等を活用した制度趣旨等
の普及啓発の実施

･育児休業制度及び育児休業等の支援事業の案内
リーフレット等の窓口配付

B

・育児、介護などの両立支援

2 ○ ○

ホームページや広報誌、国・県等の関係
機関が作成したパンフレットやポスター
等の広報媒体等を活用した制度趣旨等
の普及啓発の実施 ア

労働政
策課

Ⅳ 2 (1) 男女が共に育児
のための休暇・
育児休業、介護
休業をとりやすい
環境の整備

③ 介護休業制度の
情報提供

事業主や労働者に介護休業制度に
ついての情報提供を行い、制度の普
及定着に努める。

ホームページや広報誌、国・県等の関係
機関が作成したパンフレットやポスター
等の広報媒体等を活用した制度趣旨等
の普及啓発の実施

・介護休業制度及び介護休業制度支援事業等の案内
リーフレット等の窓口配布

B

・育児、介護などの両立支援

2 ○ ○

ホームページや広報誌、国・県等の関係
機関が作成したパンフレットやポスター
等の広報媒体等を活用した制度趣旨等
の普及啓発の実施 ア

労働政
策課

○



担当課

1 3 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
番
号

番
号

番
号

基本施策名
番
号

具体的施策名 具体的施策の概要 当初事業計画（予定） 事業の実績等
実施
状況

男女共同参画の推進
に関して配慮した内容

配慮
状況

所管
評価

総合
評価

事業計画（予定）
取組
方針

課

「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅳ 2 (2) 仕事と生活の調
和に関する意識
啓発の推進

① 家庭と仕事の両
立に向けた意識
の啓発

職場と家庭生活の両立のためのセミ
ナーの開催や母性保護、育児・介護
のための情報収集と提供を行う。ま
た、市内企業等の具体的な取り組み
について紹介する。

・（財）21世紀職業財団、厚生労働省の
パンフレットを配付
・ひめじ女性チャレンジひろばでの情報
提供【再掲】
・チャレンジ相談の実施【再掲】　月1回
・男性セミナー１の開催【再掲】
・男性セミナー２（兼ワーク・ライフ・バラン
スセミナー）の開催【再掲】
・女性学講座の開催【再掲】
・チャレンジ支援セミナーの開催【再掲】
・情報誌等で紹介する。【再掲】
・チャレンジ相談のアンケート調査を実施
する。
・事業所における男女共同参画に関する
取組等について調査を行う。

・（財）21世紀職業財団、厚生労働省のパンフレットを
配付
・ひめじ女性チャレンジひろばでの情報提供【再掲】
・チャレンジ相談の実施【再掲】　月1回　延べ31件
・男性セミナー１の開催
「男性の介護を考えるセミナー＆交流会」【再掲】　6月
全2回　延べ22人受講（うち男性延べ18人受講）
・男性セミナー２（兼ワーク・ライフ・バランスセミナー）
の開催
「男のセルフマネジメント講座」【再掲】　　6・7月　全4
回　延べ58人受講（うち男性延べ47人受講）
・女性学講座の開催（大学連携）【再掲】
　7月　全1回　96人受講
・チャレンジ支援セミナーの開催【再掲】
　2月　全3回　延べ83人受講
・講演会の開催【再掲】
　〇男女共同参画週間講演会
　　6月22日（土）　参加者数：243人
　テーマ：『パパはお天気キャスター～子育て、家事できるこ

とから考えよう～』

　　講師：正木　明（気象予報士・防災士）
・県立男女共同参画センターとの共同主催「出張！女
性のための働き方相談会」【再掲】　 3月　全1回　8人
受講
・ハローワーク姫路との共同主催「働きたいママの再
就職準備セミナー」【再掲】　3月　全1回　11人受講
・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行のパンフレッ
ト等により啓発
・チャレンジ相談のアンケート調査を実施した。

A

・一時保育を実施した。
・男女共同参画推進のため、固
定的な役割分担にとらわれない
内容になっている

1 ◎

・子育て応援講座の開催【再掲】
・女性のチャレンジ支援セミナー１の開催
【再掲】
・男性セミナー１の開催【再掲】
・男性セミナー２（兼ワーク・ライフ・バラン
スセミナー）の開催【再掲】

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅳ 2 (2) 仕事と生活の調
和に関する意識
啓発の推進

① 家庭と仕事の両
立に向けた意識
の啓発

職場と家庭生活の両立のためのセミ
ナーの開催や母性保護、育児・介護
のための情報収集と提供を行う。ま
た、市内企業等の具体的な取り組み
について紹介する。

経済情報誌ファイルで、女性が活躍する
市内企業等に関する記事を掲載し、啓発
に努める。（経済情報誌は4000部制作
し、市内の多数の事業所に配布してい
る。）
25年度　1回掲載

経済情報誌ファイル冬号で、子育て支援取り組み企
業取材と題し、ワークライフバランスを実現する市内
企業に関する記事を掲載し、具体的な取り組みについ
て紹介した。（経済情報誌は4000部制作し、市内の多
数の事業所に配布している。） B

男女の固定的な役割分担等にと
らわれない内容となっている。

1 ◎

経済情報誌ファイルで、女性が活躍する
市内企業等に関する記事を掲載し、啓発
に努める。（経済情報誌は4000部制作
し、市内の多数の事業所に配布してい
る。）
25年度　1回掲載

ア
産業振
興課

Ⅳ 2 (2) 仕事と生活の調
和に関する意識
啓発の推進

① 家庭と仕事の両
立に向けた意識
の啓発

職場と家庭生活の両立のためのセミ
ナーの開催や母性保護、育児・介護
のための情報収集と提供を行う。ま
た、市内企業等の具体的な取り組み
について紹介する。

ホームページや広報誌、国・県等の関係
機関が作成したパンフレットやポスター
等の広報媒体等を活用した制度趣旨等
の普及啓発の実施

・ﾘｰﾌﾚｯﾄ「仕事と生活のバランス」（年４回、ひょうご仕
事と生活センター）の窓口配付
・ワーク・ライフ・バランス関係パンフレット（国）の窓口
配布
・ワーク・ライフ・バランス関係ポスター（国）の掲示
・関係各課の発行する機関誌に記事掲載
・ホームページによる情報発信

B

関係する法令や指針、制度等の
周知

2 ○

ホームページや広報誌、国・県等の関係
機関が作成したパンフレットやポスター
等の広報媒体等を活用した制度趣旨等
の普及啓発の実施

ア
労働政
策課

○



担当課

1 3 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
番
号

番
号

番
号

基本施策名
番
号

具体的施策名 具体的施策の概要 当初事業計画（予定） 事業の実績等
実施
状況

男女共同参画の推進
に関して配慮した内容

配慮
状況

所管
評価

総合
評価

事業計画（予定）
取組
方針

課

「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅳ 2 (3) 男女がいきいき
と働き続けられる
労働条件と環境
の整備

① 労働時間短縮等
の普及促進

ワーク・ライフ・バランスへの転換を
促進するための情報提供を行う。

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行
のパンフレット等により啓発【再掲】
・男性セミナー１の開催【再掲】
・男性セミナー２（兼ワーク・ライフ・バラン
スセミナー）の開催【再掲】
・女性学講座の開催【再掲】
・講演会の開催【再掲】
　〇男女共同参画週間講演会
　　6月22日（土）
　　テーマ：『パパはお天気キャスター
　　　～子育て、家事　できることから考
えよう～』
　　講師：正木　明（気象予報士）
　　参加者数：280人(予定）

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行のパンフレッ
ト等により啓発【再掲】
・男性セミナー１の開催
「男性の介護を考えるセミナー＆交流会」【再掲】
　6月　全2回　延べ22人受講（うち男性延べ18人受
講）
・男性セミナー２（兼ワーク・ライフ・バランスセミナー）
の開催
「男のセルフマネジメント講座」【再掲】
　6・7月　全4回　延べ58人受講（うち男性延べ47人受
講）
・女性学講座の開催（大学連携）【再掲】
　7月　全1回　96人受講
・講演会の開催【再掲】
　〇男女共同参画週間講演会
　　6月22日（土）
　　テーマ：『パパはお天気キャスター
　　　～子育て、家事　できることから考えよう～』
　　講師：正木　明（気象予報士・防災士）
　　参加者数：243人

A

・一時保育を実施した。
・男女共同参画推進のため、固
定的な役割分担にとらわれない
内容になっている

1 ◎

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行
のパンフレット等により啓発【再掲】
・男性セミナー１の開催【再掲】
・男性セミナー２（兼ワーク・ライフ・バラン
スセミナー）の開催【再掲】
・講演会の開催【再掲】
　〇男女共同参画週間講演会
　　6月21日（土）
　　テーマ：『実践！ワーク・ライフバラン
ス　～働き方を変えれば、人生が変わる
～』
　　講師：小室　淑恵（㈱ワーク・ライフバ
ランス代表取締役）
　　参加者数：280人(予定）

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅳ 2 (3) 男女がいきいき
と働き続けられる
労働条件と環境
の整備

① 労働時間短縮等
の普及促進

ワーク・ライフ・バランスへの転換を
促進するための情報提供を行う。

ホームページや広報誌、国・県等の関係
機関が作成したパンフレットやポスター
等の広報媒体等を活用した制度趣旨等
の普及啓発の実施

・ﾘｰﾌﾚｯﾄ「仕事と生活のバランス」（年４回、ひょうご仕
事と生活センター）の窓口配付
・ワーク・ライフ・バランス関係パンフレット（国）の窓口
配布
・ワーク・ライフ・バランス関係ポスター（国）の掲示
・関係各課の発行する機関誌に記事掲載
・ホームページによる情報発信

B

関係する法令や指針、制度等の
周知

2 ○

ホームページや広報誌、国・県等の関係
機関が作成したパンフレットやポスター
等の広報媒体等を活用した制度趣旨等
の普及啓発の実施 ア

労働政
策課

Ⅳ 2 (3) 男女がいきいき
と働き続けられる
労働条件と環境
の整備

② ポジティブ・アク
ションの普及促
進

男女雇用機会均等法の周知や同法
に基づく国の取り組み等についての
情報提供を行う。

ホームページや広報誌、国・県等の関係
機関が作成したパンフレットやポスター
等の広報媒体等を活用した制度趣旨等
の普及啓発の実施

・男女雇用機会均等月間（６月）の実施（厚労省）啓発
ポスターの掲示
・均等法関係パンフレット等（厚労省）の窓口配付
・均等法等改正のポイントチラシの窓口配付
・関係各課の発行する機関誌への記事掲載
・ホームページによる情報発信

B

関係する法令や指針、制度等の
周知

2 ○ ○

ホームページや広報誌、国・県等の関係
機関が作成したパンフレットやポスター
等の広報媒体等を活用した制度趣旨等
の普及啓発の実施 ア

労働政
策課

Ⅳ 2 (3) 男女がいきいき
と働き続けられる
労働条件と環境
の整備

③ 労働条件向上の
推進

関係機関と連携し、労働相談業務等
を充実する。

・労働相談、雇用相談の実施
【H25事業費】437千円
・ハローワーク、労働基準監督署等の相
談窓口の活用促進

・労働相談の実施
　毎月第１・第３木曜日9:30 ～11:30
・その他窓口
姫路労働基準監督署  月～金 9-16:30
兵庫労働局総合労働相談コーナー 月～金
神戸労働条件相談センター 月～土
２１世紀職業財団兵庫事務所　等
・ﾊﾛｰﾜｰｸ　ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄHPｻｰﾋﾞｽ・雇用相談
・職業相談の実施・雇用情報ｺｰﾅｰ等の運営（市内25
カ所）
・わかものジョブセンターの運営
・生活安心ステーションHIMEJI(連合兵庫)
・マザーズハローワーク姫路(労働局)

B

子どもを持つ女性に配慮したマ
ザーズハローワーク

2 ○ ○

・労働相談、雇用相談の実施
【H26事業費】450千円
・ハローワーク、労働基準監督署等の相
談窓口の活用促進

ア
労働政
策課

Ⅳ 2 (3) 男女がいきいき
と働き続けられる
労働条件と環境
の整備

④ 働く女性のネット
ワーク拠点の整
備

男女共同参画推進センターを異業
種・異世代の働く女性の出会いと交
流の場とし、ネットワーク化を図る。

・キャリアアップセミナーの開催【再掲】
・チャレンジ支援セミナーの開催【再掲】
・市民力養成講座の開催【再掲】
・ひめじ女性チャレンジひろばでの情報
提供【再掲】
・チャレンジ相談の実施【再掲】　月1回

・キャリアアップセミナーの開催【再掲】
　6月　全4回　延べ44人受講
・チャレンジ支援セミナーの開催【再掲】
　2月　全3回　延べ83人受講
・市民力養成講座①（兼コミュニケーションセミナー）の
開催【再掲】
　9・10月　全4回　延べ65人受講
・市民力養成講座②の開催【再掲】
　10・11月　全3回　延べ72人受講
・ひめじ女性チャレンジひろばでの情報提供【再掲】
・チャレンジ相談の実施【再掲】　月1回　延べ31件

B

・働いている人が参加しやすい曜
日に開催した。
・一時保育を実施した。

1 ◎ ◎

・あいめっせステップ・アップ塾の開催【再
掲】
・女性のチャレンジ支援セミナー１の開催
【再掲】
・ひめじ女性チャレンジひろばでの情報
提供【再掲】
・チャレンジ相談の実施【再掲】　月1回 ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

○



担当課

1 3 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
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具体的施策名 具体的施策の概要 当初事業計画（予定） 事業の実績等
実施
状況

男女共同参画の推進
に関して配慮した内容
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所管
評価

総合
評価

事業計画（予定）
取組
方針

課

「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅳ 2 (3) 男女がいきいき
と働き続けられる
労働条件と環境
の整備

⑤ 職場における母
性保護の啓発

男女雇用機会均等法における母性
健康管理の措置や労働基準法にお
ける母性保護措置等を啓発する。

ホームページや広報誌、国・県等の関係
機関が作成したパンフレットやポスター
等の広報媒体等を活用した制度趣旨等
の普及啓発の実施

・男女雇用機会均等月間（６月）の実施（厚労省）啓発
ポスターの掲示
・均等法関係パンフレット等（厚労省）の窓口配付
・均等法等改正のポイントチラシの窓口配付
・関係各課の発行する機関誌への記事掲載
・ホームページによる情報発信

B

関係する法令や指針、制度等の
周知

2 ○ ○

ホームページや広報誌、国・県等の関係
機関が作成したパンフレットやポスター
等の広報媒体等を活用した制度趣旨等
の普及啓発の実施 ア

労働政
策課

Ⅳ 2 (3) 男女がいきいき
と働き続けられる
労働条件と環境
の整備

⑥ 男女共同参画の
推進に積極的に
取り組んでいる
事業所への優遇
策の検討

市が行う入札に際し、男女共同参画
に積極的に取り組んでいる事業所
等に対する優遇策等を調査・研究す
る。

男女共同参画に積極的に取り組んでい
る事業所等に対する優遇策等について、
他都市の事例を調査する。

内閣府の調査に協力する中で情報を収集した。

D

男女共同参画の推進に積極的に
取り組んでいる事業所への優遇
策等の内容と本市での普及につ
いて検討した。 2 △

内閣府の調査の集計結果等を参考に他
都市の取組状況を調査する。

カ
男女共
同参画
推進課

Ⅳ 2 (3) 男女がいきいき
と働き続けられる
労働条件と環境
の整備

⑥ 男女共同参画の
推進に積極的に
取り組んでいる
事業所への優遇
策の検討

市が行う入札に際し、男女共同参画
に積極的に取り組んでいる事業所
等に対する優遇策等を調査・研究す
る。

市が行う入札に際しての優遇策等を引き
続き検討していく。

検討したが、実施はしなかった。

E 3 ×

市が行う入札に際しての優遇策等を引き
続き検討していく。

カ 契約課

Ⅳ 2 (3) 男女がいきいき
と働き続けられる
労働条件と環境
の整備

⑦ 若年期における
自立支援の充実

わかものジョブセンター、若者サ
ポートステーションなどの若年層へ
の就職支援事業を通じ、職業的自
立とワーク・ライフ・バランスへの転
換を支援・促進する。

・わかものジョブセンターの運営
・若者サポートステーションの運営補助
・合同面接会の開催等の各種就労支援
事業の実施
【H25事業費】計30,579千円

・わかものジョブセンターの運営
・若者サポートステーションの運営補助及び支援
・合同就職面接会の開催
・職業訓練講座及び就職支援セミナーの実施
・インターンシップや就職支援セミナーの支援
・未就職学卒者等就職支援事業の実施

B

・子どもを持つ女性に配慮したマ
ザーズハローワーク
・医療事務・介護職員初任者研修
等、女性ニーズが高い職業訓練
講座の開催

2 ○ ○

・わかものジョブセンターの運営
・若者サポートステーションの運営補助
・合同面接会の開催等の各種就労支援
事業の実施
【H26事業費】計30,579千円

ア
労働政
策課

Ⅳ 2 (4) 多様な生き方、
多様な能力の発
揮を可能にする
ための支援

① ワーカーズ・コレ
クティブの育成と
支援

市内の生活研究グループや自主的
に農産物の販売を手掛けるグルー
プの活動を支援する。

・市民ふれあい朝市の開催(18回)
・姫路市農林漁業まつりの開催(2回)
・地域農産物のＰＲや情報提供
・地元農産物を使用した飲食店マップの
作成

・市民ふれあい朝市の開催(21回)
・姫路市農林漁業まつりの開催(2回)
・地域農産物のＰＲや情報提供
・地元農産物を使用した飲食店マップの作成 A

誰でも参加しやすい開催日の設
定に配慮した

2 ○ ○

・市民ふれあい朝市の開催(21回)
・姫路市農林漁業まつりの開催(2回)
・地域農産物のＰＲや情報提供
・地元農産物を使用した飲食店マップの
作成

ウ
農政総
務課

Ⅳ 2 (4) 多様な生き方、
多様な能力の発
揮を可能にする
ための支援

② パートタイム労働
法・労働者派遣
法の啓発

パートタイム労働者や派遣労働者の
雇用安定と労働条件の改善を図る
ため、パートタイム労働法、労働者
派遣法を周知する。

ホームページや広報誌、国・県等の関係
機関が作成したパンフレットやポスター
等の広報媒体等を活用した制度趣旨等
の普及啓発の実施

・ﾘｰﾌﾚｯﾄ「仕事と生活のバランス」（年４回、ひょうご仕
事と生活センター）の窓口配付
・ワーク・ライフ・バランス関係パンフレット（国）の窓口
配布
・ワーク・ライフ・バランス関係ポスター（国）の掲示
・関係各課の発行する機関誌に記事掲載
・ホームページによる情報発信

B

関係する法令や指針、制度等の
周知

2 ○ ○

ホームページや広報誌、国・県等の関係
機関が作成したパンフレットやポスター
等の広報媒体等を活用した制度趣旨等
の普及啓発の実施 ア

労働政
策課

Ⅳ 2 (4) 多様な生き方、
多様な能力の発
揮を可能にする
ための支援

③ 短時間勤務制
度、再雇用制度
等の普及・啓発

労働者や事業主に対する情報提供
を行い、制度の普及定着に努める。

ホームページや広報誌、国・県等の関係
機関が作成したパンフレットやポスター
等の広報媒体等を活用した制度趣旨等
の普及啓発の実施

・ﾘｰﾌﾚｯﾄ「仕事と生活のバランス」（年４回、ひょうご仕
事と生活センター）の窓口配付
・ワーク・ライフ・バランス関係パンフレット（国）の窓口
配布
・ワーク・ライフ・バランス関係ポスター（国）の掲示
・関係各課の発行する機関誌に記事掲載
・ホームページによる情報発信

B

関係する法令や指針、制度等の
周知

2 ○ ○

ホームページや広報誌、国・県等の関係
機関が作成したパンフレットやポスター
等の広報媒体等を活用した制度趣旨等
の普及啓発の実施 ア

労働政
策課

Ⅳ 3 (1) 女性の労働をめ
ぐる権利と社会
保障の普及・定
着

① 農業者年金の普
及啓発

農業者年金制度の見直し等の動向
を見ながら、女性の加入について啓
発を行う。

広報紙での啓発（１回）及び個別相談に
よる加入推進を行う（２名）

　広報紙「農業委員会だより１２月号」での啓発（１回）
及び個別訪問による加入推進を行った（３名）。

B

・男女問わず老後の備えに必要
なものであることを啓発。

1 ◎ ◎

広報紙での啓発（１回）及び個別相談に
よる加入推進を行う（２名）

ウ
農業委
員会事
務局

Ⅳ 3 (2) 女性の労働条件
の向上と労働に
対する正当な評
価

① 家族経営協定の
推進

家族経営協定の締結促進による女
性の地位向上、役割の明確化を図
る。

広報紙での啓発（１回）及び家族経営協
定が締結できる農家をリストアップし、出
来次第、個別の推進を行う（２名）

　広報紙での啓発は無し。
　農業者年金の加入推進の際に制度の説明を行っ
た。（３名）
　１２月の農業委員会の会議の際に、農業委員の地
域での活動に役立てるよう、制度の説明を行った。

B

　家族経営協定は、家族が対等
の立場で協議することが大切で
あると説明。

1 ◎ ◎

広報紙での啓発（１回）及び家族経営協
定が締結できる農家をリストアップし、出
来次第、個別の推進を行う（２名）

ウ
農業委
員会事
務局

×
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「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅳ 3 (2) 女性の労働条件
の向上と労働に
対する正当な評
価

② 女性の労働に関
する実態調査の
実施

農林水産業に従事する女性の現状
や問題点、ニーズ等を把握するため
実態調査を実施する。

・直売活動に関するアンケート調査の実
施

・直売活動に関するアンケート調査の実施

A

男女の固定観念にとらわれない
ように配慮した

2 ○

・直売活動に関するアンケート調査の実
施

イ
農政総
務課

Ⅳ 3 (2) 女性の労働条件
の向上と労働に
対する正当な評
価

② 女性の労働に関
する実態調査の
実施

農林水産業に従事する女性の現状
や問題点、ニーズ等を把握するため
実態調査を実施する。

直売イベント時に調査。 網干カキ祭り　1回
男性　40人
女性　10人
事業費　296万

B

直接女性従業者からの聞き取り
を行った。

2 ○

・網干カキ祭り
　男：女=5：1　予算200万
・妻鹿漁港ﾌｨｯｼｭﾓｰﾙﾌｪｽﾀ
　男：女=5：1　予算200万

イ
水産漁
港課

Ⅳ 3 (3) 女性の経営参画
の推進

① 女性の経営参画
推進に向けた働
きかけ

女性の職業意識の高揚と経営能力
の向上を図るための講座等を開催
するなど、女性の経営参画について
男女双方に働きかけを行う。

・女性学講座の開催【再掲】
・キャリアアップセミナーの開催【再掲】
・チャレンジ支援セミナーの開催【再掲】
・市民力養成講座の開催【再掲】
・ひめじ女性チャレンジひろばでの情報
提供【再掲】
・チャレンジ相談の実施【再掲】　月1回

・女性学講座の開催（大学連携）【再掲】
　7月　全1回　96人受講
・キャリアアップセミナーの開催【再掲】
　6月　全4回　延べ44人受講
・チャレンジ支援セミナーの開催【再掲】
　2月　全3回　延べ83人受講
・市民力養成講座①（兼コミュニケーションセミナー）の
開催【再掲】
　9・10月　全4回　延べ65人受講
・市民力養成講座②の開催【再掲】
　10・11月　全3回　延べ72人受講
・ひめじ女性チャレンジひろばでの情報提供【再掲】
・チャレンジ相談の実施【再掲】　月1回　延べ31件
・県立男女共同参画センターとの共同主催「出張！女
性のための働き方相談会」【再掲】
　 3月　全1回　8人受講
・ハローワーク姫路との共同主催
「働きたいママの再就職準備セミナー」【再掲】
　3月　全1回　11人受講

B

・女性の職業能力の開発・向上に
向けた情報収集や提供を行っ
た。
・一時保育を実施した。

1 ◎

・あいめっせステップ・アップ塾の開催【再
掲】
・女性のチャレンジ支援セミナー１の開催
【再掲】
・あらゆる暴力防止セミナー（兼コミュニ
ケーションセミナー）の開催【再掲】
・ひめじ女性チャレンジひろばでの情報
提供【再掲】
・チャレンジ相談の実施【再掲】　月1回

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅳ 3 (3) 女性の経営参画
の推進

① 女性の経営参画
推進に向けた働
きかけ

女性の職業意識の高揚と経営能力
の向上を図るための講座等を開催
するなど、女性の経営参画について
男女双方に働きかけを行う。

姫路地域農産物直売所連絡協議会にお
いて、食品表示等の講習会を開催する。

姫路地域農産物直売所連絡協議会において、食品表
示等の講習会を開催した（2月）

A

男女の固定観念にとらわれない
ように配慮した

2 ○

姫路地域農産物直売所連絡協議会にお
いて、食品表示等の講習会を開催する。

イ
農政総
務課

Ⅳ 3 (3) 女性の経営参画
の推進

① 女性の経営参画
推進に向けた働
きかけ

女性の職業意識の高揚と経営能力
の向上を図るための講座等を開催
するなど、女性の経営参画について
男女双方に働きかけを行う。

次代を担う優秀な人材づくりを目的に、
中小企業者を対象とした「人材養成セミ
ナー」を実施する。
 回数　6回程度【予定】
 受講者数250人【目標】
 予算額　2,000千円

次代を担う優秀な人材づくりを目的に、中小企業者を
対象とした「人材養成セミナー」を実施した。
　回数　10回
　受講者数　621人
　委託料　2,000千円

A

男女の役割等の誤解を与えない
ものとした。

1 ◎

次代を担う優秀な人材づくりを目的に、
中小企業者を対象とした「人材養成セミ
ナー」を実施する。
 回数10回程度【予定】
 受講者数350人【目標】
 予算額　2,500千円

ア
産業振
興課

Ⅳ 3 (3) 女性の経営参画
の推進

② 中心市街地商店
街店舗実態調査
の実施

中心市街地商店街店舗の実態調査
を通じて、女性経営者の現況を把握
する。

24年度に実施した調査結果を元に分析
等を行う。
対象：中心市街地商店街等の組合員
方法：各商店街組合等の協力により、ア
ンケートを配布・回収
サンプル数：配布数-638、回収数-262

中心市街地商店街実態調査を元に、女性経営者の割
合を分析した。

店舗責任者の性別比率は、男性2：女性1となってい
る。(男性：66.7%、女性：32.5%)

C

商店街における女性の経営参画
状況を把握するため、店舗責任
者の性別を回答項目に入れた。

1 ○ ○

中心市街地商店街店舗調査からの分析
は、単年度事業のため、終了するが、中
心市街地商店街空き店舗対策事業(賃
料補助等)の助成を通じて、引き続き女
性経営者の新規出店状況を把握する。

イ
産業振
興課

Ⅳ 3 (3) 女性の経営参画
の推進

③ 農林水産業関係
団体の意思決定
の場への女性の
参画の推進

農林水産業関係団体における意思
決定の場への女性の参画促進のた
めの働きかけを行う。

・姫路地域農産物直売所連絡協議会役
員への女性登用の継続

・姫路地域農産物直売所連絡協議会役員への女性登
用の継続（役員13名中助成7名）

A

女性の労働に対する正当な評価

2 ○ ○

・姫路地域農産物直売所連絡協議会役
員への女性登用の継続

イ
農政総
務課

○

○
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「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅳ 3 (3) 女性の経営参画
の推進

④ 「6次産業化」を
推進する女性の
起業活動等の推
進

農商工連携を推進する展示商談会
の開催支援（広報PR）、地域の農林
漁業者等に対する販路開拓、技術
研修会等の開催及び6次産業化の
推進に必要な設備整備等の支援を
行う。

・農商工連携並びに6次産業化を推進す
る事業についての広報等を行う

・６次産業化研修会の開催(1回)　　　　　　　　　　　　　・
ふれあい朝市、農林漁業まつりにおいてＰＲ

A

男女の固定観念にとらわれない
ように配慮した

2 ○

・農商工連携並びに6次産業化を推進す
る事業についての広報等を行う

ア
農政総
務課

Ⅳ 3 (3) 女性の経営参画
の推進

④ 「6次産業化」を
推進する女性の
起業活動等の推
進

農商工連携を推進する展示商談会
の開催支援（広報PR）、地域の農林
漁業者等に対する販路開拓、技術
研修会等の開催及び6次産業化の
推進に必要な設備整備等の支援を
行う。

農商工連携を推進する事業についての
広報PR等を行う。

農商工連携に関連する資料やパンフレットを産業振興
課「資料提供コーナー」に設置し、産業振興課のホー
ムページでも情報を掲載した。

B

広く周知できるようにわかりやす
い配架・HP掲載に努めた。

1 ◎

農商工連携を推進する事業についての
広報PR等を行う。

ア
産業振
興課

Ⅴ 1 (1) 人権尊重につな
がる年齢に応じ
た性教育の推進

① あらゆる機会を
通じた「性と人
権」に関する意識
啓発

パンフレット等の作成や各種講座･
講演会の開催を通して、若年層も視
野に入れた性と人権に関する意識
啓発を行うとともに、デートDVに関
する出前講座を実施する。

・女性学講座の開催【再掲】
・女性の心とからだセミナーの開催
・あらゆる暴力防止セミナーの開催【再
掲】
・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行
のパンフレット等により啓発【再掲】
・図書情報コーナーにて啓発【再掲】
・高校生を対象としたデートＤＶ出前講座
の実施【再掲】

・女性学講座の開催（大学連携）【再掲】
　7月　全1回　96人受講
・女性の心とからだセミナー①の開催
　8月　全1回　延べ32人受講
・女性の心とからだセミナー②の開催
　10・11月　全3回　延べ130人受講
・あらゆる暴力防止セミナー（兼子育て応援講座）の開
催【再掲】　12月　全2回　延べ21人受講
・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行のパンフレッ
ト等により啓発【再掲】
・女性へのあらゆる暴力防止に関するパンフレット等
（相談案内カード）を作成し、関係機関において配付
【再掲】
・図書情報コーナーにて啓発【再掲】
・高校生、大学生を対象とした「デートＤＶ」出前講座
【再掲】　2回　約372人

B

・男女共同参画推進のため、固
定的な役割分担にとらわれない
内容になっている。

1 ◎ ◎

・女性の心とからだセミナーの開催【再
掲】
・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行
のパンフレット等により啓発【再掲】
・図書情報コーナーにて啓発【再掲】
・高校生を対象としたデートＤＶ出前講座
の実施【再掲】

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅴ 1 (1) 人権尊重につな
がる年齢に応じ
た性教育の推進

② 学齢に応じた性
教育授業の実施

小学校入学以前の幼児期を含め
て、各年齢層に応じた内容で性教育
を行う。

・「性教育指導の手引き（小学校編・中学
校編）」の活用による性教育の推進
・小中性教育担当者会で実践発表及び
研究授業の公開及び教材教具の作成と
共有
・性教育講演会の実施　各１回／小・中
・保健所との連携による思春期保健出前
授業の実施（全中学校１・３年生対象）

・小学校保健性教育担当者会は３ブロックに分けて研
究授業の実施及び教材制作を行った。
・中学校教育研究会性教育部会では、11月12日　中
学校性教育研究発表会書写中学校において公開授
業及び「今時の中学生にとっての性」と題して助産師
による講演会を実施　　　　　　　　　　　　　　　・　保健
所との連携による思春期保健出前授業の実施（全中
学校１・３年生対象）

B

男女平等の精神に基づく正しい
異性観を持ち、自分の性、異性
の性をとらえて未来を切り拓いて
いく力をつけていくというめあてを
持って性教育を実施。

2 ○ ○

・「性教育指導の手引き（小学校編・中学
校編）」の活用による性教育の推進
・小中性教育担当者会での授業研究及
び講演会を実施　　　　　　　　　　　　　　・
保健所との連携による思春期保健出前
授業の継続実施 イ

健康教
育課

Ⅴ 1 (1) 人権尊重につな
がる年齢に応じ
た性教育の推進

③ 思春期保健活動
の推進

思春期の複雑な問題に対し電話や
面接にて相談を受ける。また市内の
中学1年生と3年生に対し、思春期出
前授業により、命の大切さ、性感染
症などの正しい知識を普及し相談先
を紹介することでさらなる思春期保
健の充実を図る。

思春期相談
電話・来所による相談

思春期出前授業　（180千円）
（思春期の子どもたちに命の大切さや性
感染症などの正しい知識、相談先につい
て伝える）
　中学1年生　37回
　中学3年生　37回
その他要望のある学校、学年に対し、随
時実施

思春期相談
電話・来所による相談

思春期出前授業　（180千円）
（思春期の子どもたちに命の大切さや性感染症などの
正しい知識、相談先について伝える）
　中学1年生　37回
　中学3年生　37回
その他要望のある学校、学年に対し、随時実施

A

男女の固定的な役割分担等にと
らわれないよう配慮した。

1 ◎ ◎

思春期相談
電話・来所による相談

思春期出前授業　（161千円）
（思春期の子どもたちに命の大切さや性
感染症などの正しい知識、相談先につい
て伝える）
　中学1年生　38回
　中学3年生　37回
その他要望のある学校、学年に対し、随
時実施

ア
保健所
健康課

○
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「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅴ 1 (2) 性と生殖に関す
る健康と権利（リ
プロダクティブ・
ヘルス／ライツ）
の確立

① リプロダクティブ・
ヘルス／ライツ
の意識啓発

講座･講演会の開催やパンフレットを
作成･配布し、関係機関と連携を図り
ながら結婚・妊娠・出産などリプロダ
クティブ・ヘルス／ライツの考え方に
理解を深める。またデートDVなどの
出前講座を実施する中で若い世代
への意識啓発を図る。

男女共同参画推進センターと協力して啓発に努めた。
・男女共同参画推進センター主催講座やデートDVに
関する出前講座等を実施した。

B

男女ともに参加者を募り、性別に
関わらず知識を習得できる機会
を提供した。

1 ◎

・講座等の開催について、男女共同参画
推進センターと協力して実施する。
・ちらしにリプロダクティブ・ヘルス／ライ
ツに関する内容を掲載するよう検討す
る。 エ

男女共
同参画
推進課

Ⅴ 1 (2) 性と生殖に関す
る健康と権利（リ
プロダクティブ・
ヘルス／ライツ）
の確立

① リプロダクティブ・
ヘルス／ライツ
の意識啓発

講座･講演会の開催やパンフレットを
作成･配布し、関係機関と連携を図り
ながら結婚・妊娠・出産などリプロダ
クティブ・ヘルス／ライツの考え方に
理解を深める。またデートDVなどの
出前講座を実施する中で若い世代
への意識啓発を図る。

・女性学講座の開催【再掲】
・女性の心とからだセミナーの開催【再
掲】
・あらゆる暴力防止セミナーの開催【再
掲】
・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行
のパンフレット等により啓発【再掲】
・図書情報コーナーにて啓発【再掲】
・高校生を対象としたデートＤＶ出前講座
の実施【再掲】

・女性学講座の開催（大学連携）【再掲】
　7月　全1回　96人受講
・女性の心とからだセミナー①の開催
　8月　全1回　延べ32人受講
・女性の心とからだセミナー②の開催
　10・11月　全3回　延べ130人受講
・あらゆる暴力防止セミナー（兼子育て応援講座）の開
催【再掲】
　12月　全2回　延べ21人受講
・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行のパンフレッ
ト等により啓発【再掲】
・女性へのあらゆる暴力防止に関するパンフレット等
（相談案内カード）を作成し、関係機関において配付
【再掲】
・図書情報コーナーにて啓発【再掲】
・高校生、大学生を対象とした「デートＤＶ」出前講座
【再掲】　2回　約372人

B

・男女共同参画推進のため、固
定的な役割分担にとらわれない
内容になっている。

1 ◎

・女性の心とからだセミナーの開催【再
掲】
・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行
のパンフレット等により啓発【再掲】
・図書情報コーナーにて啓発【再掲】
・高校生を対象としたデートＤＶ出前講座
の実施【再掲】

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅴ 1 (2) 性と生殖に関す
る健康と権利（リ
プロダクティブ・
ヘルス／ライツ）
の確立

② 「性の商品化」の
問題性について
の啓発

情報誌等への掲載などあらゆる機
会を活用し、「性の商品化」の問題
性を取り上げ、人権としての性につ
いての啓発を推進する。

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行
のパンフレット等により啓発【再掲】
・図書情報コーナーで啓発【再掲】
・男女共同参画基礎講座の開催【再掲】

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行のパンフレッ
ト等により啓発【再掲】
・図書情報コーナーで啓発【再掲】
・男女共同参画基礎講座の開催【再掲】
　5・6・7月　全3回　延べ58人受講

B

・男女共同参画推進のため、固
定的な役割分担にとらわれない
内容になっている。

1 ◎ ◎

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行
のパンフレット等により啓発【再掲】
・図書情報コーナーで啓発【再掲】
・あいめっせステップ・アップ塾の開催【再
掲】

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅴ 1 (3) さまざまなメディ
アによる性や健
康に関する正確
な情報の提供

① 性や健康に関す
る情報提供のた
めのメディアの効
果的な活用

広報ひめじと地域メディアを連動さ
せた啓発を行うとともに、情報誌や
ホームページ等を活用し、性や健康
に関する情報提供を行う。また産学
官民の連携、ネットワークによる広
報・啓発活動を検討する。

・広報ひめじ、ミニコミ紙、姫路ケーブル
テレビ、ＦＭＧenkiなどの地域メディアや
情報誌、ホームページ、SNS等を活用
し、情報提供や広報・啓発活動を行う。
【再掲】
・労働関係団体や大学等の教育機関に
対し、チラシやパンフレット等の配布を依
頼する。【再掲】

・広報ひめじ、ミニコミ紙、姫路ケーブルテレビ、ＦＭＧ
enkiなどの地域メディアや情報誌、婦人ひめじ、ホー
ムページ、SNS等を活用し、情報提供や広報・啓発活
動を行った。【再掲】
・労働関係団体や大学等の教育機関に対し、チラシ等
の配布を依頼した。【再掲】

B

・男女共同参画推進のため、固
定的な役割分担にとらわれない
内容になっている。

1 ◎

・広報ひめじ、ミニコミ紙、姫路ケーブル
テレビ、ＦＭＧenkiなどの地域メディアや
情報誌、ホームページ、SNS等を活用
し、情報提供や広報・啓発活動を行う。
【再掲】
・労働関係団体や大学等の教育機関に
対し、チラシやパンフレット等の配布を依
頼する。【再掲】

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅴ 1 (3) さまざまなメディ
アによる性や健
康に関する正確
な情報の提供

① 性や健康に関す
る情報提供のた
めのメディアの効
果的な活用

広報ひめじと地域メディアを連動さ
せた啓発を行うとともに、情報誌や
ホームページ等を活用し、性や健康
に関する情報提供を行う。また産学
官民の連携、ネットワークによる広
報・啓発活動を検討する。

・ホームページを活用した情報提供
・主管課におけるホームページ作成や更
新業務のサポート
・姫路ケーブルテレビ「ウィークリーひめ
じ」（1日3回1週間単位で放送の15分番
組）で啓発

・人権意識を高め、人権問題を身近に考えるため、他
課主催の様々な啓発・交流・学習活動を放送した。

B

各課が作成するホームページの
更新業務のサポートや、テレビ放
送などを通して市として情報提供
の場を多く設けることで、男女共
同参画の啓発につながった。

1 ◎

・ホームページを活用した情報提供
・主管課におけるホームページ作成や更
新業務のサポート
・姫路ケーブルテレビ「ウィークリーひめ
じ」（1日3回1週間単位で放送の15分番
組）で啓発

ア 広報課

Ⅴ 1 (3) さまざまなメディ
アによる性や健
康に関する正確
な情報の提供

② 地域の施設を拠
点とした性・健康
に関する学習機
会の提供

市内の大学などにおいてＨＩＶ感染症
等に関するリーフレットの配布などに
より啓発を行う。

・エイズイベント・講演会の開催
　市内大学・高校・中学等
・キャンペーン3回
　6月初旬の検査普及週間・12月1日の
世界エイズデー前後に街頭等において
若年層をターゲットにパンフレット、啓発
グッズを配布予定。市内関係機関にポス
ター掲示依頼
・広報ひめじ、ミニコミ誌、ホームページ、
FMGenki等で情報提供予定。

・エイズ・性感染症の講演開催　学生対象４回835人、
企業対象100人
・エイズクリスマスイベントの開催　210人参加
・大学祭で検査カード、ちらし等の配布　300部配布
・街頭キャンペーン（姫路駅前）2回　1000部配布
・エイズ検査普及週間・世界エイズデー啓発ポスター
各1,000ヶ所に掲示依頼
・エイズポスター展の開催
・広報ひめじ、ミニコミ誌、ホームページ、FMGenki等で
情報提供

A

・教育機関と連携し、多数参加で
きるよう日程や時間などを調整し
た。
・エイズクリスマスイベントの企
画・実施を男女学生と一緒に実
施した。 1 ◎ ◎

・エイズイベント・キャンペーンの開催
6月初旬の検査普及週間・12月1日の世
界エイズデー前後等に街頭等において
若年層をターゲットにパンフレット、啓発
グッズを配布予定。市内関係機関にポス
ター掲示依頼
・広報ひめじ、ミニコミ誌、ホームページ、
FMGenki等で情報提供予定。

ア
保健所
予防課

◎

◎
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「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
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Ⅴ 2 (1) 母子保健対策の
充実

① 母性機能の重要
性についての意
識啓発

次世代へ生命を引き継ぐ重要な役
割を担う母性機能が尊重・保護され
るよう学習の機会を提供する。

妊産婦支援事業
マタニティサポート教室
・両親学級（ママパパ教室）
  保健ｾﾝﾀｰ、中央保健福祉ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ
で実施
　開催回数　26回／年
・歯の教室と歯科健診
  保健所・保健ｾﾝﾀｰで実施
　　24回600名（定員25名/回）
・栄養の教室
　妊婦料理教室と離乳食づくり及び食事
診断
  保健所、西保健ｾﾝﾀｰで実施
　開催回数　12回/年

妊産婦支援事業(976千円）
マタニティサポート教室
・両親学級（ママパパ教室）
  開催回数　26回／年 456組
・歯の教室と歯科健診
  24回/年
　　妊婦歯科健診：237名
　　歯の健康教室：226名
　　　　　　　　　　（内男性4名）
・栄養の教室
  開催回数　12回/年　149名
　　　　　　　　　（内男性11人）

B

男女の固定的な役割分担等にと
らわれない内容、両親で子育て
に取り組めるよう意識付けを行
い、共に参加しやすい曜日時間
設定に配慮し、案内や申し込み
時にも伝えた。

1 ◎ ◎

妊産婦支援事業
マタニティサポート教室
・両親学級（ママパパ教室）
  保健ｾﾝﾀｰで実施
　開催回数　26回／年
・歯と栄養の教室
保健所・保健センターで実施
　講話編　12回/年
　講話と調理実習・食事診断
  　　12回/年
・妊婦歯科検診
　対象者に受診券発行

ア
保健所
健康課

Ⅴ 2 (1) 母子保健対策の
充実

② 女性の健康問題
についての相談
の実施

生涯を通じた女性の健康を支援する
ために女性を対象とする健康相談を
実施する。

・女性のための健康相談の実施　月1回 ・女性のための健康相談の実施
　月1回　相談受付件数　8件
　保健所と連携し事業を実施した。 B

・相談内容等に配慮し、女性のみ
を対象としている。

1 ◎

・女性のための健康相談の実施　月1回

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅴ 2 (1) 母子保健対策の
充実

② 女性の健康問題
についての相談
の実施

生涯を通じた女性の健康を支援する
ために女性を対象とする健康相談を
実施する。

・女性の健康相談　　12回
・妊婦健康診査費助成事業　（354,326千
円）
・特定不妊治療費助成事業　　（85,576千
円）
【再掲】
マタニティサポート教室
妊婦歯科健診

・女性の健康相談　8回9人
・妊婦健康診査費助成事業
　　7658件（309,035千円）
・特定不妊治療費助成事業
　　637件　（79,060千円）
【再掲】
マタニティサポート教室
妊婦歯科健診

B

健診、相談時間を予約制にし、子
育て中の女性が参加しやすいよ
う配慮した。

2 ○

・女性の健康相談　　12回
・妊婦健康診査費助成事業　（331,444千
円）
・特定不妊治療費助成事業　　（96,628千
円）
【再掲】
マタニティサポート教室

ア
保健所
健康課

Ⅴ 2 (1) 母子保健対策の
充実

③ 不妊治療への支
援

不妊治療の実施医療機関の情報を
提供する。また、特定不妊治療費の
助成を行う。

【再掲】
特定不妊治療費助成事業

【再掲】
特定不妊治療費助成事業

B

母子保健に対する情報が得られ
やすいよう配慮を行った

2 ○ ○

【再掲】
特定不妊治療費助成事業

ア
保健所
健康課

Ⅴ 2 (1) 母子保健対策の
充実

④ 母子健康手帳の
充実

母子健康手帳交付時にすべての妊
婦と保健師が面接することで、よりき
め細かく妊娠早期からの相談支援
体制を整備する。

母子健康手帳交付　（1,500千円）
【全妊婦面接相談支援事業】
「子育て手帳の交付」

母子健康手帳の交付　(1,491千円)
  外国語版母子健康手帳を
   含む交付数　   　5,036件
          （内　外国語版9件） B

男女の固定的な役割分担等にと
らわれない内容、両親で子育て
に取り組めるよう意識付けを行っ
た。 1 ◎ ◎

母子健康手帳交付　（7,417千円）
【全妊婦面接相談支援事業】
「子育て手帳の交付」

イ
保健所
健康課

Ⅴ 2 (1) 母子保健対策の
充実

⑤ 在住外国人向け
母子保健情報の
提供

母子保健に関する事業については
「外国人のための生活ガイド」(文化
交流課国際室発行）に記載し情報提
供する。

母子保健に関する事業については「外国
人のための生活ガイド」(文化交流課国
際室発行）に記載し情報提供する。

保健所の事業については、「外国人のための生活ガイ
ド」（国際課発行）に記載。

B

母子保健に対する情報が得られ
やすいよう配慮を行った。

2 ○ ○

母子保健に関する事業については「外国
人のための生活ガイド」(文化交流課国
際室発行）に記載し情報提供する。 ウ

保健所
健康課

Ⅴ 2 (1) 母子保健対策の
充実

⑥ 乳幼児健康診査
の充実

すべての健診未受診者に対し文書
での再通知に加え訪問等でアプロー
チすることで未受診者の減少を図
る。また、健診回数を増やし全員面
接相談を実施し相談支援体制の充
実を図る。

乳児健康診査
 医療機関で実施
　・　4か月児健診
　・10か月児健診
1歳6か月児健康診査
　保健ｾﾝﾀｰ、保健福祉ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰで実
施
3歳児健康診査
　保健ｾﾝﾀｰ、保健福祉ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰで実
施

乳児健康診査
　・4か月児健診 4,844人(受診率98.2%)
　・10か月児健診 4,602人（受診率94.4%）
1歳6か月児健康診査
　　4,779人（受診率96.5%）
3歳児健康診査
　  4,814人（受診率95.8%）

B

男女の固定的な役割分担等にと
らわれないよう配慮した。

1 ◎ ◎

乳児健康診査
 医療機関で実施
　・　4か月児健診
　・10か月児健診
1歳6か月児健康診査
　保健ｾﾝﾀｰ（分室含む）で実施
3歳児健康診査
　保健ｾﾝﾀｰ（分室含む）で実施

イ
保健所
健康課

Ⅴ 2 (1) 母子保健対策の
充実

⑦ マタニティサポー
ト教室(ママパパ
教室）の開催(再
掲）

両親ともに学習機会を設けることで
母性機能の尊重や保護、父親として
妊娠期からの子育て参加を積極的
に推進する。

【再掲】
マタニティサポート教室
・両親学級（ママパパ教室）
・歯の健康教室

【再掲】
マタニティサポート教室
・両親学級（ママパパ教室）
・歯の健康教室 B

男女の固定的な役割分担等にと
らわれない内容、両親で子育て
に取り組めるよう意識付けを行
い、共に参加しやすい曜日時間
設定に配慮し、案内や申し込み
時にも伝えた。

1 ◎ ◎

【再掲】
マタニティサポート教室
・両親学級（ママパパ教室）
・歯と栄養の教室 ア

保健所
健康課

○
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Ⅴ 2 (1) 母子保健対策の
充実

⑧ 妊娠・出産等に
関する健康支援

母子健康手帳交付時の早期面接か
ら、出産後4か月までに実施する乳
児家庭全戸訪問事業により相談支
援体制の充実を図る。母子健康手
帳交付時に、マタニティマークグッズ
を配布する。

【再掲】
母子健康手帳交付
【全妊婦面接相談支援事業】
乳児家庭全戸訪問事業

【再掲】
母子健康手帳交付
【全妊婦面接相談支援事業】
乳児家庭全戸訪問事業 A

男女の固定的な役割分担等にと
らわれない内容、両親で子育て
に取り組めるよう意識付けを行っ
た。 1 ◎ ◎

【再掲】
母子健康手帳交付
【全妊婦面接相談支援事業】
乳児家庭全戸訪問事業 ア

保健所
健康課

Ⅴ 2 (1) 母子保健対策の
充実

⑨ 小児救急医療体
制の確保

休日や夜間の初期救急診療を担う、
休日・夜間急病センターの診察体制
の確保に努める。また、子どもの急
病時の救急医療電話相談を実施す
る。

・休日・夜間急病センターの管理運営
・後送医療機関の確保
・小児救急医療体制の確保
・小児救急電話相談窓口の開設

・休日・夜間急病センターの管理運営
・後送医療機関の確保
・小児救急医療体制の確保
　　夜間：365日、休日昼間：71日
　　小児患者数：20,431人
・小児救急電話相談窓口の開設
　　夜間：365日、休日昼間：71日
　　相談件数：4,640件

B

少子化や女性の社会進出等が進
む中で、安心して子どもを産み、
健やかに育てる環境の整備を推
進する

2 ○ ○

・休日・夜間急病センターの管理運営
・後送医療機関の確保
・小児救急医療体制の確保
・小児救急電話相談窓口の開設

ア
保健福
祉推進
室

Ⅴ 2 (2) ライフステージに
応じた健康の保
持・増進対策の
充実

① 女性の心とから
だについての理
解の促進

女性のライフステージごとの身体的・
精神的変化について、女性、男性共
に理解を深められる内容のパンフ
レット等を作成したり、関係部署と共
同して講座・講演会の開催を検討す
る。

・図書情報コーナーにおいて啓発【再掲】
・ウエーブレット、あいめっせ通信等の情
報パンフレットの作成
・女性学講座の開催【再掲】
　「学生のためのライフプランニング講
座」
・女性の心とからだセミナーの開催【再
掲】

・図書情報コーナーにおいて啓発【再掲】
・ウエーブレット、あいめっせ通信等の情報パンフレッ
トの作成
・女性学講座の開催（大学連携）【再掲】
　「学生のためのライフプランニング講座」　7月　全1
回　96人受講
・女性の心とからだセミナー①の開催
　8月　全1回　延べ32人受講
・女性の心とからだセミナー②の開催
　10・11月　全3回　延べ130人受講

B

・男女共同参画推進のため、固
定的な役割分担にとらわれない
内容になっている。

1 ◎

・図書情報コーナーにおいて啓発【再掲】
・ウエーブレット、あいめっせ通信等の情
報パンフレットの作成
・女性の心とからだセミナーの開催【再
掲】

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅴ 2 (2) ライフステージに
応じた健康の保
持・増進対策の
充実

① 女性の心とから
だについての理
解の促進

女性のライフステージごとの身体的・
精神的変化について、女性、男性共
に理解を深められる内容のパンフ
レット等を作成したり、関係部署と共
同して講座・講演会の開催を検討す
る。

【再掲】
女性の健康相談の実施

こころの健康相談の実施
その他随時訪問、来所、面接相談の実
施

【再掲】
女性の健康相談の実施

専門医によるこころの健康相談（36回　115人）
精神保健福祉相談事業で相談に対応

B

男女を問わず、誰でも参加できる
よう参加者を募った。

2 ○

【再掲】
女性の健康相談の実施

専門医によるこころの健康相談（839千
円）
精神保健福祉相談事業で相談に対応

ウ
保健所
健康課

Ⅴ 2 (2) ライフステージに
応じた健康の保
持・増進対策の
充実

② 思春期保健活動
の推進(再掲）

思春期の複雑な問題に対し電話や
面接にて相談を受ける。また市内の
中学1年生と3年生に対し、思春期出
前授業により、命の大切さ、性感染
症などの正しい知識を普及し相談先
を紹介することでさらなる思春期保
健の充実を図る。

【再掲】
思春期相談
・電話・来所による相談
　
思春期出前授業

【再掲】
思春期相談
・電話・来所による相談
　
思春期出前授業

A

男女の固定的な役割分担等にと
らわれないよう配慮した。

1 ◎ ◎

【再掲】
思春期相談
・電話・来所による相談
　
思春期出前授業

ア
保健所
健康課

Ⅴ 3 (1) 相談機能の充実
とネットワークづ
くり

① 男女共同参画推
進センターの相
談機能の充実

女性に関するさまざまな問題の相談
窓口を充実させるとともに、総合的
な相談体制の確立に向けて市内外
の関係諸機関との連携強化を図る。
また、男性相談の実施を検討する。

相談員2名(非常勤嘱託）
電話相談　火　　　　　10:00～16:00
　　　　　　　水･金　　　10:00～18:00
面接相談　火・木･土　10:00～16:00
　　　　　　　水･金　　　10:00～18:00
法律相談　毎月第2火曜日13:30～15:30
・「中播磨地域配偶者からの暴力に係る
相談ネットワーク会議」への参加
・男性セミナー２（兼ワーク・ライフ・バラン
スセミナー）の開催【再掲】

・相談件数　1260件
　　（内訳）　面接　357件　電話　848件　法律55件
・共催事業
　女性の権利110番　6月28日（金）実施　相談件数18
件
・播磨地域女性問題相談員等会議兼姫路市ＤＶ防止
庁内ネットワーク会議の開催　8月29日（木）【再掲】
・中播磨地域配偶者からの暴力に係る相談ネットワー
ク会議への参加　2月21日（金）【再掲】
・各種研修に参加
　DVテーマ別実務研修
　DV被害者のこころのケア
　男女共同参画相談担当者研修　等
・男性セミナー２（兼ワーク・ライフ・バランスセミナー）
の開催
「男のセルフマネジメント講座」【再掲】
　6・7月　全4回　延べ58人受講（うち男性延べ47人受
講）

A

・相談内容等に配慮し、女性の
み、男性のみを対象としている。

1 ◎ ◎

相談員2名(非常勤嘱託）
電話相談　火　　　　　10:00～16:00
　　　　　　　水･金　　　10:00～18:00
面接相談　火・木･土　10:00～16:00
　　　　　　　水･金　　　10:00～18:00
法律相談　毎月第2火曜日13:30～15:30
・「中播磨地域配偶者からの暴力に係る
相談ネットワーク会議」への参加
・男性セミナー１の開催【再掲】

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

○



担当課
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「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅴ 3 (1) 相談機能の充実
とネットワークづ
くり

② 男女の心身の健
康相談の充実

男女が心身のバランスのとれた健康
づくりを行えるよう健康相談の充実
を図る。

生活習慣病相談の実施（165千円）
　42回／年
【再掲】
女性の健康相談の実施
こころの健康相談の実施　　　(887千円）
その他随時訪問、来所、面接相談の実
施

生活習慣病相談（随時相談を含む）の実施（75千円）
17回443人
【再掲】
女性の健康相談の実施
精神保健福祉相談事業で相談に対応
専門医によるこころの健康相談

B

男女を問わず、誰でも参加できる
よう参加者を募った。

2 ○ ○

生活習慣病相談（随時相談を含む）の実
施
（247千円）
45回
【再掲】
女性の健康相談の実施
精神保健福祉相談事業で相談に対応
専門医によるこころの健康相談

ウ
保健所
健康課

Ⅴ 3 (2) 健康づくり体制の
推進と予防対策
の充実

① 女性特有の疾病
に関する検診に
ついての啓発活
動の推進

子宮がん、乳がんなど女性特有の
疾病に関する検診受診率の向上を
図るとともに思春期出前授業等によ
り若い年齢からの健康教育等による
普及啓発を行う。

・思春期出前授業（全中学１，３年対象）
での普及啓発を実施： 40校
・乳がん検診（集団、医療機関、がんセッ
ト）の実施 ： 101,578千円　11,400人
・子宮がん検診（集団、医療機関、妊婦、
がんセット） ： 87,668千円　17,210人
※特定の年齢の女性に乳がん・子宮頸
がん検診無料クーポン券の送付（がん検
診推進事業の推進）
※妊婦健康診査費助成事業のなかで子
宮頸がん検診費助成

・思春期出前授業での普及啓発を実施： 37校
・乳がん検診 ：　7,633人 　63,536千円
・子宮がん検診 ：　14,054人　　56,773千円
※特定の年齢の女性に乳がん・子宮頸がん検診無料
クーポン券の送付（がん検診推進事業の推進）
※妊婦健康診査費助成事業のなかで子宮頸がん検
診費助成 B

家族の健康ということに重点を置
き、女性だけのという意識ではな
く男性に対しても受診啓発の機会
を多く設定するように考慮した。
子宮がんについては検診開始年
齢を18歳に引下げ、思春期事業
と合わせて十代からのがん検診
意識の啓発に配慮した。

2 ○ ○

・思春期出前授業での普及啓発： 40校
・乳がん検診（集団、医療機関）の実施 ：
105,053千円　9,600人
・子宮がん検診（集団、医療機関、妊婦）
の実施 ： 85,482千円　12,600人
※乳がん（40～60歳）、子宮がん（30～50
歳）において好発期無料検診事業の実
施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
妊婦健康診査費助成事業のなかで子宮
頸がん検診費助成

ア
保健所
予防課

Ⅴ 3 (2) 健康づくり体制の
推進と予防対策
の充実

② 生涯を通じた男
女の健康づくりの
機会提供

性別や年齢に関わらず、また就業状
況、子育ての状況に関わらず、誰も
が生涯を通じた健康づくりができる
機会を提供する。

親子対象のイベント等の実施
・市民体力テスト会（年6回　600名）
・市民歩こう会（年6回　600名）

親子対象のイベント等の実施
・市民体力テスト会（年6回　528名）
・市民歩こう会（年6回のうち1回は雨天中止　749名）

B

歩こう会については、さまざまな
距離を設定し、性別や年齢に関
わらず参加しやすくした。

1 ◎ ◎

親子対象のイベント等の実施
・市民体力テスト会（年6回　600名）
・市民歩こう会（年6回　750名）

ア
スポー
ツ振興
課

Ⅴ 3 (2) 健康づくり体制の
推進と予防対策
の充実

③ 骨粗しょう症の予
防対策の充実

骨量測定の検診等、骨粗しょう症の
予防対策により健康の保持増進を
図る。

・健康教育で女性の健康づくりの普及啓
発を実施
・集団骨粗しょう症検診の実施（女性の
み）  ：   3,942千円　2,400人
・市民がんセット検診における骨粗しょう
症検診の実施（女性のみ）：1,801千円
1,750人

・健康教育で女性の健康づくりの普及啓発を実施
6回　　178人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・集団骨
粗しょう症検診の実施  ：　2,555人　4,341千円
・市民がんセット検診における骨粗しょう症検診の実
施  ：　1,700人　1,750.千円

A

検診結果について経年的な変化
がわかる様式に変更したことから
受診者数の増加につながったと
考える。 1 ◎ ◎

・健康教育で女性の健康づくりの普及啓
発を実施
・集団骨粗しょう症検診の実施（女性の
み）  ：   5,014千円　3,000人
・女性が進んで他のがん検診と同時に受
診できる体制の整備

ア
保健所
予防課

Ⅴ 3 (2) 健康づくり体制の
推進と予防対策
の充実

④ 女性医師配置の
医療機関の情報
提供

女性医師による診察を行う医療機関
の情報提供を行う。

・女性のための健康相談の実施【再掲】
月1回
・関係機関発行のパンフレット等による情
報提供

・女性のための健康相談の実施【再掲】
　月1回　相談受付件数　8件
　保健所と連携し事業を実施した。
・関係機関発行のパンフレット等による情報提供 B

・相談内容等に配慮し、女性のみ
を対象としている。

1 ◎

・女性のための健康相談の実施【再掲】
月1回
・関係機関発行のパンフレット等による情
報提供 ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅴ 3 (2) 健康づくり体制の
推進と予防対策
の充実

④ 女性医師配置の
医療機関の情報
提供

女性医師による診察を行う医療機関
の情報提供を行う。

随時相談などに対応する。 随時相談などに対応した。

B

男女の固定的な役割分担等にと
らわれないよう配慮した。

2 ○

女性医師による診察を行う医療機関の
情報提供を行う。

ウ
保健所
健康課

Ⅴ 3 (2) 健康づくり体制の
推進と予防対策
の充実

⑤ 女性参画による
医療体制の充実

臨床研修医に対し奨励金を貸与す
ることで、市内医療機関における医
師を確保するとともに、女性医師の
定着化を促進する。

・姫路市臨床研修医奨励金の貸与
　募集定員：前期研修医19名、後期研修
医31名

・姫路市臨床研修医奨励金の貸与
　貸与人数：前期研修医9名、後期研修医18名
（27名中、女性医師7名）

C

臨床研修医に対し奨励金を貸与
することで、市内医療機関におけ
る医師を確保するとともに、女性
医師の定着化を促進する。

2 △ △

・姫路市臨床研修医奨励金の貸与
　募集定員：前期研修医14名、後期研修
医26名

ウ
保健福
祉推進
室

Ⅵ 1 (1) ユニバーサルデ
ザインの視点に
立った「まちづく
り」の推進

① 歩道の整備・改
修

妊娠中の女性や子ども、障害者、高
齢者等さまざまな人が、「まち」に出
て暮らしを広げていけるよう、歩道の
整備を行う。

やさしい歩道づくり事業
　歩道改良延長　600m

やさしい歩道づくり事業
　歩道改良延長　582m

B

・妊娠中の女性をはじめ、すべて
のひとにやさしい、歩きやすい歩
道になるよう配慮した。

1 ◎

やさしい歩道づくり事業
　歩道改良延長　480m

ウ
道路整
備改善
課

Ⅵ 1 (1) ユニバーサルデ
ザインの視点に
立った「まちづく
り」の推進

① 歩道の整備・改
修

妊娠中の女性や子ども、障害者、高
齢者等さまざまな人が、「まち」に出
て暮らしを広げていけるよう、歩道の
整備を行う。

・白鳥57号線（大白書橋）側道橋設置（自
歩道橋）下部工の施工

・平成25年度に事業着手したが、現場状況の影響に
よる不測の日時を要したため、年度内に工事が完了し
ていない状況である。

C

・年度内完了には至らなかった
が、目標達成のため、工事の進
捗が進むよう努力した。

2 △

・白鳥57号線（大白書橋）側道橋設置（自
歩道橋）下部工の施工
・繰越事業費56,044千円
・H26現年事業費57,000千円

ウ
道路建
設課

○

○
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「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅵ 1 (1) ユニバーサルデ
ザインの視点に
立った「まちづく
り」の推進

② 公共交通機関の
バリアフリー化

妊娠中の女性や子ども、障害者、高
齢者等さまざまな人が公共交通機
関を容易に利用できるよう、ノンス
テップバス等の導入や鉄道駅舎の
バリアフリー化を促進する。

・ノンステップバス購入の助成
　5台（大型ハイブリッド2台、大型2台、中
型1台）
・鉄道駅舎のバリアフリー化の助成
　JR野里駅（エレベーター1基、多機能ト
イレ等の整備）

・ノンステップバス購入の助成
　5台（大型ハイブリッド2台、大型2台、中型1台）
・鉄道駅舎のバリアフリー化の助成
　JR野里駅（エレベーター1基、多機能トイレ等の整
備）

B

ノンステップバスの導入、駅舎の
バリアフリー化により、妊娠中の
女性や子ども連れの人の外出を
促進することができる。 2 ○ ○

・ノンステップバス購入の助成
　5台（大型ハイブリッド2台、大型2台、中
型1台）

ア
保健福
祉推進
室

Ⅵ 2 (1) 地域ぐるみの介
護支援

① ホームページへ
の介護情報掲載

ホームページに地域の介護情報等
を掲載し、介護に対する理解を深め
るとともに、地域介護を支援する。

介護保険課のホームページに、市内の
介護サービス事業者に関する情報を掲
載する。

介護保険課のホームページに、市内の介護サービス
事業者に関する情報（市内介護保険サービス事業者
一覧、認知症対応型共同生活・小規模多機能型居宅
介護事業所の情報の公表等）を掲載した。

B

特になし

3 △ △

介護保険課のホームページに、市内の
介護サービス事業者に関する情報を掲
載する。

ア
介護保
険課

Ⅵ 2 (1) 地域ぐるみの介
護支援

② 男女で支え合う
育児・介護情報
の提供

「育児・介護の社会化」を自分の問
題として受け止め、地域社会全体で
の取り組みとなるような情報を発信
していく。

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行
のパンフレット等により啓発【再掲】
・図書情報コーナーで啓発【再掲】
・男女共同参画基礎講座の開催【再掲】
・男性セミナー１の開催【再掲】

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行のパンフレッ
ト等により啓発【再掲】
・図書情報コーナーで啓発【再掲】
・男女共同参画基礎講座の開催【再掲】
　5・6・7月　全3回　延べ58人受講
・男性セミナー１の開催
「男性の介護を考えるセミナー＆交流会」【再掲】
　6月　全2回　延べ22人受講（うち男性延べ18人受
講）

B

・男女共同参画推進のため、固
定的な役割分担にとらわれない
内容になっている。

1 ◎ ◎

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行
のパンフレット等により啓発【再掲】
・図書情報コーナーで啓発【再掲】
・あいめっせステップ・アップ塾の開催【再
掲】
・男性セミナー２（兼ワーク・ライフ・バラン
スセミナー）の開催【再掲】

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅵ 2 (1) 地域ぐるみの介
護支援

③ 障害者在宅福祉
サービスの推進

ホームヘルパーの派遣や短期入所
等の活用により、在宅生活を支援す
るとともに、家族介護者の身体的・
精神的負担の軽減を図る。

障害福祉サービスの給付
　・居宅介護　　　　　　402,301千円
　・重度訪問介護　　　320,085千円
　・同行援護　　　　　　 26,539千円
　・行動援護　　　　　　 12,428千円
　・短期入所　　　　　  111,018千円
　・日中短期入所　　　 13,585千円
　・訪問入浴サービス　13,333千円
　・移動支援　　　　　　 76,190千円
　　　　　　　　　　　計　975,479千円

障害福祉サービスの給付
　・居宅介護　　　　　　408,339千円
　・重度訪問介護　　　385,143千円
　・同行援護　　　　　    24,980千円
　・行動援護　　　　　　  11,916千円
　・短期入所　　　　　   104,123千円
　・日中短期入所　　　 10,112千円
　・訪問入浴サービス　14,495千円
　・移動支援　　　　　　 84,638千円
　　　　　　　　　　　計1,043,746千円

A

・障害者の在宅生活を支援し、家
庭介護者の負担の軽減を図る。

1 ◎ ◎

障害福祉サービスの給付
　・居宅介護             412,616千円
　・重度訪問介護      429,260千円
　・同行援護              27,876千円
　・行動援護              12,285千円
　・短期入所             101,598千円
　・日中短期入所       10,966千円
　・訪問入浴サービス 14,441千円
　・移動支援               91,983千円
                         計1,101,025千円

ア
障害福
祉課

Ⅵ 2 (1) 地域ぐるみの介
護支援

④ 福祉ボランティア
の育成

社会福祉協議会の活動支援を通じ
て、高齢者支援を担うボランティアの
育成を推進する。

・手話、ボランティア等の育成事業の実
施
・福祉ボランティアの支援

社会福祉協議会の支援を通じて、手話ボランティアの
育成事業を実施し、福祉ボランティアの支援を行っ
た。 B

男女の固定的な役割分担等にと
らわれない内容となっている。

1 ◎ ◎

・手話、ボランティア等の育成事業の実
施
・福祉ボランティアの支援 ウ

地域福
祉課

Ⅵ 2 (1) 地域ぐるみの介
護支援

⑤ 高齢者を地域で
支えるサポー
ターの育成

認知症への普及啓発の促進のため
認知症サポーターと、地域で高齢者
支援を担うあんしんサポーターを育
成し、高齢者が安心して暮らし続け
ることのできる地域づくりを推進す
る。

認知症への理解を深め、認知症本人や
家族の応援者となる認知症サポーターを
養成する。（養成目標3,000人）　また、地
域や介護保険施設等において助け合い
活動や社会参加活動を行うあんしんサ
ポーターを養成する。（年2回開催予定）

【認知症サポーター】
1,476人
【あんしんサポーター養成】
2回（1回つき5回の講習を実施） C

高齢者が安心して暮らし続けるこ
とのできる地域づくりの推進に関
し、男女の区別なくサポーターの
養成を行っている。 2 △ △

認知症への理解を深め、認知症本人や
家族の応援者となる認知症サポーターを
養成する。（養成目標3,000人）　また、地
域や介護保険施設等において助け合い
活動や社会参加活動を行うあんしんサ
ポーターを養成する。（年1回開催予定）

イ
保健福
祉推進
室

Ⅵ 2 (1) 地域ぐるみの介
護支援

⑥ 包括的支援事業
の実施

地域包括支援センターにおいて、地
域の高齢者を支援するために介護
予防ケアマネジメント、総合相談支
援、権利擁護、包括的・継続的ケア
マネジメント支援の各業務を行う。

23か所の地域包括支援センターにおい
て、随時、高齢者または関係者から、保
健・医療・福祉に関する相談に対応す
る。（必要に応じ処遇検討会議の開催な
ど関係機関と連携）

【処遇検討会議開催実績】189件
【相談対応実績】
20,497件

A

高齢者全体の地域生活を支援す
るために、男女の区別なく対応を
行っている。

2 ○ ○

23か所の地域包括支援センターにおい
て、随時、高齢者または関係者から、保
健・医療・福祉に関する相談に対応す
る。（必要に応じ処遇検討会議の開催な
ど関係機関と連携）

イ
保健福
祉推進
室
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「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅵ 2 (1) 地域ぐるみの介
護支援

⑦ 介護予防事業の
実施

高齢者が介護の必要な状態となるこ
とを予防するための教室の開催や、
高齢者やその家族に対する介護予
防に関する知識・意識の普及啓発な
どを行う。

①【介護予防普及啓発講演会・相談会】
②【地域介護予防活動支援事業】
③【介護予防サポーター養成講座】
①生活機能の維持・向上を積極的に図
り、高齢者本人の自己実現を形成するこ
とができるよう、医師、歯科医師、保健師
等により、介護予防に関する知識の普及
を保健福祉サービスセンター等において
講義形式で行う。
②介護予防の考え方やそのための活動
等を地域において普及させる人材を育成
する。また、地域における効果的な介護
予防活動を支援する仕組みについて、大
学に委託し、研究を行う。
③介護予防活動の支援のために、介護
予防サポーターの養成と、地域で介護予
防活動の支援を行う
【予算額　8,275千円】

①【介護予防普及啓発講演会・相談会】
実施1,154回
参加者延数24,413人
②【地域介護予防活動支援事業】
実施260回
参加延人数2,568人
③【介護予防サポーター養成講座】
実施1回
 参加者延数20人

A

高齢者が、地域で支えあいなが
ら暮らしていく地域づくりを支える
サポーターを男女の区別なく養成
し派遣している。

2 ○ ○

①【介護予防普及啓発講演会・相談会】
②【地域介護予防活動支援事業】
③【介護予防サポーター養成講座】
①生活機能の維持・向上を積極的に図
り、高齢者本人の自己実現を形成するこ
とができるよう、医師、歯科医師、保健師
等により、介護予防に関する知識の普及
を保健福祉サービスセンター等において
講義形式で行う。
②介護予防の考え方やそのための活動
等を地域において普及させる人材を育成
する。また、地域における効果的な介護
予防活動を支援する仕組みについて、大
学に委託し、研究を行う。
③介護予防活動の支援のために、介護
予防サポーターの養成と、地域で介護予
防活動の支援を行う
【予算額　9,370千円】

イ
保健福
祉推進
室

Ⅵ 2 (2) 介護保険制度を
生かす在宅福祉
サービスの推進
と施設の整備

① 自立支援ホーム
ヘルプサービス
の推進

在宅の高齢者に対し、軽易な日常
生活上の援助を行うことにより、自
立した生活の継続を可能にするとと
もに、要介護状態への進行を防止す
る。

・自立支援ホームヘルプサービス事業
（2,309千円）
〔内容〕
家事援助（調理・衣服の洗濯・住居等の
掃除・買い物等）
〔利用回数〕
週1回1時間程度
〔利用料金〕
1時間あたり200円

・自立支援ホームヘルプサービス事業　（1,889千円）
〔内容〕
家事援助（調理・衣服の洗濯・住居等の掃除・買い物
等）
〔利用回数〕
週1回1時間程度
〔利用料金〕
1時間あたり200円

A

特になし

3 ○ ○

・自立支援ホームヘルプサービス事業
（2,042千円）
〔内容〕
家事援助（調理・衣服の洗濯・住居等の
掃除・買い物等）
〔利用回数〕
週1回1時間程度
〔利用料金〕
1時間あたり200円

ア
保健福
祉推進
室

Ⅵ 2 (2) 介護保険制度を
生かす在宅福祉
サービスの推進
と施設の整備

② 生きがいデイ
サービス事業の
推進

家に閉じこもりがちな高齢者に対し、
デイサービスを行うことにより、自立
生活の助長を図るとともに、生きが
いを促進する。

・生きがい対応型デイサービス事業
（37,310千円）
[内容］　日常動作訓練・健康チェック・給
食・送迎・趣味活動
[利用回数]　週１回（午前10時から午後3
時頃まで）
[利用料金]　利用料200円（＋給食代等
実費）

・生きがい対応型デイサービス事業
（33,021千円）
[内容］　日常動作訓練・健康チェック・給食・送迎・趣
味活動
[利用回数]　週１回（午前10時から午後3時頃まで）
[利用料金]　利用料200円（＋給食代等実費）

A

特になし

3 ○ ○

・生きがい対応型デイサービス事業
（37,156千円）
[内容］　日常動作訓練・健康チェック・給
食・送迎・趣味活動
[利用回数]　週１回（午前10時から午後3
時頃まで）
[利用料金]　利用料200円（＋給食代等
実費）

ア
保健福
祉推進
室

Ⅵ 2 (2) 介護保険制度を
生かす在宅福祉
サービスの推進
と施設の整備

③ 老人福祉施設の
整備推進

増加する介護保険施設サービスの
ニーズに対応するとともに、在宅福
祉サービス提供の拠点として老人福
祉施設の整備を推進する。

老人福祉施設建設等助成
　特別養護老人ホームの整備
（平成25年度）
・広域型の創設　2施設
（各70床、併設ショートステイ各10床）
・地域密着型の創設　1施設
（29床、併設グループホーム18床、
　併設ショートステイ10床）

老人福祉施設建設等助成
（579,200千円）
　特別養護老人ホームの整備
・広域型の創設　2施設
（各70床、併設ショートステイ各10床）
・地域密着型の創設　1施設
（29床、併設グループホーム18床、
　併設ショートステイ10床）

A

特になし

3 ○ ○

老人福祉施設建設等助成
　特別養護老人ホームの整備
（平成26年度）
・広域型の創設　2施設
（各70床、併設ショートステイ各10床）

ウ
保健福
祉推進
室

Ⅵ 2 (2) 介護保険制度を
生かす在宅福祉
サービスの推進
と施設の整備

④ 地域密着型サー
ビスの基盤の計
画的な整備

認知症対応型共同生活介護・小規
模多機能型居宅介護等の地域密着
型サービス事業所を計画的に整備
し、高齢者が住み慣れた地域で暮ら
せるように支援する。

小規模多機能型居宅介護事業所、認知
症対応型共同生活介護事業所を日常圏
域ごとに整備する。
【平成25年度整備計画】　6ヵ所

・小規模多機能型居宅介護事業所を1ヵ所整備した。
・認知症共同生活介護事業所を3ヵ所整備した。

C

すべての高齢者が住み慣れた地
域で暮らすことができる社会を目
指し、施設整備を進めている。

2 △ △

小規模多機能型居宅介護事業所、認知
症対応型共同生活介護事業所を日常圏
域ごとに整備する。
【平成26年度整備計画】　8ヵ所 ウ

保健福
祉推進
室
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Ⅵ 2 (3) 男性の介護への
参加促進と介護
能力の開発・向
上

① 男性対象の啓発
講座の開催
(再掲）

男性が参加しやすいテーマや時間
帯を考慮し、男性にとっての男女共
同参画の意義について理解を促進
する講座を開催する。

・男性セミナー１の開催【再掲】
・男性セミナー２（兼ワーク・ライフ・バラン
スセミナー）の開催【再掲】

・男性セミナー１の開催
「男性の介護を考えるセミナー＆交流会」【再掲】　6月
全2回　延べ22人受講（うち男性延べ18人受講）
・男性セミナー２（兼ワーク・ライフ・バランスセミナー）
の開催
「男のセルフマネジメント講座」【再掲】　6・7月　全4回
延べ58人受講（うち男性延べ47人受講）
・親子講座の開催【再掲】
「親子で作ろう『宝地図★』」　8月　全1回　13組受講
・県男女家庭課委託・お父さん応援講座「ダンボール
で『ダイナミックあそび』」【再掲】　 3月　全1回　15組受
講

A

・働き盛り男性の参加しやすい土
曜・日曜・平日夜間に開催した
り、男性の参加しやすい内容・
テーマを設定したりしている。
・男女共同参画推進の固定的な
役割分担にとらわれない内容に
なっている。 1 ◎ ◎

・男性セミナー１の開催【再掲】
・男性セミナー２（兼ワーク・ライフ・バラン
スセミナー）の開催【再掲】

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅵ 2 (3) 男性の介護への
参加促進と介護
能力の開発・向
上

② 男性対象の実践
的講座の開催
(再掲）

日常生活に役立つ家事や育児･介
護等についての実技を交えた実践
的な講座を開催する。

・男性セミナー２（兼ワーク・ライフ・バラン
スセミナー）の開催【再掲】

・男性セミナー２（兼ワーク・ライフ・バランスセミナー）
の開催
「男のセルフマネジメント講座」【再掲】
　6・7月　全4回　延べ58人受講（うち男性延べ47人受
講） A

・働き盛り男性の参加しやすい土
曜・日曜・平日夜間に開催した
り、男性の参加しやすい内容・
テーマを設定したりしている。
・男女共同参画推進の固定的な
役割分担にとらわれない内容に
なっている。

1 ◎

・男性セミナー２（兼ワーク・ライフ・バラン
スセミナー）の開催【再掲】

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅵ 2 (3) 男性の介護への
参加促進と介護
能力の開発・向
上

② 男性対象の実践
的講座の開催
(再掲）

日常生活に役立つ家事や育児･介
護等についての実技を交えた実践
的な講座を開催する。

【再掲】
おじいちゃんの料理教室の開催

【再掲】
おじいちゃんの料理教室の開催

B

男女の固定的な役割分担等にと
らわれない内容、食事づくりの基
本から学ぶことにより、家庭内等
での食事づくりにつながってお
り、男女共同参画の啓発になって
いる。

1 ◎

【再掲】
おじいちゃんの料理教室の開催

ア
保健所
健康課

Ⅵ 2 (3) 男性の介護への
参加促進と介護
能力の開発・向
上

③ 男性のための家
事・育児・介護等
に関する資料の
作成(再掲）

男性に分かりやすい家事や育児・介
護等の基本的な内容のパンフレット
等を作成する。

男女共同参画推進センターと協力して啓発に努めた。
・男女共同参画推進センターが発行する情報誌
「ウェーブレット」や「あいめっせ通信」で男性の男女共
同参画について新たに特集した。（男性介護者、イクメ
ンクラブ、男性の子育てに関する写真展等）

B

イラストについて男女平等に関す
る表現指針に配慮した。

1 ◎

男性に分かりやすい家事や育児・介護等
の基本的な内容のパンフレット等の作成
を検討する。

エ
男女共
同参画
推進課

Ⅵ 2 (3) 男性の介護への
参加促進と介護
能力の開発・向
上

③ 男性のための家
事・育児・介護等
に関する資料の
作成(再掲）

男性に分かりやすい家事や育児・介
護等の基本的な内容のパンフレット
等を作成する。

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行
のパンフレット等により啓発【再掲】

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行のパンフレッ
ト等により啓発【再掲】
（ウェーブレット第41号特集『男女共同参画ってなんだ
ろう??』、第42号『みんなで行う介護』で啓発）

B

・男女共同参画推進のため、固
定的な役割分担にとらわれない
内容になっている。

1 ◎

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行
のパンフレット等により啓発【再掲】

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅵ 3 (1) 地域ぐるみの子
育て支援

① ホームページへ
の子育て情報掲
載

子育てをする人が望む情報を一括し
提供できるホームページにより、常
に広く新しい子育て情報を提供す
る。

・子育て総合情報サイト「わくわくチャイ
ルド」の運営
・子育て関係情報をメール配信

・子育て総合情報ホームページ「わくわくチャイルド」の
随時更新
・子育て関係の情報をメール配信　48件 B

男女の固定的な役割分担等にと
らわれない内容となっている。

1 ◎

・子育て総合情報サイト「わくわくチャイ
ルド」の運営
・子育て関係情報をメール配信 ア

こども支
援課

Ⅵ 3 (1) 地域ぐるみの子
育て支援

① ホームページへ
の子育て情報掲
載

子育てをする人が望む情報を一括し
提供できるホームページにより、常
に広く新しい子育て情報を提供す
る。

子育てについての新しい情報を随時更
新。（姫路市の取組みの紹介および、よ
り詳しい情報が入手できるホームページ
へリンク）

子育てについての新しい情報を随時更新。（姫路市の
取組みの紹介および、より詳しい情報が入手できる
ホームページへリンク） B

母子保健に対する情報が得られ
やすいよう配慮を行った

1 ◎

子育てについての新しい情報を随時更
新。（姫路市の取組みの紹介および、よ
り詳しい情報が入手できるホームページ
へリンク）

ア
保健所
健康課

Ⅵ 3 (1) 地域ぐるみの子
育て支援

② 男女で支え合う
育児・介護情報
の提供(再掲)

「育児・介護の社会化」を自分の問
題として受け止め、地域社会全体で
の取り組みとなるような情報を発信
していく。

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行
のパンフレット等により啓発【再掲】
・図書情報コーナーで啓発【再掲】
・男女共同参画基礎講座の開催【再掲】
・男性セミナー１の開催【再掲】

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行のパンフレッ
ト等により啓発【再掲】
・図書情報コーナーで啓発【再掲】
・男女共同参画基礎講座の開催【再掲】
　5・6・7月　全3回　延べ58人受講
・男性セミナー１の開催
「男性の介護を考えるセミナー＆交流会」【再掲】
　6月　全2回　延べ22人受講（うち男性延べ18人受
講）

B

・男女共同参画推進のため、固
定的な役割分担にとらわれない
内容になっている。

1 ◎ ◎

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行
のパンフレット等により啓発【再掲】
・図書情報コーナーで啓発【再掲】
・あいめっせステップ・アップ塾の開催【再
掲】
・男性セミナー２（兼ワーク・ライフ・バラン
スセミナー）の開催【再掲】

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

◎

◎

◎



担当課
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課

「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅵ 3 (1) 地域ぐるみの子
育て支援

③ 地域子育て支援
拠点事業の推進

地域子育て支援拠点事業を実施す
る児童センター、すこやかセンター、
保育所等において、地域の子育て
家庭に対する子育ての相談、情報
の提供、助言等を行うほか、子育て
家庭の親とその子どもの相互交流
の場を提供する。

・子育て巡回相談,保健師さんのお話、お
もちゃ広場他34活動の実施
年間予定回数：活動内容によって週1回
～年1回
年間参加予定人数：延45,000人

・子育て巡回相談,保健師さんのお話、おもちゃ広場他
58活動の実施
年間実施回数：活動内容によって週1回～年1回
年間参加人数：延71,384人

A

子育ての不安感や負担感を抱か
え込まないよう、気軽に集える場
を提供した。

1 ◎

・保健師さんのお話、おもちゃ広場他60
活動の実施
年間予定回数：活動内容によって週1回
～年1回
年間参加予定人数：延72,000人

ア
星の子
ステー
ション

Ⅵ 3 (1) 地域ぐるみの子
育て支援

③ 地域子育て支援
拠点事業の推進

地域子育て支援拠点事業を実施す
る児童センター、すこやかセンター、
保育所等において、地域の子育て
家庭に対する子育ての相談、情報
の提供、助言等を行うほか、子育て
家庭の親とその子どもの相互交流
の場を提供する。

・わくわく広場いえしま・わくわく広場ゆめ
さき・わくわく広場こうでら・わくわく広場
やすとみ・すこやか広場の運営

・わくわく広場の利用者　29,748人
・すこやか広場の利用者　15,362人

B

子育て家庭の親とその子どもの
相互交流の場を提供した。

1 ◎

わくわく広場いえしま・わくわく広場ゆめ
さき・わくわく広場こうでら・わくわく広場
やすとみ・すこやか広場の運営

ア
こども支
援課

Ⅵ 3 (1) 地域ぐるみの子
育て支援

③ 地域子育て支援
拠点事業の推進

地域子育て支援拠点事業を実施す
る児童センター、すこやかセンター、
保育所等において、地域の子育て
家庭に対する子育ての相談、情報
の提供、助言等を行うほか、子育て
家庭の親とその子どもの相互交流
の場を提供する。

子育て家庭を支援するため、以下の内
容で地域子育て支援センター事業を実
施予定
・内容　子育て相談事業、子育てサーク
ル育成事業、在宅乳児集団生活体験事
業、ふれあい保育事業、子育て応援フェ
スティバル事業、リフレッシュ・ママ事業
ほか
・参加者　在宅乳幼児とその保護者
・回数　事業ごとに月1回から数回程度。
ただし、子育て相談は随時実施します。

子育て家庭を支援するため、以下の内容で地域子育
て支援センター事業を実施した。
　・内容　子育て相談事業、子育てサークル育成事
業、在宅乳児集団生活体験事業、ふれあい保育事
業、子育て応援フェスティバル事業、リフレッシュ・ママ
事業ほか
　・参加者　在宅乳幼児とその保護者
　・回数　事業ごとに月1回から数回程度。ただし、子
育て相談は随時実施した。

B

特に、地域の子育て家庭の親子
が利用しやすいように配慮した。

1 ◎

子育て家庭を支援するため、以下の内
容で地域子育て支援センター事業を実
施予定
・内容　子育て相談事業、子育てサーク
ル育成事業、在宅乳児集団生活体験事
業、ふれあい保育事業、子育て応援フェ
スティバル事業、リフレッシュ・ママ事業
ほか
・参加者　在宅乳幼児とその保護者
・回数　事業ごとに月1回から数回程度。
ただし、子育て相談は随時実施します。

ア 保育課

Ⅵ 3 (1) 地域ぐるみの子
育て支援

④ 地域における育
児相談事業の推
進

保育所、保健所、家庭及び関係機
関の連携のもとに、さまざまな悩み
を解消し、地域において男女平等観
に立った子育てを支援する相談体制
づくりを進める。

・子ども相談室及び子育て情報相談室に
おける育児相談実施

育児相談件数　463件

B

男女平等観に立った子育てを支
援する相談を図った。

1 ◎

・子ども相談室及び子育て情報相談室に
おける育児相談実施

ア
こども支
援課

Ⅵ 3 (1) 地域ぐるみの子
育て支援

④ 地域における育
児相談事業の推
進

保育所、保健所、家庭及び関係機
関の連携のもとに、さまざまな悩み
を解消し、地域において男女平等観
に立った子育てを支援する相談体制
づくりを進める。

市立保育所を活用して身近な地域で子
育てに関する相談支援を受けられるよう
以下の事業を実施予定
・内容　育児不安等についての相談指導
　　（電話相談、面接相談等により子育て
不安について相談に応じ、援助・助言を
行う。）
・相談者　子育て中の保護者ほか
・回数　随時実施します。

市立保育所を活用して身近な地域で子育てに関する
相談支援を受けられるよう以下の事業を実施した。
　・内容　育児不安等についての相談指導（電話相
談、面接相談等により子育て不安について相談に応
じ、援助・助言を行う。）
　・相談者　子育て中の保護者ほか
　・回数　随時実施した。
　・実績　保育所費・運営費の一部で支出

B

特に、地域の子育て家庭の親子
が利用しやすいように配慮した。

1 ◎

市立保育所を活用して身近な地域で子
育てに関する相談支援を受けられるよう
以下の事業を実施予定
・内容　育児不安等についての相談指導
　（電話相談、面接相談等により子育て
不安について相談に応じ、援助・助言を
行う。）
・相談者　子育て中の保護者ほか
・回数　随時実施します。

ア 保育課

Ⅵ 3 (1) 地域ぐるみの子
育て支援

④ 地域における育
児相談事業の推
進

保育所、保健所、家庭及び関係機
関の連携のもとに、さまざまな悩み
を解消し、地域において男女平等観
に立った子育てを支援する相談体制
づくりを進める。

【再掲】
7か月児の健康相談
妊産婦乳幼児保健指導
乳児家庭全戸訪問事業

【再掲】
7か月児の健康相談
妊産婦乳幼児保健指導
乳児家庭全戸訪問事業 A

男女の固定的な役割分担等にと
らわれない内容、両親で子育て
に取り組めるよう意識付けを行っ
た。 1 ◎

【再掲】
7か月児の健康相談
妊産婦乳幼児保健指導
乳児家庭全戸訪問事業 イ

保健所
健康課

Ⅵ 3 (1) 地域ぐるみの子
育て支援

④ 地域における育
児相談事業の推
進

保育所、保健所、家庭及び関係機
関の連携のもとに、さまざまな悩み
を解消し、地域において男女平等観
に立った子育てを支援する相談体制
づくりを進める。

○電話相談、面接相談による支援
○来所相談
○学校園・家庭訪問
○HPによる情報発信

○電話相談、面接相談による子育て支援　[36,644千
円]
電話相談件数 2,437件
（含むフリーダイヤル 248件）
来所相談件数  1255件
のべ相談件数  7192件
学校園・家庭訪問相談回数
保育所・幼稚園　255回　211人
小学校　240回　194人
中学校　102回　55人
家庭訪問　63回　20人

B

男女に関係なく相談に応じる体制
を実施している。

1 ◎

○電話相談、面接相談による子育て支
援　[36,577千円]
○来所相談
○学校園・家庭訪問
○HPによる情報発信
○土曜開館日の活用

ア
育成支
援課

◎

◎
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「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅵ 3 (1) 地域ぐるみの子
育て支援

⑤ 地域活動クラブ
の支援

宿泊型児童館「星の子館」や各児童
センターを拠点に活動する、地域の
母親たちによる地域活動クラブの活
動を支援する。

地域組織活動クラブへの活動費助成
クラブ数：12組織
年間活動予定回数：900回
年間参加予定人数：延20,000人

地域組織活動クラブへの活動費助成
クラブ数：9組織
年間活動回数：996回
年間参加人数：延18,171人

B

地域の母親等が事業の企画や運
営に参加しやすいよう配慮した。

1 ◎ ◎

地域組織活動クラブへの活動費助成
クラブ数：12組織
年間活動予定回数：1,000回
年間参加予定人数：延19,000人

ア
星の子
ステー
ション

Ⅵ 3 (1) 地域ぐるみの子
育て支援

⑥ 放課後児童健全
育成事業(放課後
児童クラブ)の充
実

全小学校での実施をめざし、留守家
庭児童を対象に、家庭にかわる適切
な遊び及び生活の場を提供し、その
健全育成を図る。

・学童保育園の開設・運営
　預かり時間　授業終了後から午後6時
学校休業日は午前8時～午後6時
　対象学年　小学1年生～3年生（余裕が
ある場合は高学年も可）
　開設園数　63園

・学童保育園の開設・運営
　預かり時間
　 授業終了後から午後6時 学校休業日は午前8時～
午後6時（一部午後7時まで）
　対象学年
　 小学1年生～3年生（余裕がある場合は高学年も
可）
　開設園数　63園
　入園児童数　3,330人(5月現在)

A

・児童の送迎に間に合わない保
護者の利便性を向上させるた
め、利用希望が多かった７園にお
いて、午後6時～午後7時の時間
延長モデル事業を実施した。 1 ◎ ◎

・学童保育園の開設・運営
　預かり時間　授業終了後から午後6時
学校休業日は午前8時～午後6時（一部
午後7時まで）
　対象学年　小学1年生～3年生（余裕が
ある場合は高学年も可）
　開設園数　64園

オ
こども政
策課

Ⅵ 3 (1) 地域ぐるみの子
育て支援

⑦ すこやかセンター
(子育て支援施
設)の事業の推進

子育て支援施設として、子育て情報
相談センター・ファミリーサポートセ
ンター等の事業を推進し、地域での
子育て支援の充実を図る。

・子育て情報相談センター事業の実施
・子育て学習センター事業の実施
・ファミリーサポートセンター事業の実施

子育て情報相談センター事業の実施
①面接、電話等による子育て相談の実施　266件
②子育て講演会の開催　10回
③子育て家庭支援講座の実施　4回
④子育てに関する情報の収集・発信
・子育て支援総合情報誌「わくわくチャイルド」の発行
6回
・情報コーナー育児図書貸出　137冊
・すこやかひろばの開放　15,362人

子育て学習センター事業の実施
前・後期　各4コース　20回　319組　体験　4回　104組

ファミリーサポートセンター事業の実施
育児を受けたい人と、行いたい人を会員登録し、会員
相互間で育児の援助を行う組織の運営
・平成14年7月事業開始
・年度末会員登録者数　1,919人
（内訳）　依頼会員　 1,197人
　　　　　　提供会員　  452人
　　　　　　両方会員  　270人
・援助活動件数　　4,374件
・会員講習会・交流会の開催　589人

B

日曜日に開催、一時保育の実施
一時保育の実施
固定的な文章、挿絵に配慮し作
成

日曜日に「親子の時間」プログラ
ムを実施し、父親も参加しやすい
ように配慮した

家庭と仕事の両立支援実施

1 ◎ ◎

・子育て情報相談センター事業の実施
・子育て学習センター事業の実施
・ファミリーサポートセンター事業の実施

ア
こども支
援課

Ⅵ 3 (2) 多様な保育サー
ビスの提供

① 延長保育、乳児
保育、障害児保
育、一時保育及
び休日保育の充
実

通常の保育以外に求められている
多様な保育サービス（延長保育、乳
児保育、障害児保育、一時保育、休
日保育）をさらに充実させる。

多様化する保育ニーズに対応するため、
延長保育等の事業を実施予定
実施内容、実施ヶ所数（予定）、事業費
（予算）は以下のとおり。
　・延長保育　通常の保育時間を超えて
保育を実施
なお、市立は時間外保育を含む。
　　市立保育所30ヶ所 244,840千円
　　私立保育所50ヶ所 274,241千円
　・乳児保育　1歳に満たない乳児を保育
　　市立保育所24ヶ所 運営費の一部
　　私立保育所51ヶ所 委託保育費の一
部
　・障害児保育　障害を有する児童を保
育
　　市立保育所32ヶ所 運営費の一部
　　私立保育所52ヶ所  161,600千円
　・一時保育　一時的な保育を実施
　　市立保育所 2ヶ所　 1,421千円
　　私立保育所30ヶ所 23,052千円
　・休日保育　休日における保育を実施
　　私立保育所 2ヶ所   3,271千円

多様化する保育ニーズに対応するため、延長保育等
の事業を実施した。
実施内容、実施ヶ所数、事業費（見込）は以下のとお
り。
　・延長保育　通常の保育時間を超えて保育を実施
なお、市立は時間外保育を含む。
　　市立保育所30ヶ所236,359千円
　　私立保育所50ヶ所 272,021千円
　・乳児保育　１歳に満たない乳児を保育
　　市立保育所24ヶ所 運営費の一部
　　私立保育所51ヶ所 委託保育費の一部
　・障害児保育　障害を有する児童を保育
　　市立保育所32ヶ所 運営費の一部
　　私立保育所46ヶ所  166,218千円
　・一時保育　一時的な保育を実施
　　市立保育所 2ヶ所　 869千円
　　私立保育所29ヶ所 18,903千円
　・休日保育　休日における保育を実施
　　私立保育所 2ヶ所   3,137千円

B

・子育て家庭の生活実態や意向
に応じ、仕事と子育ての両立が
得やすい環境づくりに配慮した。
・多様な保育サービスを提供する
ことにより、子育て中の人が利用
しやすいよう配慮した。

1 ◎ ◎

多様化する保育ニーズに対応するため、
延長保育等の事業を実施予定
実施内容、実施ヶ所数（予定）、事業費
（予算）は以下のとおり。
　・延長保育　通常の保育時間を超えて
保育を実施
なお、市立は時間外保育を含む。
　　市立保育所30ヶ所 252,109千円
　　私立保育所51ヶ所 281,146千円
　・乳児保育　1歳に満たない乳児を保育
　　市立保育所24ヶ所 運営費の一部
　　私立保育所52ヶ所 委託保育費の一
部
　・障害児保育　障害を有する児童を保
育
　　市立保育所32ヶ所 運営費の一部
　　私立保育所53ヶ所  171,860千円
　・一時保育　一時的な保育を実施
　　市立保育所 2ヶ所　 1,423千円
　　私立保育所31ヶ所 21,580千円
　・休日保育　休日における保育を実施
　　私立保育所 2ヶ所   3,522千円

ア 保育課
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「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅵ 3 (2) 多様な保育サー
ビスの提供

② 障害児通所支援
事業（児童発達
支援、放課後等
デイサービス等）
の推進

通所を基本とし、未就学の障害のあ
る児童に、日常生活における基本的
な動作の指導、集団生活への適応
訓練等のサービスを提供する(児童
発達支援)。幼稚園、大学を除き、就
学している障害のある児童に、学校
終了後又は休業日において、生活
能力向上に必要な訓練や余暇の提
供などを行う(放課後等デイサービ
ス)。

障害児通所支援給付（児童発達支援、
放課後等デイサービス等）
　・262,143千円

障害児通所支援給付（児童発達支援、放課後等デイ
サービス等）
　・300,371千円

A

・保育所に通所できない障害児に
通所の場を設け、保護者の負担
の軽減を図る。

1 ◎ ◎

障害児通所支援給付（児童発達支援、
放課後等デイサービス等）
　・400,143千円

ア
障害福
祉課

Ⅵ 3 (2) 多様な保育サー
ビスの提供

③ 保育の質を高め
るための研修の
実施

安心して子どもを預けることができる
ように、保育に携わる職員に対して
研修を実施し、意識啓発をする。

市内保育所・認可外保育施設に勤務す
る職員に対する研修を実施
・新任保育士研修
・中堅保育士研修
・食育についての研修
・食物アレルギーについての研修
・保育日誌の書き方
・保育ゼミナール
・衛生講習会（食中毒・感染症）
・その他勉強会等を実施予定

市内保育所・認可外保育施設に勤務する職員に対す
る研修を実施
・新任保育士研修（62人）
・中堅保育士研修（22人）
・食育についての研修（86人）
・食物アレルギーについての研修（84人）
・保育要録の書き方（52人）
・保護者との人間関係（52人)
・保育ゼミナール（21人）
・衛生講習会（食中毒・感染症）　（124人）
・発達障害児への理解と対応（98人）
・（他業種の施設職員と合同）労務管理、苦情解決等
（66人）

A

認可外保育施設の職員へも研修
参加を呼びかけた。
結果下記のとおりの参加があっ
た。
・食育（13人）
・食物アレルギー（16人）
・保育要録の書き方（12人）
・衛生講習会（食中毒・感染症）
29人
・発達障害児への理解（35人）
・苦情解決（11人)

1 ◎

市内保育所・認可外保育施設に勤務す
る職員に対する研修を実施
・新任保育士研修
・中堅保育士研修
・食育についての研修
・食物アレルギーについての研修
・保育日誌の書き方
・保育ゼミナール
・衛生講習会（食中毒・感染症）
・その他勉強会等を実施予定

ア
保健福
祉推進
室

Ⅵ 3 (2) 多様な保育サー
ビスの提供

③ 保育の質を高め
るための研修の
実施

安心して子どもを預けることができる
ように、保育に携わる職員に対して
研修を実施し、意識啓発をする。

入所児童の処遇向上などを図るため、保
育所職員の研修の実施及び研修・研究
の取り組みを支援予定
　・内容　保育所内外での研修・研究など
を通じ、質の高い保育サービスを提供
　・対象　保育士、調理員ほか
　・回数　受講研修のプログラムによる

入所児童の処遇向上などを図るため、保育所職員の
研修の実施及び研修・研究の取り組みを支援した。
　・内容　保育所内外での研修・研究などを通じ、質の
高い保育サービスを提供
　・対象　保育士、調理員ほか
　・回数　受講研修のプログラムによる
　・市立保育所32ヶ所　運営費の一部
　　私立保育所52ヶ所　委託保育費の一部ほか

B

・女性が研修に参加しやすいよう
配慮した。

1 ◎

入所児童の処遇向上などを図るため、保
育所職員の研修の実施及び研修・研究
の取り組みを支援予定
　・内容　保育所内外での研修・研究など
を通じ、質の高い保育サービスを提供
　・対象　保育士、調理員ほか
　・回数　受講研修のプログラムによる

ア 保育課

Ⅵ 3 (3) 男性の育児知
識・能力の育成と
子育てへの参加
促進

① 男性対象の啓発
講座の開催
(再掲）

男性が参加しやすいテーマや時間
帯を考慮した男性にとっての男女共
同参画の意義について理解を促進
する講座を開催する。

・男性セミナー１の開催【再掲】
・男性セミナー２（兼ワーク・ライフ・バラン
スセミナー）の開催【再掲】
・親子講座の開催【再掲】

・男性セミナー１の開催
「男性の介護を考えるセミナー＆交流会」【再掲】　6月
全2回　延べ22人受講（うち男性延べ18人受講）
・男性セミナー２（兼ワーク・ライフ・バランスセミナー）
の開催
「男のセルフマネジメント講座」【再掲】　6・7月　全4回
延べ58人受講（うち男性延べ47人受講）
・親子講座の開催【再掲】
「親子で作ろう『宝地図★』」　8月　全1回　13組受講
・県男女家庭課委託・お父さん応援講座「ダンボール
で『ダイナミックあそび』」【再掲】　 3月　全1回　15組受
講

A

・働き盛り男性の参加しやすい土
曜・日曜・平日夜間に開催した
り、男性の参加しやすい内容・
テーマを設定したりしている。
・男女共同参画推進の固定的な
役割分担にとらわれない内容に
なっている。 1 ◎ ◎

・子育て応援講座の開催【再掲】
・子育て応援講座（保護者対象）の開催
【再掲】
・男性セミナー１の開催【再掲】
・男性セミナー２（兼ワーク・ライフ・バラン
スセミナー）の開催【再掲】
・生涯現役応援講座の開催【再掲】 ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅵ 3 (3) 男性の育児知
識・能力の育成と
子育てへの参加
促進

② 男性対象の実践
的講座の開催
(再掲）

日常生活に役立つ家事や育児･介
護等についての実技を交えた実践
的な講座を開催する。

・男性セミナー２（兼ワーク・ライフ・バラン
スセミナー）の開催【再掲】

・男性セミナー２（兼ワーク・ライフ・バランスセミナー）
の開催
「男のセルフマネジメント講座」【再掲】　6・7月　全4回
延べ58人受講（うち男性延べ47人受講）
・県男女家庭課委託・お父さん応援講座「ダンボール
で『ダイナミックあそび』」【再掲】　 3月　全1回　15組受
講

A

・働き盛り男性の参加しやすい土
曜・日曜・平日夜間に開催した
り、男性の参加しやすい内容・
テーマを設定したりしている。
・男女共同参画推進の固定的な
役割分担にとらわれない内容に
なっている。

1 ◎

・子育て応援講座の開催【再掲】
・子育て応援講座（保護者対象）の開催
【再掲】
・男性セミナー２（兼ワーク・ライフ・バラン
スセミナー）の開催【再掲】
・生涯現役応援講座の開催【再掲】

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅵ 3 (3) 男性の育児知
識・能力の育成と
子育てへの参加
促進

② 男性対象の実践
的講座の開催
(再掲）

日常生活に役立つ家事や育児･介
護等についての実技を交えた実践
的な講座を開催する。

【再掲】
おじいちゃんの料理教室の開催

マタニティサポート教室
・両親学級（ママパパ教室）

【再掲】
おじいちゃんの料理教室の開催

マタニティサポート教室
・両親学級（ママパパ教室）

B

男女の固定的な役割分担等にと
らわれない内容、両親で子育て
に取り組めるよう意識付けを行
い、共に参加しやすい曜日時間
設定に配慮し、案内や申し込み
時にも伝えた。

1 ◎

【再掲】
おじいちゃんの料理教室の開催

マタニティサポート教室
・両親学級（ママパパ教室）

イ
保健所
健康課

◎

◎
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Ⅵ 3 (3) 男性の育児知
識・能力の育成と
子育てへの参加
促進

③ 男性のための家
事・育児・介護等
に関する資料の
作成(再掲）

男性に分かりやすい家事や育児･介
護等の基本的な内容のパンフレット
等を作成する。

男女共同参画推進センターと協力して啓発に努めた。
・男女共同参画推進センターが発行する情報誌
「ウェーブレット」や「あいめっせ通信」で男性の男女共
同参画について新たに特集した。（男性介護者、イクメ
ンクラブ、男性の子育てに関する写真展等）

B

イラストについて男女平等に関す
る表現指針に配慮した。

1 ◎

男性に分かりやすい家事や育児・介護等
の基本的な内容のパンフレット等の作成
を検討する。

エ
男女共
同参画
推進課

Ⅵ 3 (3) 男性の育児知
識・能力の育成と
子育てへの参加
促進

③ 男性のための家
事・育児・介護等
に関する資料の
作成(再掲）

男性に分かりやすい家事や育児･介
護等の基本的な内容のパンフレット
等を作成する。

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行
のパンフレット等により啓発【再掲】

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行のパンフレッ
ト等により啓発【再掲】
（ウェーブレット第41号特集『男女共同参画ってなんだ
ろう??』、第42号『みんなで行う介護』で啓発）

B

・男女共同参画推進のため、固
定的な役割分担にとらわれない
内容になっている。

1 ◎

・ウェーブレット等啓発誌、関係機関発行
のパンフレット等により啓発【再掲】

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅵ 3 (3) 男性の育児知
識・能力の育成と
子育てへの参加
促進

④ マタニティサポー
ト教室(ママパパ
教室）の開催(再
掲）

両親ともに学習機会を設けることで
母性機能の尊重や保護、父親として
妊娠期からの子育て参加を積極的
に推進する。

【再掲】
マタニティサポート教室
・両親学級（ママパパ教室）

【再掲】
マタニティサポート教室
・両親学級（ママパパ教室）

B

男女の固定的な役割分担等にと
らわれない内容、両親で子育て
に取り組めるよう意識付けを行
い、共に参加しやすい曜日時間
設定に配慮し、案内や申し込み
時にも伝えた。

1 ◎ ◎

【再掲】
マタニティサポート教室
・両親学級（ママパパ教室）

イ
保健所
健康課

Ⅵ 3 (3) 男性の育児知
識・能力の育成と
子育てへの参加
促進

⑤ 児童センター事
業の充実

宿泊型児童館「星の子館」や各児童
センターにおいて、乳幼児と男性(父
や祖父）を対象とした子育て支援や
情報交換の場を提供する。

・主なイベント：イクメンクラブ、お父さんも
一緒、スキップランド、土曜スキップランド
・活動予定回数：40回
・参加予定人数：延1,500人

・主なイベント：イクメンクラブ、お父さんも一緒、スキッ
プランド、土曜スキップランド
・活動回数：123回
・参加人数：延789人 B

男性も参加しやすいように曜日時
間設定等に配慮した。

1 ◎ ◎

・主なイベント：イクメンクラブ、お父さんも
一緒、スキップランド、土曜スキップランド
・活動予定回数：130回
・参加予定人数：延1,000人 ア

星の子
ステー
ション

Ⅵ 4 (1) ひとり親家庭へ
の支援

① ひとり親家庭等
への経済的支援
の推進

児童を養育するひとり親家庭の生活
の安定と自立を支援するため、ひと
り親家庭等でその児童を養育する人
に経済的支援を行う。

・児童扶養手当の給付 受給者数　5,615人(父子家庭含む）
　（平成26年3月31日現在）

B

平成22年8月から児童扶養手当
の対象が父子家庭にも拡大さ
れ、母子・父子に関わらずひとり
親家庭への経済的支援として実
施。

1 ◎ ◎

児童扶養手当の給付

ア
こども支
援課

Ⅵ 4 (1) ひとり親家庭へ
の支援

② 母子生活支援施
設への入所支援

配偶者のない女子又はこれに準ず
る事情にある女子が監護する児童
の福祉に欠けるとき、母子生活支援
施設において保護するとともに、自
立に向けた支援を行う。

・母子生活支援施設への委託事業実施 ・母子生活支援施設への委託
　平成26年4月1日現在の入所人員
　　　　15世帯34人

B

・関係機関との連携により入所を
よりスムーズにした。

1 ◎ ◎

・母子生活支援施設への委託事業実施

ア
こども支
援課

Ⅵ 4 (1) ひとり親家庭へ
の支援

③ ひとり親家庭等
相談活動の充実

母子家庭、父子家庭及び寡婦に対
し、身上相談に応じて、その自立に
必要な指導を行い、ひとり親家庭等
の福祉増進に努める。

・母子自立支援員を配置し相談業務実
施

・母子自立支援員を配置
非常勤嘱託4人
相談日　月曜日～金曜日

B

・母子家庭の母（父子家庭の父）
がかかえる様々な問題の解決の
ために関係機関との連携を図っ
た。

1 ◎ ◎

・母子自立支援員を配置し相談業務実
施

ア
こども支
援課

Ⅵ 4 (1) ひとり親家庭へ
の支援

④ 日常生活支援事
業の充実

日常生活を営むのに支障がある母
子家庭、父子家庭及び寡婦に対し、
家庭生活支援員を派遣し必要な生
活援助や子育て支援を行う。

・母子家庭等日常生活支援事業実施 ・母子家庭等日常生活支援事業の実施
　支援内容（姫路市婦人共励会に委託）
　掃除、食事の世話、買い物、乳幼児の世話、医療機
関との連絡等
　平成25年度　1件

B

母子家庭の母等の自立促進に支
障が出る場合に、家庭生活支援
員を派遣し、必要な生活援助や
子育て支援を行った。 1 ◎ ◎

・母子家庭等日常生活支援事業実施

ア
こども支
援課

Ⅵ 4 (1) ひとり親家庭へ
の支援

⑤ 母子福祉団体の
育成・指導

母子家庭及び寡婦家庭の自立更生
を援助する母子福祉団体（婦人共励
会）を育成するための指導・助成を
充実する。

・姫路市婦人共励会支援事業の実施
・母子家庭等福祉推進事業及び母子家
庭技能修得事業の団体への委託

・自治福祉会館内の婦人共励会事務室室料を助成
・母子家庭同士の交流を促進し、自立を助長する事業
（若年母子家庭のつどい、野外活動事業等）を実施
（姫路市婦人共励会に委託）
・母子・寡婦福祉大会の開催

B

会員同士の交流を深めるととも
に、女性の自立が助長されるよう
な事業を実施した。

1 ◎ ◎

・姫路市婦人共励会支援事業の実施
・母子家庭等福祉推進事業及び母子家
庭技能修得事業の団体への委託

ア
こども支
援課

Ⅵ 4 (1) ひとり親家庭へ
の支援

⑥ ひとり親家庭に
対する就業の援
助

児童扶養手当の受給者のうち、就労
していない母親及び父親に、自立・
就業支援のための自立支援プログ
ラムを策定し、ハローワークとの連
携のもと、就職に結び付けて自立を
促進する。

・母子就労相談員による就労相談・支援
プログラム策定実施
・母子家庭等自立支援給付事業の実施

・母子就労相談の実施
　母子自立支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ策定数　64件
・母子自立支援給付事業の実施
　自立支援教育訓練給付 　5件
　高等技能訓練促進給付　27件

B

ひとり親家庭の自立を支援する
事業を実施した。

1 ◎ ◎

・母子就労相談員による就労相談・支援
プログラム策定実施
・母子家庭等自立支援給付事業の実施

ア
こども支
援課

◎



担当課

1 3 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
番
号

番
号

番
号

基本施策名
番
号

具体的施策名 具体的施策の概要 当初事業計画（予定） 事業の実績等
実施
状況

男女共同参画の推進
に関して配慮した内容

配慮
状況

所管
評価

総合
評価

事業計画（予定）
取組
方針

課

「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅵ 4 (2) 高齢者、障害者
等が安心して暮
らせる環境の整
備

① どのような状況
の人でも自分らし
く暮らせるための
講座等の開催

どのような状況であっても、自分らし
く安心した生活が送れるよう、知識・
意識の普及啓発を図る講座等を開
催する。

・男女共同参画基礎講座の開催【再掲】
・男性セミナー１の開催【再掲】
・生涯現役チャレンジ支援講座の開催
【再掲】

・男女共同参画基礎講座の開催【再掲】
　5・6・7月　全3回　延べ58人受講
・男性セミナー１の開催
「男性の介護を考えるセミナー＆交流会」【再掲】　6月
全2回　延べ22人受講（うち男性延べ18人受講）
・生涯現役チャレンジ支援講座の開催（追加講座含
む）【再掲】　7・2月　全6回　延べ193人受講

B

・男女共同参画推進のため、固
定的な役割分担にとらわれない
内容になっている。

1 ◎

・あいめっせステップ・アップ塾の開催【再
掲】
・女性のエンパワメント講座の開催【再
掲】
・男性セミナー２（兼ワーク・ライフ・バラン
スセミナー）の開催【再掲】
・生涯現役応援講座の開催【再掲】
・多様なライフスタイル講座の開催【再
掲】

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅵ 4 (2) 高齢者、障害者
等が安心して暮
らせる環境の整
備

① どのような状況
の人でも自分らし
く暮らせるための
講座等の開催

どのような状況であっても、自分らし
く安心した生活が送れるよう、知識・
意識の普及啓発を図る講座等を開
催する。

・高齢者教養講座の開催　年１回
　参加予定：700名
・いきいきセカンドライフ講座の開催　年
１回（４回シリーズ）
　参加予定：40名

・高齢者教養講座の開催
　4月25日　参加者800名
　テーマ 「笑いと健康～笑ってストレス解消！生活習
慣病予防！～」
　決算額：108（千円）
・いきいきセカンドライフ講座の開催
　年１回（３回シリーズ）　参加者47名
　テーマ　「50代からのセカンドライフ発見セミナー」
　①とても気になる？セカンドライフについて考えよう
　②実は気になる？お金について勉強しよう
　③いろいろ気になる？先輩たちに話を聞いてみよう
決算額：85（千円）

A

・高齢者を対象とした「高齢者教
養講座」では、これからも元気に
安心した生活を送れるように、
「健康」をテーマにした。
・５０代以降の男女を対象とした
「いきいきセカンドライフ講座」で
は、退職後の時間やお金の使い
方、先輩の体験談をテーマとし
た。

1 ◎

・高齢者教養講座の開催
　年１回　参加予定：700名
　予算額：119（千円）
・いきいきセカンドライフ講座の開催
　年１回（３回シリーズ）
　参加予定：30名
　予算額：177（千円）

ア
生きが
い推進
課

Ⅵ 4 (2) 高齢者、障害者
等が安心して暮
らせる環境の整
備

② 高齢者等が安心
していきいきと暮
らせる環境の整
備

ひとり暮らしや閉じこもりがちの高齢
者などが地域で気軽に立ち寄れる
場所の運営についての支援を行う。

地域サロンの存在意義や、運営のノウハ
ウを学べるセミナー・相談会の開催

地域サロンのセミナー開催
9月8日　参加者30名
①基調講演
テーマ　『地域サロン』ってなんだろう？～地域でのつ
ながり・支え合い～
②事例発表及びパネルディスカッション
③相談会
決算額：41（千円）

A

世代を問わず、地域の人たちが
気軽に集まることができる「地域
サロン」の普及・支援のため、地
域サロンに興味がある人を対象
としたセミナーを開催。
地域サロンの運営ノウハウを伝
える講演会の他、事例発表や相
談会も実施し、具体的なアドバイ
スも行った。

1 ◎ ◎

・地域サロンネットワーク会議の開催
・地域サロンアドバイザーの設置
・地域サロンマップ作成に向けての調査
予算額：118（千円）

イ
生きが
い推進
課

Ⅵ 4 (2) 高齢者、障害者
等が安心して暮
らせる環境の整
備

③ ひとり暮らし高齢
者等の福祉の充
実

支援が必要なひとり暮らしや夫婦の
みの高齢者世帯に対し、在宅生活を
支援する各種サービスや生活支援
ハウスなど高齢者向け施設・住宅
サービスを提供する。

①【老人日常生活用具給付等事業】
心身機能の低下により防火等の配慮が
必要とされる65歳以上の高齢者に、日常
生活用具付する。
②【ひとり暮らし老人給食サービス事業】
６５歳以上のひとり暮らしまたはこれに準
ずる世帯の方に、月１回～４回（地域に
より異なる）ボランティアにより昼食を会
食または配食方式で提供する。
③【ひとり暮らし老人入浴サービス事業】
６５歳以上のひとり暮らしの方に、市内の
公衆浴場等で使用できる無料入浴券を
交付する。
④【緊急通報システム（ふれあい安心
コール)事業】
６５歳以上のひとり暮らし等の方に、緊急
時に消防局の受信センターへ通報できる
緊急通報機器を貸与する。
⑤【生活支援ハウス運営助成事業】
高齢者に対し、居宅支援機能、居住機能
及び交流機能を総合的に提供することに
より、高齢者が安心して健康で明るい生
活を送ることができるよう支援し、高齢者
の福祉の増進を図る。
【①～⑤合計予算額】68,525千円

①【老人日常生活用具給付等事業】
心身機能の低下により防火等の配慮が必要と65歳以
上の高齢者に、日常生活用具を給付する。
②【ひとり暮らし老人給食サービス事業】
６５歳以上のひとり暮らしまたはこれに準ずる世帯の
方に、月１回～４回（地域により異なる）ボランティアに
より昼食を会食または配食方式で提供する。
③【ひとり暮らし老人入浴サービス事業】
６５歳以上のひとり暮らしの方に、市内の公衆浴場等
で使用できる無料入浴券を４枚交付する。
④【緊急通報システム（ふれあい安心コール)事業】
６５歳以上のひとり暮らし等の方に、緊急時に消防局
の受信センターへ通報できる緊急通報機器を貸与す
る。
⑤【生活支援ハウス運営助成事業】
高齢者に対し、居宅支援機能、居住機能及び交流機
能を総合的に提供することにより、高齢者が安心して
健康で明るい生活を送ることができるよう支援し、高
齢者の福祉の増進を図る。
【①～⑤合計額】66,081千円

A

特になし

3 ○ ○

①【老人日常生活用具給付等事業】
心身機能の低下により防火等の配慮が
必要と65歳以上の高齢者に、日常生活
用具を給付する。
②【ひとり暮らし老人給食サービス事業】
６５歳以上のひとり暮らしまたはこれに準
ずる世帯の方に、月１回～４回（地域に
より異なる）ボランティアにより昼食を会
食または配食方式で提供する。
③【ひとり暮らし老人入浴サービス事業】
６５歳以上のひとり暮らしの方に、市内の
公衆浴場等で使用できる無料入浴券を４
枚交付する。
④【緊急通報システム（ふれあい安心
コール)事業】
６５歳以上のひとり暮らし等の方に、緊急
時に消防局の受信センターへ通報できる
緊急通報機器を貸与する。
⑤【生活支援ハウス運営助成事業】
高齢者に対し、居宅支援機能、居住機能
及び交流機能を総合的に提供することに
より、高齢者が安心して健康で明るい生
活を送ることができるよう支援し、高齢者
の福祉の増進を図る。
【①～⑤合計予算額】75,111千円

ア
保健福
祉推進
室

◎



担当課

1 3 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
番
号

番
号

番
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基本施策名
番
号

具体的施策名 具体的施策の概要 当初事業計画（予定） 事業の実績等
実施
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男女共同参画の推進
に関して配慮した内容

配慮
状況

所管
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評価

事業計画（予定）
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課

「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

Ⅵ 4 (2) 高齢者、障害者
等が安心して暮
らせる環境の整
備

④ 相談支援窓口(福
祉相談コーナー）
の充実

福祉や保健についての相談内容が
複雑な場合や相談先がわからない
場合などに、その内容を整理し、必
要な制度の紹介や情報提供、各種
福祉サービスの調整を行う。

・成年後見人制度の支援 相談内容が複雑な場合や相談先がわからない場合な
ど、内容を把握し、必要な制度の紹介や、担当課を案
内した。

B

男女分け隔てなく相談しやすい内
容になっている。

1 ◎ ◎

相談支援窓口が２６年４月から生活援護
室に移管した。

ウ
地域福
祉課

Ⅵ 4 (2) 高齢者、障害者
等が安心して暮
らせる環境の整
備

⑤ 障害者相談支援
体制の充実

障害者が抱える問題について相談
に応じ、必要な情報の提供や助言な
どを行うため、ケアマネジメント体制
の確立や関係機関との連携強化な
どを図ることで障害者の相談支援体
制を充実させる。

障害者相談拠点事業業務を委託 障害者相談拠点事業業務を委託

B

性別に関わらず、障害者が安心
して暮らせる環境を整備して支援
している。

1 ◎ ◎

障害者相談拠点事業業務を委託

ア
障害福
祉課

Ⅵ 4 (2) 高齢者、障害者
等が安心して暮
らせる環境の整
備

⑥ 障害者への就労
支援

職業自立センターひめじを中心とし
た関係機関による就労支援ネット
ワークを築き、職業相談、就労の場
の確保と安定した職業生活に向けて
の支援を日常生活を含めて積極的
に推進する。

障害者就業促進・安定化事業業務を職
業自立センターひめじに委託

障害者就業促進・安定化事業業務を職業自立セン
ターひめじに委託

B

性別に関わらず、障害者が安定
した職業に就けるよう整備して支
援している。

1 ◎ ◎

障害者就業促進・安定化事業業務を職
業自立センターひめじに委託

ア
障害福
祉課

Ⅵ 4 (2) 高齢者、障害者
等が安心して暮
らせる環境の整
備

⑦ さまざまな家庭の
あり方について
の啓発

さまざまな家庭のあり方についての
理解を深めるため、講座などを通し
て啓発を行う。

・男女共同参画基礎講座の開催【再掲】
・男性セミナー１の開催【再掲】
・生涯現役チャレンジ支援講座の開催
【再掲】

・男女共同参画基礎講座の開催【再掲】
　5・6・7月　全3回　延べ58人受講
・男性セミナー１の開催
「男性の介護を考えるセミナー＆交流会」【再掲】　6月
全2回　延べ22人受講（うち男性延べ18人受講）
・生涯現役チャレンジ支援講座の開催（追加講座含
む）【再掲】　7・2月　全6回　延べ193人受講

B

・男女共同参画推進のため、固
定的な役割分担にとらわれない
内容になっている。

1 ◎

・あいめっせステップ・アップ塾の開催【再
掲】
・女性のエンパワメント講座の開催【再
掲】
・男性セミナー２（兼ワーク・ライフ・バラン
スセミナー）の開催【再掲】
・生涯現役応援講座の開催【再掲】
・多様なライフスタイル講座の開催【再
掲】

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

Ⅵ 4 (2) 高齢者、障害者
等が安心して暮
らせる環境の整
備

⑦ さまざまな家庭の
あり方について
の啓発

さまざまな家庭のあり方についての
理解を深めるため、講座などを通し
て啓発を行う。

地域交流事業(20,274千円）
地域交流及び福祉の拠点としての隣保
館において、近隣住民の協賛参加等に
より研修事業や人権啓発パネル展など
住民交流事業を行う中で、様々な家庭の
あり方についての啓発を行う。

地域交流事業(11,737千円）
地域交流及び福祉の拠点としての隣保館において、
近隣住民の協賛参加等により研修事業や人権啓発パ
ネル展など住民交流事業を行う中で、様々な家庭の
あり方についての啓発を行う。

B

女性が参加しやすいよう、開催日
時に配慮した。

1 ◎

地域交流事業(20,359千円）
地域交流及び福祉の拠点としての隣保
館において、近隣住民の協賛参加等に
より研修事業や人権啓発パネル展など
住民交流事業を行う中で、様々な家庭の
あり方についての啓発を行う。

ア
人権啓
発課

Ⅵ 4 (2) 高齢者、障害者
等が安心して暮
らせる環境の整
備

⑧ 災害時要援護者
の支援

災害時に最も被害を受けやすい高
齢者や障害者等の災害時要援護者
の把握や、その効果的な避難支援
体制を整備するために、各地域にお
いて、災害時要援護者地域支援協
議会を設立し、災害時要援護者台
帳の整備を行いながら、日頃からの
見守りと災害時の支援を行う。

地域支援協議会へ下記の事業を委託
・災害時要援護者台帳の更新
・新規登録者への呼びかけ
・避難支援行動の検討
・救急医療情報キットの配布

重度障害者等のうち、災害時要援護者
台帳に登録されていない人へ事業の案
内文書を送付

地域支援協議会へ下記の事業を委託
・災害時要援護者台帳の更新
・新規登録者への呼びかけ
・避難支援行動の検討
・救急医療情報キットの配布

重度障害者等のうち、災害時要援護者台帳に登録さ
れていない人へ事業の案内文書を送付

B

災害時に最も被害を受けやすい
高齢者や障害者等災害時要援護
者の把握や、その効果的な避難
支援体制を整備するために、各
地域において、災害時要援護者
地域支援協議会を設立し、災害
時要援護者台帳の整備を行いな
がら、日頃からの見守りと災害時
の支援を行うことで社会的に困難
な状況にある男女の生活安定に
寄与する。

2 ○ ○

地域支援協議会へ下記の事業を委託
・災害時要援護者台帳の更新
・新規登録者への呼びかけ
・避難支援行動の検討
・救急医療情報キットの配布

ウ
保健福
祉推進
室

推 1 (1) 全庁的に取り組
む男女共同参画
推進体制の充実

① 「男女共同参画
プラン推進本部」
の充実

副市長を本部長とし、全局長等で構
成する「男女共同参画プラン推進本
部」を運営し、庁内における横断的
な調整を行う。また、職場における
男女共同参画を推進するための男
女共同参画プラン推進員の活動を
充実させる。

・副市長を本部長とする男女共同参画プ
ラン推進本部会議・幹事会を開催する。
・プラン推進員の活動の充実に努める。
・率先行動計画の取り組みについて、推
進員チェックリストを活用し、職員への周
知と意識の高揚を図る。

・副市長を本部長とする姫路市男女共同参画プラン推
進本部会議・幹事会を開催した。（各1回）
　本部会議　7/1
　幹事会　 　6/21
・率先行動計画の取り組みについて、推進員チェック
リストを活用し、職員への周知と意識の高揚を図っ
た。
・男女共同参画プラン推進員（組織の長）が所属内研
修を実施し、所属内の職員に周知・啓発する仕組みを
導入した。

B

男女共同参画の推進に向け、全
庁的な取り組みとした。

1 ◎ ◎

・副市長を本部長とする男女共同参画プ
ラン推進本部会議・幹事会を開催する。
・プラン推進員の活動の充実に努める。
・率先行動計画の取り組みについて、推
進員チェックリストを活用し、職員への周
知と意識の高揚を図る。 ア

男女共
同参画
推進課

◎
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「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

推 1 (2) 男女共同参画の
視点からの評価
システムの構築

① 男女共同参画施
策に関する評価
システムの構築

市民参画も視野に入れ、プランの推
進状況を客観的に把握、検証するた
めの指標や目標値を設定し、その結
果を積極的に公開するなど、より分
かりやすい評価システムを構築す
る。

・プランの推進状況を推進本部で評価す
る。
・プランの指標・目標値について進捗状
況を把握し、結果をホームページに掲載
する。
・プランの推進状況を、第三者評価として
男女共同参画プラン推進懇話会から意
見を聴取し、計画の進行への反映を行
う。
・プランの計画期間の中間年において評
価方法の見直しを実施する。

・男女共同参画プラン推進状況を推進本部で評価し、
男女共同参画プラン推進懇話会に報告した。
・プランの指標・目標値について進捗状況を把握し、
結果をホームページに掲載した。
・プランの推進状況について、第三者評価として男女
共同参画プラン推進懇話会に意見を求め、その結果
をホームページに掲載した。
・評価方法を検討した結果、男女共同参画プラン推進
懇話会で出た意見を担当課にフィードバックし、今後
の取組みについて回答を求めることとした。

A

男女共同参画プランの推進状況
を評価できる調査内容とした。

1 ◎ ◎

・プランの推進状況を推進本部で評価す
る。
・プランの指標・目標値について進捗状
況を把握し、結果をホームページに掲載
する。
・プランの推進状況を、第三者評価として
男女共同参画審議会から意見を聴取し、
計画の進行への反映を行う。

ア
男女共
同参画
推進課

推 1 (3) プラン推進に向
けての全職員に
対する意識づくり

① 職員研修による
啓発の推進

男女共同参画の視点を取り入れた
講演等を実施し、男女共同参画社
会の啓発を推進する。また、プラン
について職員に対する周知と意識
啓発を目的とした研修を、男女共同
参画プラン推進員対象に行い、庁内
における問題意識を共有する機会を
つくる。

プラン推進員及び管理職(理事級及び参
事級等）を対象とした研修を、研修厚生
センターの管理職研修と兼ねて開催する
(8月開催予定)。

・プラン推進員及び管理職（理事級及び参事級等）を
対象とした研修を、研修厚生センターの管理職研修と
兼ねて開催した。
開催日：8/20(火)
講師：伊藤公雄
タイトル：「姫路市男女共同参画プラン2022」について
・プラン推進員は、男女共同参画プラン推進員研修の
内容を各所属内で研修し、職員の意識啓発に努め
た。

B

男女共同参画の推進に向け、全
庁的な取り組みとした。

1 ◎

プラン推進員及び管理職（理事級及び参
事級等）を対象とした研修を、研修厚生
センターの管理職研修と兼ねて開催す
る。(7月開催予定)

ア
男女共
同参画
推進課

推 1 (3) プラン推進に向
けての全職員に
対する意識づくり

① 職員研修による
啓発の推進

男女共同参画の視点を取り入れた
講演等を実施し、男女共同参画社
会の啓発を推進する。また、プラン
について職員に対する周知と意識
啓発を目的とした研修を、男女共同
参画プラン推進員対象に行い、庁内
における問題意識を共有する機会を
つくる。

・男女共同参画プラン推進員を対象にプ
ランについての周知と意識啓発を目的と
した研修を実施する。（１コース）
・基本研修の一部において、男女共同参
画社会の推進に関する科目を実施す
る。(1コース以上)
・人権・文化教養講座において、男女共
同参画社会の推進に関する講演会を実
施する。（１コース）

・「男女共同参画プラン推進員研修」において姫路市
男女共同参画プラン2022の周知と意識啓発を行った。
（2回276名）（101千円）
・「新任課長研修」において、ハラスメントの内容を取り
入れて実施した。（1回32名）(426千円)
・「現任課長研修」において、ハラスメントの内容を取り
入れて実施した。（1回21名）（178千円）
・「新採用職員(採用前)研修」において、「男女共同参
画について」と題した科目を実施した。(1回98名)(0千
円・内部講師)
・「ライフスタイルを考える－男と女の関係を探る－」の
テーマで開催された人権学習地域講座へ職員を派遣
した。(１回16名)(0千円)
・公務人材開発協会が実施の研修コース「ハラスメン
ト防止研修リーダー養成コース」へ職員を派遣した。
（1名2日間）（77千円）

B

種々の制約のあるなかで、意識
啓発のために最大限の効果が出
せるように検討の上、テーマ及び
講師等を選定した。

1 ◎

・男女共同参画プラン推進員を対象にプ
ランについての周知と意識啓発を目的と
した研修を実施する。（１コース）
・基本研修の一部において、男女共同参
画社会の推進に関する科目を実施す
る。(1コース以上)

ア
研修厚
生セン
ター

推 1 (3) プラン推進に向
けての全職員に
対する意識づくり

② 職員の意識づくり
の推進

職員の学習プログラムを開発するな
ど、業務推進時に男女共同参画の
視点の導入促進に努めるとともに、
庁内ネットワークで職員が学習でき
るよう、より分かりやすく充実した情
報発信を行う。また、各職場におい
て男女共同参画についての議題を
朝礼や課内会議に取り入れ、積極
的な意見交換を行い職員の意識の
高揚に努める。

・市職員に対し男女共同参画の視点を取
り入れるよう庁内LAN(ここみてネット/か
しネット)を活用し情報発信を行う。
・ここみてネットから情報提供することで、
市職員の学習プログラムとなるよう随時
更新に努める。
・ホームページの充実により情報発信を
行う。
・職場の意識づくりの推進を図る。

・市職員に対し男女共同参画の視点を持つよう庁内
LAN(ここみてネット/かしネット)を活用し、情報発信を
行った。
・ここみてネットが、市職員の学習プログラムとなるよう
分かりやすい情報提供を心がけた。
・ここみてネットの更新を心がけ、職員の意識の高揚
を図った。
・ここみてネットアクセス数 年間37,043件

B

男女共同参画の推進に向け、全
庁的な取り組みとした。

1 ◎ ◎

・市職員に対し男女共同参画の視点を持
つよう庁内LAN(ここみてネット/かしネッ
ト)を活用し、情報発信を行う。
・ここみてネットから情報提供することで、
市職員の学習プログラムとなるよう随時
更新に努める。
・ホームページの充実により情報発信を
行う。
・職場の意識づくりの推進を図る。

ア
男女共
同参画
推進課

推 1 (3) プラン推進に向
けての全職員に
対する意識づくり

③ 男女共同参画に
関する職員意識
調査の実施

男女共同参画に関する職員の意識
及び実態を把握するため、意識調査
を実施する。

「姫路市男女共同参画プラン2022」の計
画を見直す際、男女共同参画に関する
職員意識調査を実施し、基礎資料とす
る。

次回の意識調査に向け、調査方法、調査時期等につ
いて他都市の状況を把握しながら検討を進めた。

C

男女共同参画に関する意識又は
実態を把握できる調査となるよう
内容を工夫することとした。 1 ○ ○

意識調査に向け、調査方法、調査項目
等について他都市の状況を調査しながら
検討を進める。（平成28年度実施予定） エ

男女共
同参画
推進課

推 1 (3) プラン推進に向
けての全職員に
対する意識づくり

④ 男女が働きやす
い職場づくりの推
進

次世代育成支援対策推進法に基づ
く特定事業主行動計画を推進すると
ともに、ワーク・ライフ・バランスの確
保に努める。また、職場におけるセ
クシュアル・ハラスメント防止のため
の取り組みを推進する。

引き続き特定事業主行動計画、セクシュ
アル・ハラスメント防止の取組みを推進
する。

・年次休暇の取得促進
　12日

B

・年次休暇の取得を促進すること
により、仕事以外の生活を充実さ
せる機会を増やした。

1 ◎ ◎

次世代育成支援対策推進法に基づく特
定事業主行動計画を推進する｡また、庁
内のセクシュアル・ハラスメント防止のた
めの取り組みを推進する。

エ 人事課

◎
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「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

推 1 (4) 男女共同参画率
先行動計画の見
直し

① 新たな姫路市職
員男女共同参画
率先行動計画の
策定

新たな姫路市職員男女共同参画率
先行動計画を策定し、男女がともに
活躍できる職場づくりに取り組み、さ
らなる職員への周知、意識づくりの
ための庁内報の活用などを検討す
る。

・｢姫路市職員男女共同参画率先行動計
画｣を見直し、男女がともに活躍できる職
場づくりの取り組みを進める。
・ここみてネットに加え、庁内報を活用し、
新たな率先行動計画の周知を行う。

・｢姫路市職員男女共同参画率先行動計画〔第２次〕｣
を策定した。策定にあたり庁内関係部署等から意見を
もらった。
・ここみてネットへ新たな計画を掲載し、計画の周知と
男女共同参画の意識啓発に努めた。
・庁内報を活用し、新たな率先行動計画の周知を行っ
た。
・新たな計画の確認チェックシートを作成し、プラン推
進員が気軽に確認できるよう、ここみてネットに掲載し
た。
・プラン推進員が所属内の職員に対し、率先行動計画
等についての研修を実施し、職員の意識啓発に努め
た。

A

・男女共同参画の推進に向け、
全庁的な取り組みとした。
・計画は男女共同参画について
分かりやすい内容とした。

1 ◎ ◎

・｢姫路市職員男女共同参画率先行動計
画〔第２次〕｣を職員へ周知し、計画の推
進に努める。
・計画に掲げている数値目標の達成に向
け、プラン推進員に意識の高揚を図る。

ア
男女共
同参画
推進課

推 2 (1) 条例の制定 ① 条例についての
検討・制定

基本的な考え方、盛り込むべき事項
等について広く意見を聴きながら検
討し、条例を制定する。

他都市の情報収集及び調査・研究を行
う。

・政令指定都市、中核市、県内市の男女共同参画推
進条例の制定状況を調査した。
・平成25年4月1日に条例を施行した山形市の事例に
ついて、行政視察し、調査研究した。

D

男女共同参画の推進に対する先
進事例の調査と本市への適用に
ついて検討した。

1 △ △

・他都市の情報収集及び調査・研究を行
う。
・男女共同参画審議会に対し、条例制定
の調査審議について諮問する。

カ
男女共
同参画
推進課

推 2 (2) 条例についての
広報活動

① 条例についての
広報活動

条例についての理解を得るため、さ
まざまな機会を活用して広報活動を
推進する。

条例制定に向けて気運を醸成するため
の広報活動について検討する。

・啓発パンフレット「みんなの男女共同参画」を全戸配
布することにより男女共同参画社会づくりの必要性を
広報した。
・条例制定に向けて機運を醸成するための広報活動
について検討した。

B

男女共同参画の推進に対する先
進事例の調査と本市への適用に
ついて検討した。

1 ◎ ◎

条例制定に向けて機運を醸成するため
の広報活動について検討する。

イ
男女共
同参画
推進課

推 3 (1) 男女共同参画推
進センター機能
の充実・強化

① 男女共同参画推
進センターの
ハード・ソフト両
面での機能の充
実

男女共同参画推進センターの理念
と役割に基づき、基本事業を柱とし
た事業展開と内容の充実を図る。ま
た、地域メディアやホームページ等
を活用し、“あいめっせ”のＰＲを強化
するとともに、講座の評価方法を検
討し、検証を行う。

・センター管理運営費
55,692千円
・啓発講座、講演会など市民意識啓発を
推進する。
10,575千円
・様々な手法を使い”あいめっせ”のＰＲ
を行う。
・他センターの取り組み状況について情
報収集し、講座の評価方法を検討する。

【ハード面】
・運営管理費         53,570千円
(内訳）
　 光熱水費            7,277千円
　 委託料　           18,952千円
    共用部分共益費
 　　　　　　　          22,270千円　ほか
【ソフト面】
・学習啓発等推進経費                 8,632千円
　(内訳）
　学習啓発事業（講座,講演会、写真展）2,424千円
　市民企画支援事業　561千円　　ほか

B

・男女共同参画社会を推進する
拠点としての施設管理及び学習
啓発事業を行った。

1 ◎ ◎

・センター管理運営費
55,531千円
・啓発講座、講演会など市民意識啓発を
推進する。
10,569千円
・様々な手法を使い”あいめっせ”のＰＲ
を行う。
・他センターの取り組み状況について情
報収集し、講座の評価方法を検討する。

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

推 3 (2) 市民参画による
男女共同参画推
進センターの運
営

① 「男女共同参画
推進センター運
営会議」の運営

専門家や関係団体代表、公募市民
等により男女共同参画推進センター
の運営を検討するとともに、学生な
ど若い世代の意見を積極的に取り
入れるため、委員枠の検討を行う。

・男女共同参画推進センター運営会議の
開催
構成：委員数15名（学識経験者、関係団
体代表、公募市民、その他）
任期2年
年2回開催予定

・男女共同参画推進センター運営会議の開催
構成：委員数15名（学識経験者、関係団体代表、公募
市民、その他）
任期2年
開催状況：
第1回　　6月3日
・平成25年度事業について
・市民企画事業進捗状況について
第2回　　2月21日
・平成25年度講座等の実施状況について
・「あいめっせフェスティバル2013」の取り組み等につ
いて

B

・男女共同参画について広く意見
を求めるため、会員を公募した。

1 ◎ ◎

・男女共同参画推進センター運営会議の
開催
構成：委員数15名（学識経験者、関係団
体代表、公募市民、その他）
任期2年
年2回開催予定

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター



担当課

1 3 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
番
号

番
号

番
号

基本施策名
番
号

具体的施策名 具体的施策の概要 当初事業計画（予定） 事業の実績等
実施
状況

男女共同参画の推進
に関して配慮した内容

配慮
状況

所管
評価

総合
評価

事業計画（予定）
取組
方針

課

「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

推 3 (2) 市民参画による
男女共同参画推
進センターの運
営

② 男女共同参画推
進センター利用
者との意見交換
会の開催及び事
業の共同主催

男女共同参画推進センターの登録
団体など利用者との意見交換会(登
録団体連絡会)を開催し、市民ニー
ズを事業及び運営に反映させる。ま
た、登録団体と事業を共同主催する
ことで、団体の現状やあり方などを
運営に反映させる。

・登録団体連絡会の開催
　年5回程度開催予定
・あいめっせフェスティバル2013の開催
【再掲】

・登録団体連絡会の開催
　第1回　5月11日17団体参加
　第2回　6月20日23団体参加
　第3回　7月12日16団体参加
　第4回　8月23日19団体参加
　第5回　9月13日18団体参加
　第6回　10月4日22団体参加
　第7回　10月31日21団体参加
　第8回　11月26日19団体参加
　第9回　 3月12日22団体参加
・あいめっせフェスティバル2013の開催【再掲】
センター登録団体の交流促進と各団体の活動を広く
市民に紹介し、男女共同参画について啓発。
開催日　11月16日、17日
参加数　30団体
入場者　3,000人

B

・男女共同参画社会をめざす登
録団体がより活発な活動ができ
るよう、活動支援を行なった。

1 ◎ ◎

・登録団体連絡会の開催
　年8回程度開催予定
・あいめっせフェスティバル2014の開催
【再掲】

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

推 3 (3) 男女共同参画推
進センター登録
団体の充実・強
化

① 男女共同参画推
進センター登録
団体の交流及び
連携強化

男女共同参画推進センター登録団
体が主体となって事業などの企画・
運営を行い、登録団体としての意識
づくりや他団体との交流、連携によ
り、ステップアップを図る。また、他分
野で活動している人物や団体に、登
録団体について周知し、“あいめっ
せ”を拠点とした活動の拡充を推進
する。

・登録団体連絡会の開催【再掲】
　年5回程度開催予定
・あいめっせフェスティバル2013の開催
【再掲】

・登録団体連絡会の開催【再掲】
　第1回　5月11日17団体参加
　第2回　6月20日23団体参加
　第3回　7月12日16団体参加
　第4回　8月23日19団体参加
　第5回　9月13日18団体参加
　第6回　10月4日22団体参加
　第7回　10月31日21団体参加
　第8回　11月26日19団体参加
　第9回　 3月12日22団体参加
・あいめっせフェスティバル2013の開催【再掲】
センター登録団体の交流促進と各団体の活動を広く
市民に紹介し、男女共同参画について啓発。
開催日　11月16日、17日
参加数　30団体
入場者　3,000人

B

・男女共同参画社会をめざす登
録団体がより活発な活動ができ
るよう、活動支援を行なった。

1 ◎ ◎

・登録団体連絡会の開催【再掲】
　年8回程度開催予定
・あいめっせフェスティバル2014の開催
【再掲】

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

推 4 (1) 市民・企業・市民
活動団体(ＮＰＯ、
ボランティア、地
縁系団体)への支
援と連携の強化

① 男女共同参画社
会を担う市民活
動団体(ＮＰＯ、ボ
ランティア、地縁
系団体)への活動
支援

男女共同参画社会を担う市民活動
団体(ＮＰＯ、ボランティア、地縁系団
体)に対し、さまざまな形態による活
動支援を行う。

・市民企画支援事業（600千円）
男女共同参画社会実現のための啓発事
業、調査研究事業に要する費用の一部
を助成する。
・市民企画講座（80千円）
広く市民より企画員を募集し、市と共催
で講座を開催する。

・市民企画支援事業（510千円）
6団体に対し、男女共同参画社会実現のための啓発
事業、調査研究事業に要する費用の一部を助成し
た。
・市民企画講座（75千円）
公募による企画員で構成された企画チームが企画・
運営し、市と共同で講座を開催した。
・フェミニストカウンセリング神戸との共同主催【再掲】
「気づきと回復の講座」

B

・男女共同参画推進のため、固
定的な役割分担にとらわれない
内容になっている。

1 ◎ ◎

・市民企画支援事業（600千円）
男女共同参画社会実現のための啓発事
業、調査研究事業に要する費用の一部
を助成する。
・市民企画講座（80千円）
広く市民より企画員を募集し、市と共催
で講座を開催する。

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター



担当課

1 3 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
番
号

番
号

番
号

基本施策名
番
号

具体的施策名 具体的施策の概要 当初事業計画（予定） 事業の実績等
実施
状況

男女共同参画の推進
に関して配慮した内容

配慮
状況

所管
評価

総合
評価

事業計画（予定）
取組
方針

課

「姫路市男女共同参画プラン2022」推進状況調書 (平成25年度実施状況・平成26年度実施計画)
基本
目標

基本
課題

基本施策 具体的施策 平成25年度実施状況 平成26年度実施計画

推 4 (1) 市民・企業・市民
活動団体(ＮＰＯ、
ボランティア、地
縁系団体)への支
援と連携の強化

② 市民・企業・市民
活動団体(ＮＰＯ、
ボランティア、地
縁系団体)との情
報交換と連携促
進

市民・企業・市民活動団体(ＮＰＯ、ボ
ランティア、地縁系団体)との情報交
換・共有により、連携強化を図るとと
もに、新たな協働をめざす。

・男女共同参画推進センター運営会議の
開催【再掲】
構成：委員数15名（学識経験者、関係団
体代表、公募市民、その他）
任期2年
年2回開催予定
・登録団体連絡会の開催【再掲】
　年5回程度開催予定
・市民企画講座の開催【再掲】

・男女共同参画推進センター運営会議の開催【再掲】
構成：委員数15名（学識経験者、関係団体代表、公募
市民、その他）
任期2年
開催状況：
第1回　　6月3日
・平成25年度事業について
・市民企画事業進捗状況について
第2回　　2月21日
・平成25年度講座等の実施状況について
・「あいめっせフェスティバル2013」の取り組み等につ
いて
・登録団体連絡会の開催【再掲】
　第1回　5月11日17団体参加
　第2回　6月20日23団体参加
　第3回　7月12日16団体参加
　第4回　8月23日19団体参加
　第5回　9月13日18団体参加
　第6回　10月4日22団体参加
　第7回　10月31日21団体参加
　第8回　11月26日19団体参加
　第9回　 3月12日22団体参加
・市民企画講座の開催【再掲】
　3月　全2回　延べ63人受講

B

・男女共同参画について広く意見
を求めるために、会員を公募し
た。
・男女共同参画社会をめざす登
録団体がより活発な活動ができ
るよう、活動支援を行なった。

1 ◎ ◎

・男女共同参画推進センター運営会議の
開催【再掲】
構成：委員数15名（学識経験者、関係団
体代表、公募市民、その他）
任期2年
年2回開催予定
・登録団体連絡会の開催【再掲】
　年8回程度開催予定
・女性のエンパワメント講座の開催【再
掲】
　法テラス兵庫との連携実施
・市民企画講座の開催【再掲】

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター

推 4 (2) 「男女共同参画
プラン推進懇話
会」の運営

① 「男女共同参画
プラン推進懇話
会」の運営

学識経験者や団体代表・公募市民
からなる「男女共同参画プラン推進
懇話会」を開催し、基本的かつ総合
的な観点から、プランの推進につい
て協議したり、調査・研究を行うな
ど、機能強化を図る。

・男女共同参画プラン推進懇話会を開催
する。
・第三者評価としてプランの進捗状況に
ついて意見をいただき、プランの進行に
反映させる。
・プランの見直しを行う際、意見をいただ
く。

・男女共同参画プラン推進懇話会を開催した。（1回）
　懇話会　7/23
・第三者評価としてプランの進捗状況について意見を
求め、プランの進行への反映を行った。
・附属機関設置条例の制定に伴い、男女共同参画審
議会を設置することとし、平成26年3月31日で男女共
同参画プラン推進懇話会を廃止した。

B

男女共同参画の視点に立った委
員構成とした。

1 ◎ ◎

・男女共同参画審議会を開催する。（平
成26年4月1日より新たに設置）
・第三者評価としてプランの進捗状況に
ついて意見をいただき、プランの進行に
反映させる。
・プランの見直しを行う際、意見をいただ
く。

イ
男女共
同参画
推進課

推 4 (3) 国・県等との連携 ① 県等との連携 県等と連携・協力し、情報を収集交
換するなどプランの推進について一
層の充実を図る。

県等と連携･協力し、情報を収集・交換す
る。

県市町男女共同参画合同会議、県内男女共同参画
センター等連絡会議等を通じ、国・県の情報収集・交
換を行った。
・県市町男女共同参画合同会議　4/24（2人）
・県内男女共同参画センター等連絡会議
　①4/24（2人）
　②10/30（2人）
　　議題6件中1件提出
　③2/5（2人）
　　議題7件中2件提出

B

男女共同参画に関する情報の迅
速な収集・円滑な連携のための
関係構築を図った。

1 ◎ ◎

県等と連携･協力し、情報を収集・交換す
る。

ア
男女共
同参画
推進課

推 4 (3) 国・県等との連携 ② 国・県等への男
女共同参画に向
けた働きかけ

国、県等との連携を図るとともに、必
要に応じて働きかけを行う。

国・県等との連携を図るとともに、必要に
応じて働きかけを行う。

県市町男女共同参画合同会議、県内男女共同参画
センター等連絡会議等の機会を利用して国・県等との
関係構築を図った。
・県市町男女共同参画合同会議　4/24（2人）
・県内男女共同参画センター等連絡会議
　①4/24（2人）
　②10/30（2人）
　　議題6件中1件提出
　③2/5（2人）
　　議題7件中2件提出

B

男女共同参画に関する情報の迅
速な収集・円滑な連携のための
関係構築を図った。

1 ◎ ◎

国・県等との連携を図るとともに、必要に
応じて働きかけを行う。

ア
男女共
同参画
推進課

推 4 (4) 近隣市町等との
ネットワークづくり

① 近隣市町等関係
機関とのネット
ワークづくり

近隣市町等関係機関と相互に連絡
調整及び情報交換等を図るなど、
ネットワークを推進していく。

・県内女性センター会議等連絡会議にお
ける情報交換
　年3回開催（予定）
・ひょうごチャレンジねっとにおいて、各
関係機関と情報交換を行う。
・他都市の関係機関との情報交換

・県内女性センター会議等連絡会議における情報交
換
　年3回開催
・ひょうごチャレンジねっとにおいて、各関係機関と情
報交換を行った。
・他都市の関係機関との情報交換

B

・男女共同参画に関する情報を
交換し、センター事業の運営等の
参考にした。

1 ◎ ◎

・県内女性センター会議等連絡会議にお
ける情報交換
　年3回開催（予定）
・ひょうごチャレンジねっとにおいて、各
関係機関と情報交換を行う。
・他都市の関係機関との情報交換

ア

男女共
同参画
推進セ
ンター



姫路市男女共同参画プラン２０２２に掲げる指標及び目標値 

 指   標 
プラン策定時 
(平成 23 年度) 

平 成 24 年 度 平 成 25 年 度 平 成 26 年 度 平 成 27 年 度 平 成 28 年 度 平 成 29 年 度 
目標値 

(平成 29 年度) 
担当課 

基
本
目
標Ⅰ

 

①「男女共同参画社会」の認知度 
53.9% 

市民意識調査(2011) 
- -     95% 

男女共同参画 

推進課 

②固定的性別役割分担意識(夫は外で働き、

妻は家庭を守るべきという考え方) 

賛成>反対(男性) 

賛成<反対(女性) 

市民意識調査(2011) 
- -    

 

 
賛成<反対 
(男女とも) 

男女共同参画 

推進課 

③「配偶者からの暴力の防止及び被害者

の保護に関する法律(DV 防止法)」の周知度 

74.2% 
市民意識調査(2011) 

- -     90% 
男女共同参画 

推進課 

基
本
目
標Ⅱ

 

①地域における学習機会の提供(出前講

座等の年間回数) 
9 回 10 回 11 回     20 回 

男女共同参画 

推進センター 

②一時保育付き講座・講演会の開催数  47 件  48 件 55 件     70 件 
男女共同参画 

推進センター

/こども支援課 

基
本
目
標Ⅲ

 

①審議会等委員の女性比率 
24.0% 

(H24.3.31) 
24.3% 

(H25.3.31) 
24.7% 

(H26.3.31) 
    35% 

男女共同参画 

推進課 

②女性委員が 0の審議会の割合 
13.1% 

(H24.3.31) 
13.1% 

(H25.3.31) 
9.7% 

(H26.3.31) 
    5%以下 

男女共同参画 

推進課 

③職員の管理職(一般行政職、係長以上)

における女性比率 

12.2% 
(H24.4.1) 

13.0% 
(H25.4.1) 

14.3% 
(H26.4.1) 

    17% 人事課 

基
本
目
標Ⅳ

 

①「男女雇用機会均等法」の周知度 
81.3% 

市民意識調査(2011) 
- -     90% 

男女共同参画 

推進課 

②「ワーク・ライフ・バランス」 

の認知度 

46.2% 
市民意識調査(2011) 

- -     70% 
男女共同参画 

推進課 

③農村女性の起業化への参加件数 14 件 16 件 17 件     17 件 農政総務課 

基
本
目
標Ⅴ

 

①乳児家庭全戸訪問事業の訪問率 92% 93.2% 95.4%     95% 保健所健康課 

②乳がん・子宮がんの検診受診率 
乳がん  13.8％ 
子宮がん 15.8％ 

乳がん 13.7% 
子宮がん 21.3% 

乳がん 13.7% 
子宮がん 21.5% 

    
乳がん 20% 
子宮がん 20% 

保健所予防課 

基
本
目
標Ⅵ

 

①認知症サポーターの養成者数 12,614 人 13,830 人 15,306 人     
17,000 人 

(平成26年度) 
保健福祉推進

室 

②一時保育・延長保育の実施園数 
一時保育 32 ヶ所 
延長保育 65 ヶ所 

一時保育 32 ヶ所 
延長保育 65 ヶ所 

一時保育 32 ヶ所 
延長保育 65 ヶ所 

    
一時保育 37 ヶ所 
延長保育 70 ヶ所 

(平成 26 年度) 
保育課 

推
進
体
制
の
整
備 

①男性職員の育児休業取得率 0.9% 0% 0.9%     3% 人事課 

②子どもの出生時等における男性職員の

5日以上の休暇の取得率 
16.2% 10.0% 5.7%     35% 人事課 

③「男女共同参画推進センター“あいめ

っせ”」の認知度 

17.9% 
市民意識調査(2011) 

- -     60% 
男女共同参画 

推進センター 
 


